
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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１話　うん、告白しよう







『好きです』




　喉元までせり上がった、そのたった一言が絞り出せない。

　恋をした事があるならば、きっと誰もが一度は体験するもどかしい思いを、俺は今、身をもって経験していた。

　胸が痛いとか、心がキュッと締め付けられるとか。

　そんな甘いものじゃない。

　なぜなら胸が痛む代わりに、腹に地獄の激痛が走っている。そしてキュッと摑つかまれる心に代わって、自らの肛こう門もんをギュッと締め付ける。

　そちらに全力を込めるあまり、俺には告白をするという余力が残されていない。

　好きな人を目の前に呼び出したこの状況で、俺はウンコを漏もらすかどうかの瀬戸際に立たされていた。

　もれるもれるもれる、お腹痛いぃぃひぃぃい……。

　脳裏は便意という侵略者に支配されていた。




◇




　ほんの数分前──。

　夏風吹く渡り廊下に、一人の美少女が息を切らしてこちらへと駆けて来る。

「待たせちゃったかな？　ほんとにごめんね！」

　クラス内ヒエラルキー上位に位置する彼女は気配りもでき、優しい心の持ち主だ。それは開口一番、俺なんかに謝罪の言葉を口にしてくれるほどに。

「部活の片づけを手伝ってたらこんな時間になっちゃった」

　彼女、宮みやノの内うち茜あかねちゃんは俺の好きな人だ。

　陶器のような肌は、俺の汗まみれのワイシャツが黄ばんで見えるほど白かった。

　彼女のつぶらな瞳は、無気力にのほほんとしている俺の眼と違って輝いている。

　そして何より、肩口で切りそろえられた艶やかな漆黒の髪からは、ほんのりとフローラルな匂いが漂ってくる。それに対して、汗でベタついた俺の短髪からはゴミ捨て場の臭いがするので、接近戦は禁物だ。





[image: ]





「晃こう夜やくんと夕ゆう輝きくんから聞いたよ……大事な話があるんだって？」

　俺、仏ふつ訊じん太た郎ろうという極々一般的な男子高校生は、彼女に不釣り合いな存在だって事は百も承知だ。容姿は平凡で、学業の成績も中の中なら運動神経も平均、何の特徴もない帰宅部の俺が、こうやって告白の場を設けられたのも親友達のお膳立てあっての事だ。

「ありがとう、俺なんかのために時間をつくってくれて」

　俺は緊張で高まる気持ちを抑え、冷静に応対をしていく。

「うぅん、そんなことない。だって訊太郎くんはクラスメイトだもん。困ったらお互い様でしょ。私でよかったら何でも聞くから。なにがあったの？　イジメとか？」

　ちがう、と俺はぎこちなく笑みを返す。

　そんな俺を見て彼女はいぶかしげに首を傾げ、真面目な顔つきで続けざまに喋しやべる。

「無理しちゃダメだよ。ホントのことを言ってね？　大丈夫、誰にも言わないから。私、このクラスのみんなが大好きだもん。夏休みを迎えるならすっきりとした気持ちで迎えたいじゃん、そうでしょ？　こう見えて私、喧けん嘩かはそう簡単に負けないんだから」

　その言葉を聞いて思った。やはり、茜ちゃんは可愛いと。いい子で物凄く頼もしい、クラスのみんなから慕われている美少女なのだ。そんな彼女に想い寄せる男子は数多く、そのうちの一人でもあるのが俺。

　人気の高い彼女をここまで来るように誘導してくれたのは、夕輝と晃夜という二人の親友たちだ。

　彼らのためにも、自分のためにも、俺は引けない。

　意を決した俺はゆっくりと口を開いた。

「実はさ、悩みっていうか……まぁ、これは悩みに入るのかな。ずっと前から言いたかった事があったんだ」

　俺は遠回しに、茜ちゃんの事を好きになるまでの経緯を語り始めた。彼女は驚きのあまり目を丸くしたが、つっかえながらも話す俺を見て、じっと聞いてくれた。気のせいか、彼女の頰はわずかに紅潮している。

　ソレに気付くと俺の心臓は相手に聞こえるんじゃないかってぐらいの爆音を鳴らし始める。

「み、宮ノ内さんって誰にでも優しく挨拶してるよな。俺は宮ノ内さんに挨拶されたとき嬉うれしくてさ……だから、俺も周りにちゃんと挨拶するようになった」

　緊張と恥じらいとの闘いに打ち勝ち、朝と帰りの挨拶を茜ちゃんと交わせるようになった五月。

「いつもさ、英語の宿題。授業前にお互い合ってるか確認とか言いつつ、宮ノ内さんに教えてもらっちゃってる。ありがとう」

　中学時代はろくに宿題をしてこなかった俺だが、宿題が茜ちゃんと共通の話題となると悟った時から、毎日欠かさず宿題をやるようになった六月。

「宮ノ内さんは短髪が好きって聞いてから、短めの髪型にしてみた」

　見た目も気にするようになり、髪型にも力を入れた七月。

　自分でこんなことを言ってて恥ずかしくなってしまい、ついちょんちょんと、ワックスが汗で流れてしまった髪の毛をいじる。

　チラッと彼女を窺うかがえば、俺の言葉を大事に咀そ嚼しやくするようにゆっくりと頷うなずいている。そんな小さな仕草にすら、俺の胸は高鳴るばかり。

「ぜ、全部さ、宮ノ内さんと、一言だけでも話したかったからなんだ」

　言い切った。

　勉強も運動も、何一つここまで全力で取り組んだことのなかった俺だけど。

　茜ちゃんを思う気持ちは誰にも負けない。

「話したかった……だけなの？」

　彼女はぽつりと言った。次の言葉を待っているのは明白だ。そして、なんて言えばいいのかは分かり切っている。

　俺は、今がその時とばかりに最終兵器アイノコクハクを発射しようとした刹那、無情にも別のモノが放たれようとしていることに気付く。

　やばい……めっちゃうんこしたい。

　何故なんだ!?　先ほどまで大丈夫だったはずなのに。一体何がトリガーとなったのか全くわからない。

　耐えがたい腹部の、腸の叫びが俺の全身に警鐘を響かせる。

　これはもう間違いなく危険域をゆうに超え、核弾頭級の危険物質が体内を降下してゆくのが分かった。

　メルトダウン、始まる。

　俺の絶望も、始まる。

　ふぉぉぉぉぉおおぉおおぉおおああああ。

　しかし、俺は胸中で雄叫びを上げる事で耐え切った。

　腹にあらん限りの力を結集させ、キュッと肛門を締める。

　表情を取り繕う余裕なんて無い……が、それを生みだしてみせるのが男というもの！

　全身全霊を賭として、水爆が梅干し穴からコンニチハしないよう、ニカッと無理やりに笑顔を作り出す。

　気迫、気概、根性、まさしく関ヶ原、天下分け目の大戦。

　勝てば天下泰平の人生、負ければ打ち首獄門だ。

　ここまで、き、て……あと一歩なんだ。

　俺が変われたのは全て、キミのおかげなんだ。

　彼女の前では、最高の自分を引き出したい一心で、俺は似合わない努力をしてきた。必死に。

　晃夜に貸してもらったギャルゲーに夢中になっていた頃の俺からすれば、想像もできないほどのメガ進化を遂げたんだ。

　仏訊太郎という名前の発音から、『普ふ通つう人じん』と何とも反応にこまる微妙なあだ名がついた中学時代をチャラにするために、ここまで頑張ってきたのだ。まだ平均の域は出ていないものの、超えられる自信はある。彼女がその自信をくれたのだ。

　彼女が困っていれば、さりげなく手を貸す。つまらなそうにしていれば、笑いを取る道化となる。茜ちゃんが望むのであれば、自分は何者にもなれる。

　そう、勇者にだってなれる。だから、ここまでいい感じになってるのに『あ、ちょっと待って、トイレ』とか言えるわけがない。

　仕切り直しなど、できるはずがないのだ。

　ふぅー……。

　己の葛藤と向き合うか……。これが告白というものなのか。全く最高だよ。これで怯ひるむようじゃ片腹痛いと言うものだけど、腹はマジで痛い。

　と、とにかく、いくぞ！

「す……」

　いざ告白の言葉を盛夏の風に乗せて言い放とうとしたとき。

　はぅあっ!?

　気合で抑え込んだはずの腹部の激痛が、波打つ水面のように押し寄せてきた。




　うんこクソ　or　死デツド。




　うんこか死か。

　脳が焼き切れるほどに思考を巡らし、瞬時に選択肢を導きだす。

　それは、やはりトイレダッシュか、もらして社会的に死するかだ。

　ふぉぉおおおおおぉおおおお。

　魂の慟どう哭こくを心中で上げながら、俺の足が救済の地、トイレへの一歩を踏み出したその時、逃避しかけた俺の脳内に親友達の声が反響した。

『訊太郎は本当にここまでよく頑張ったよ。あとは訊太郎の気持ちをぶつけておいで』

　いつも笑顔で慰めてくれた夕輝よ。今の俺の気持ちはうんこがしたい、だ。こんな気持ちをぶちまけたら、うんこマンになっちゃう。

　あぁぁぁあ、茶色の爆弾ぶちまけそうだぜ！

『俺達が協力してやったんだ。結果がどっちだろうと、ちゃんと報告しろよ』

　メガネイケメンで、普段から物理的に庇かばってくれる晃夜。

　報告って何の報告だよ！　これくらいのウンコ出ましたって報告か？

　検便データとりたいんか、このメガネ野郎！

　もはや自分でもなんで訳の分からない自問自答をしているのか分からなくなってきた。

　だが、次に思い出した二人の言葉が俺を正気に戻す。

『一人で喜ぶのも、一人で泣くのも許さないよ』

『お前には俺らがいるからな』

　それが、親友達が最も俺に伝えたかった事なのだろう。

　そんな親友達に支えられている俺は、トイレに行くという結果だけは残したくなかった。

　折れそうになった心を奮起させる。




　うんこクソ　or　告ラ白ヴ！




　新境地へと達した俺は、新たなる選択肢を閃ひらめかせる。

　ここまでの思考に至るまで、茜ちゃんが疑問の言葉を発してからわずか３秒弱。妙に時間の流れがゆっくりだなと感じつつも、俺ならやれると自己啓発。

　成し遂げられる。

　逃げるべきではない。

　逡しゆん巡じゆんしている間にも刻一刻と、俺の肛門の寿命は縮んでいくのだ。

　あと一言だけを言えればいい。

　俺はそのために口を開き、力強く言った。




「宮ノ内さん、あなたの事が、す『ブリィッ！　ッリュ、プリッ、プ……』




　胸中の熱い想い、解放。

　俺の言葉を覆い隠すように、うんちも解放。

　かつてない爽快感が俺の心と身体を揺さぶり冒す。

「あっあぁ、うっ、あああ、ぇあああああああああ！」

　尻から出してはいけないモノを大放出してしまった俺は絶叫してしまう。

　告白する瞬間に力んだのが凶と出たようだ。

「え、ちょっと、だいじょう……えっ、ウソ！　きゃあああああ!?」

　糞くそと合わせて尿も放出してしまったところ、茜ちゃんは叫び声を上げ、そのまま後ろ向きに倒れて気絶した。

　そりゃそうだ。さっきまで告白しそうだった人間が、いきなり漏らすなんて想像もできないだろう。それを理解したときには涙が溢あふれた。

　汗もさっきから出ていて、体中が体液まみれになるのが伝わってくる。

　と、同時に誰かの声が耳に響く。

「え、なにこれクッサ！　マジでクッサ！」

「おい、誰かセンセー連れてこい！」

　俺と茜ちゃんの絶叫を聞きつけて、まだ下校していなかったのか科学部や吹奏楽部の生徒らがゾロゾロと駆け寄ってくる。生徒達は野次馬よろしく、俺と彼女を囲む。

　ある者は嗤わらい、あるものは罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせてくる。さらにもらいゲロする者もいた。

「美化委員よんでこい！　あいつら掃除するのが仕事だろ」

「ふざけんじゃねーよ！　嫌だよ！」

　野次馬たちの罵倒が遠くに聞こえる。しかし、そんなのはどうでもよくて。

　ただただ絶望した俺は膝がガクガクと笑い始めてしまう。とうとう腰に力が入らなくなって、自ら出した汚物の水たまりへと倒れた。制服の生地が汚物を吸って重くなる。生温かい液体と異臭が体に付着していく。

　脳裏に焼き付くは、気絶する直前に見せた、宮ノ内茜ちゃんの驚きよう愕がくに満ちた顔。

　もう何もかも終わりだ。

　告白も学園生活も。

　精一杯やったはずなのにな……。

　薄れゆく意識の中で、遠くから人を撥はね飛ばすような音が聞こえた。その声の主が誰なのかわかった時、俺は泣きそうになった。

「おい、おまえら！　ソコをどけよ！　どけって言ってるのがわからないのか!?」

　普段は至って理知的な態度を崩さないのに、この荒っぽい声は晃夜だろう。朦もう朧ろうとしながらも顔を少し上げると、人だかりの中からでもそれとわかる程の長身の彼が、何人かを鞄かばんで殴り飛ばしているのが見えた。急いで人ごみをかき分け、助けに来てくれたのだ。

「訊太郎！　騒ぎになってるから何だろうって、戻ってみたら……え、なんで糞まみれなの!?」

　驚嘆しながらも、自分が汚れるのを気にせずに汚物まみれの俺を担いでくれたのは夕輝だ。

「おまえら見世物じゃねぇんだよ！　早い話が、終業式終わってんだからさっさと帰れ！」

　晃夜が渡り廊下にあったゴミ箱を野次馬に蹴り飛ばして威嚇する。そのゴミ箱が野次馬の一人にあたったが、気にせずに親友は吠ほえる。

「早い話、次は消火器いくぞ！」

　激げつ昂こうする晃夜にたじろいだ野次馬は瞬く間に散っていった。

「よし……。夕輝、この後に来るだろう先生には俺から説明しておく。お前は訊太郎を担いで水泳部のシャワー室に行け。ユウジあたりが自主練でもやってるだろうから、あいつらにシャワー貸してもらえ。あとロッカーに俺のジャージがあるからそれ持ってけよ。俺はここを片づけておくわ。あ、そうだ。宮ノ内を保健室のベッドに連れていかないとだな。俺、たぶん少し遅くなるかもしれないから、先に帰っててくれ」

　晃夜がテキパキと指示をする。こいつは喧嘩っ早いけど面倒見もいいメガネイケメンなのだ。

「おっけー。じゃ、先に行くから。訊太郎、大丈夫？　行くよ」

「……うっ、うん」

　意識は曖昧になりながらも、俺は頷いた。

　夕輝に肩を担いでもらった状態でゆっくりと階段を下りようとしたとき、晃夜が自分の鞄からスポーツドリンクのペットボトルを取り出し、俺の鞄にねじ込んだ。

「忘れてた。これ、持って行けよ。さっきので水分を全部出し切ったみたいだから脱水症状になるかもしれないしな」

「……ありがとう」

　晃夜に夕輝、もしも俺が女だったらお前らに惚ほれてるかもな……。




◇




　運命は残酷だ。いや、途中までは人生の頂点に昇り詰める勢いがあった。

　それをどう間違えれば、あんな転げ落ち方をするのか。

　ただ、二人の親友が俺を助けてくれたのが救いだった。晃夜と夕輝には感謝の言葉をいくら述べても足りない。

　あの後、俺は夕輝に介護してもらうように水泳部のシャワー室で身体を洗ってもらい、ロッカーにあった晃夜のジャージに着替えた。今は夕輝と二人で歩いている。

　いつもの帰り道の空には夕闇が迫り、俺の心にも影が増す。学生鞄と糞まみれの制服を入れた袋が異様に重たい。

「まぁ、その、なんていうんだろうね。気にすることないよ。誰にでも失敗ってあるじゃん。ね？　まぁ、あんな大失敗はそうそうないと思うけど。うん」

「お、おう……」

　せっかく夕輝が励ましてくれているのに、俺はそれにうわの空で返してしまう。

　とぼとぼと帰る途中、大通りのスクランブル交差点についた。ふと正面を見れば、向かい側にあるデパートの壁にかけられた巨大テレビのニューステロップが目に入った。




『全国で相次ぐ!?　唐突な性転化事件』

『遂に始まる！　ヒトの本質ひだねを垣間見るＶＲＭＭＯ。まもなく配信開始』




「あ、このＶＲＭＭＯだよ！　ボク達がベータテストでプレイしたゲーム。訊太郎も一緒にやるんだよね!?」

「ん？　うん……」

　夕輝の気遣いにまたも、心ここにあらずといった生返事をした俺は、もう一つのニュースが引っ掛かった。

　最近、よく見るな。性転化とかいうニュース。あれって性別変わっちゃったら、今までの人間関係とかどうなるんだろ。ウン告コく白はくで変わってしまった茜ちゃんと俺の関係性のように、変化とかあるのかもな……。

「なぁ、夕輝。俺たち、友達なんだよな……」

　唐突に投げかけた俺の問いに、夕輝は照れたように苦笑いを浮かべる。

「は？　何言ってるんだよ。友達じゃなかったら、糞まみれの訊太郎を担がないからね。まだ、うんこの匂いとれないしこれ。おーぅくっさ」

　そう言って、おどけて制服の匂いを嗅いだ夕輝は顔をしかめた。決して俺が茜ちゃんにフラれたという話には触れないよう、ふざける夕輝の横顔は、夕日に照らされて眩まぶしい。

　また目から汗が出そうになったので、その眩しさから目を逸らすフリをして、顔をそむける。

「マジで……ありがとな」

「あはは」

　いつも通りの柔和な笑い声を出して、夕輝は前を歩いた。

「こういうのってさ、少し照れくさいけど、友達ならその時に必要な行動をすると思う。中学の時に訊太郎がしてくれたように、今日のボク達だってそうだったろ。ね？」

　夕輝はこちらを振り向かずに歩き続ける。

　頼もしい親友の背中を見て、俺の目からは塩水がこぼれ落ちた。

「だから、こんなの普通だよ」

　俺の前のあだ名をいじる夕輝の言葉に、少しだけ元気をもらう。

　明日から夏休み。心のリハビリとしてはちょうどいい。

　宮ノ内茜ちゃんと顔を合わすこともない。

　もう失うものは何もない。さすがに失うものは、もうナニもないよな……。




◇




「はぁ……」

　天井に溜ため息いきを吐く。

　帰宅した俺は、誰もいない静寂が支配する自室のベッドに寝転ぶ。

「はぁ……」

　二度目の溜息をつき、なんとなく動かした手に、テレビのリモコンが当たる。

　……静かだな。

　そう思った俺は、ＢＧＭ代わりにテレビをつけてみると、とあるニュースが流れていた。

『全国で相次ぐ、唐突な性転化病は未だに原因が解明されておらず、既に判明しているだけで、６名の少年少女がこの謎の症状に悩まされています。政府の対応と今後の方針に関しましては……』

　性転化ね……。

　もやのかかった思考を無理やり引きずり起こし、俺はもう一度あのときの事を鮮明に思い返す。

　好きな子に告白しようとして、緊張と絶望の中でウンコをもらす。

　あのとき何故、問答無用でトイレにいかなかったのか。

　理由は明白だった。

　唐突に便意が襲ってきたからといって、積み重ねてきた俺の小さな努力の集大成、告白の場を、あの雰囲気を壊せるはずがない。

　あの場でトイレに行き、何食わぬ顔で告白をもう一回仕切り直すなど到底不可能だ。

　ウンコが大事なのか、告白が大事なのか。

　もちろん告白だ。

　おれは正しい選択をした。

　雄々しい男であることを選択した。

　立派な男であろうとする姿勢、それが、間違いだったのか……？

「……もう、女子にでも何でもなってしまえばいい」

　いっその事、ちびっこになって誰にもバレずに、今日の出来事だけじゃなく全ての過去をやり直したい。

　ニュースの性転化という、今一番話題になっている内容を小馬鹿にして洟はなをすする。

　夏休み明け、俺の学校での称号は『ウン告白』で決まりか。中学時代の『普通人』の方がまだマシだ。

「ぐっ……」

　くそったれな涙がまたもあふれ出てしまい、ベッドに顔をうずめ倒れこむ。

　絶望しかない俺は現実から逃げるように、疲弊した精神を癒すため、柔らかな布地につっぷしてはまどろみに堕ちていった。
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　どれぐらいの時間が経ったのだろうか。

　ピコン、と鳴ったスマホの音で目が覚めた俺はあくびをする。

「ん……」

　唐突に少女の声というか、吐息のようなものが聞こえた。

「あ？」

　しかし、その声は。

「え、なんだ？」

　俺の声が可愛い？

　とても可か憐れんな声が、俺の口から発せられたのだった。





２話　ガール・オンライン







　俺の声が変……？　寝ぼけて聞き間違えたのか…？

『ピコンッピコンッ』

　断続的に鳴るライン特有の音に急かされ、疑問はかき消される。

　もうろうとした意識のまま、枕元においてあるだろうスマホを探り当て、あくびをしながら内容を確認する。

　夕ゆう輝きからだった。

『おーい』、『大丈夫？』、『通話、いいかな？』

　きっと告白の件で心配しているのだろう。

　とりあえず、晃こう夜やから借りたジャージのまま寝ていた事を思い出し、着替えてから通話しようと思った。

『すこし待ってくれ』

　そう返事をした時、違和感に気付く。

　妙に返事が打ちづらい。

　正確にはスマホが大きすぎて、片手の指だけではタップしにくい。否、できない。

「あ？」

　そして驚きの連続はここからだった。

　慌てて立ち上がろうとしたら、ズボンのすそを踏んで盛大にベッドから転げ落ちた。

　頭を床にぶつけ鈍痛に顔をしかめつつ、俺はなんとか立ち上がる。

　これはもうあれだ。着ている服のサイズが何故かぶかぶかすぎる。

　腕を伸ばしきっても、袖をまくらないと手が出てこない。

　さらに俺の身長は１７１センチだったはずだが、視線がいつもより数段低い。

「なんだ、これ……」

　続く違和感で再び先程の疑念に辿り着く。やっぱり何気なく発した俺の声が高い。鈴を転がしたように澄んだ音色、りんと透き通った声だった。

「は!?」

　俺が出した声だとは到底信じられない。

　だが動揺から出た音は、タイミングから判断しても俺が発した声に間違いない。

「あー、アァー…………ぁ～？」

　何度か発声して分析してみた結果、小学校中学年に相当するその幼い声は、俺のノドを振動させて発されているようだ。

　ぶかぶかのジャージを見まわすように両手を広げて、今一度、自分の身体をしっかりと視認する。そうして最も気になったのは視界の両脇、つまり顔の左右から盛大に垂れ流されている髪の毛だった。

　腰まで届くぐらいの長い髪の毛。しかも、微妙に青みがかった銀髪だ。

　袖をまくってなんとかひと房つまみ、目の前で凝視してみる。人工の毛ではありえない、繊細で柔らかな、猫っ毛の頂点を極めたようなふわサラ仕様だった。

　気味が悪くなって、自分の髪を慌てて放す。

「なんだこれは……」

　縮んだ体格。少女のような声。身に覚えのない長髪。

　ここまで来れば自分に何が起こったのか。どんなに鈍い奴でもわかる。

　理解はできるのだが、そんなのはファンタジーだ。納得できるはずがない。

　ニュースで報道されていた原因不明の性転化事件……。

　ある日突然、性別が転化した少年少女がいるというのは最近何かと話題になってはいた。だが、得てしてニュースの向こうで報道されているような内容なんて、自分に関係あるわけがない、というのが世間一般の感覚だ。

　だから、俺の身に起こっている現象は夢だ。うん。

　ウン告コく白はくによるショックで変な悪夢でも見てるに違いない。

　そう思ってとっさに頰をつねろうとするが、袖が長くて手が出せない。

　まくらねば。

　いや待て、痛覚、つまり触覚は信用できない。

　なぜなら先ほど、ベッドから転げ落ちた自分は、痛みを感じたではないか。

　ジャージの衣擦れや重量も、まぎれもない現実のボリューム。

「ふぅー……」

　落ち着け。

　聴覚もダメだ。自分の声が少女のソレに聞こえるなどおかしいが、しっかりと周囲の音を拾っている。

　となると嗅覚だ。

　衣類、主に晃夜から借りたジャージに鼻を近づけてクンカクンカする。

「…………」

　なんていうか、ちょっぴり汗臭い……真夏だしな。仕方ないだろう。

　続いて、やはり異質であるこの淡く青色に輝く銀髪だ。

　さっきつまんだ量より更に多めに取り、鼻へともっていく。

　さわさわそよそよ……なんとも甘くよい匂いが俺の鼻孔をくすぐる。

　さわそよさわさわそよよ。

「へっぶし！　うっくしょーい」

　毛先がさらふわしすぎて、鼻の穴に程良い刺激をもたらし、くしゃみへと俺を誘いざなったようだ。

　これはマズイ。聴覚、触覚、嗅覚までもがここが現実だと主張している……。

　いや、決めつけるのはまだ早い。

　まだ味覚がある。

　食べかけの栄養補助食品である、カロミーメイトをおもむろに口に放り込む。

　寝起きのため、口の中が多少乾いてるものの、もそもそと咀そ嚼しやくしてみてわかったことは、味はいつも通りであることだった。

「……がガひチで？」

　最後の五感、最後の砦とりでは視覚。

　自分の頰に両手を当てる。

　だが、こかれおを見てしまったら。

　俺が俺でなくなっているのではないかという恐怖が、最終確認を躊躇ためらわせる。

　恐怖から来る思考停止のためそれから数十分、ベッドに座ったままボーッとしていた。

　ふとスマホが点滅しているのに気付き、軽くタップする。

　夕輝から、『通話はまだ？』という追加のメッセージが来ていたので、今はやっぱり無理だと伝えておく。

「はぁ……何なんだよ、これ……」

　何せこの少女声である。

　落ち着くまで何もする気にはなれない。

　もう一人の親友、晃夜からもメッセージがきていた。

『クラン・クラン、明日からだけど訊じん太た郎ろうはするよな？』

　夏休みから一緒にやろうと言っていた、ＶＲＭＭＯ。つまりはバーチャルオンラインゲームのサービスが、明日から開始だという連絡だった。

　ＶＲＭＭＯとは、体感型の３Ｄオンラインゲームだ。実際に自分がゲームの世界に入って、身体を動かしているような感覚が味わえる最新のゲームだ。

　そんな大きなタイトルでもなく、製作しているゲーム会社も聞いたことのない『カグヤ』という会社であったから、それほど期待はしていなかったが、販売が大手のゲームメーカーに委託されたことで少し話題になっている。

　まったく……。夕輝は心配をしてくれ、晃夜は気分転換を促してくる。

　二人の思いやりに感謝の念を抱きつつ、まったく進展しない現状を放置するのも飽きた頃だと自分を𠮟しつ咤たする。

　俺は覚悟を決め、髪型チェック用の手鏡を高度のあがった机の上からおそるおそる手に取る。

　震える手を、意志の力で無理矢理に抑え、緊張の生唾をのみこむ。

「ゴクリ……」

　そして、自身の顔を覗のぞき込む。

　そこには……。

　北欧にいそうな、色白の銀髪美少女の顔が驚きの表情を浮かべていた。

「お、俺が……美少女であるはずがない……」
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「うぅ……」

　現在の時刻は夜もとっぷりと更けた10時。

　あれから、少女となってしまった俺は自身の身体を隅々まで確認した。

　残念ながら女の子だった。多分、まぎれもなく。身長も自分で測ってみたところ、１３４センチしかなく、年齢的には９～10歳の小学三年～四年生ぐらいだと判断できた。

「……天使かよ」

　肌は陶器のように白く滑らかで、瞳は青玉色サフアイアブルー。蒼そう銀ぎん色の長いまつ毛が大きめの瞳を一層際立たせ、鼻び梁りようは高く通っている。幼さゆえにすこし丸みを帯びた輪郭の口元には形の整ったローズピンクの唇が添えられている。

　まごうことなき天使の容貌は、義妹いもうとのミシェルを連想させる。

　決め手は、部屋の電灯すら反射して煌きらびやかに輝く薄空色の銀髪だ。

　至上最高の美少女、俺の降臨？

　この状況を誰に連絡すべきか……両親は職業柄、海外を転々としているし妹も二人と一緒にいる。日本在住の姉は大学近辺のアパートに住み、学業と仕事で多忙の身だ。

　結果、俺はこのアパートで実質の一人暮らしを満喫している。

「やはり姉に連絡するべきだろうか……」

　いや……順当に考えて市役所なのか？

　そう逡しゆん巡じゆんしていると、ほどよいタイミングで姉からラインの通知メッセージが届いた。

『太郎、買ってるのは知ってるわ。明日の11時に先駆都市ミケランジェロの教会前ね』

　電波な内容が届いたので、俺はスマホから眼を逸らした。

　身内びいきしているわけではないが、俺の姉は美人と言っても過言ではない。だがときおり、こうやって理解の範はん疇ちゆうを超える発言をしてくるのが玉に瑕きずだ。そして怖いところも。

　なんだか姉からの意味不明なラインを皮切りに、色々と考えるのがめんどくさくなってきた。

「疲れたな……」

　精神的にも肉体的にも疲弊していた俺が、この結論に至るまで長い時間はかからなかった。

　どうするかは明日考えればいい。

　そう思った後の行動は早い。

　作り置きの軽食を摂って、慣れない動作でトイレで用を足し……再び横になった。

　……。

　…………。

　あ、拭ふき忘れた。

　どこを、とは言わない。

　この身体に慣れるには当分かかりそうだ。

「はぁ……」

　小さなため息をこぼし、しんみりした気分でトイレへと戻った。
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　明くる朝。夏休み一日目。

　寝起き一発目のシャワータイムを敢行した俺は、バスタオル一枚姿で牛乳を一瓶飲み干す。

「ぷはぁ」

　やはり朝一の牛乳はいと美う味まし。

　その後、大好物の蜂蜜たっぷりのハニートーストを自作し、目玉焼きを添えて朝食を済ませる。身体のサイズ変化に伴いちょっと作り辛かった。

「ふぅーごちそうさまっと。さて……」

　そろそろ市役所に行って、今後をどうすればいいのか相談しようと思い立った矢先、夕輝と晃夜から３人共有のライングループに連絡が入った。

『訊太郎、絶対にインしてよ。時間は13時ね』

『場所は「先駆都市ミケランジェロ」の「天球まかせな時計台」前でな』

　うん？　先駆都市ミケランジェロ……？

　二人のメッセージを見て妙な既視感を覚え、すぐに納得した。

　昨日、姉が言っていた先駆都市ミケランジェロってのはＶＲＭＭＯ、クラン・クランの町の事だったのか。というか何故姉は、俺がゲームを買っていると把握しているのか。

　夕輝や晃夜はベータテストからこのゲームをやっていたらしく、かなりおもしろかったのか、俺に猛烈プッシュしてきたのはつい先日のこと。

　てか、姉よ。あなたもやっていたのかクラン・クラン。

『傷心会も兼ねて、パーッと楽しもー！』

　夕輝からそんなメッセージが来たので、即座に、

『一緒にゲームやりたいだけだろ』

　って感じで軽口を叩たたいておく。

『お、元気そうだな？』

　と、晃夜から返信がきたので、

『心配ありがとな……』

　気恥ずかしいから、一言で伝わる文を送る。

　これも逆になんだか恥ずかしいと思ったが、まぁいい。

　スマホをベッドに放り投げ、あいつらの顔を思い浮かべる。

　ウン告白。我ながら最高にパンチのきいた告白方法だったな。そんな感じで笑い話にできるだろうか。

　その後の、噂うわさの性転化に関してはあいつらに言うかどうかは今のところ保留にしておこう。これ以上、心配をかけたくないというのもあるが、これがどういったものなのかもわからない。身体が戻った前例はあるのか、とか……そんな暗い思考が芽生えると、心に重い恐怖がのしかかった。

　ほんと、笑えない冗談だ。告白失敗を嘆く傷心するヒマもない。

「友達、ね……」

　昨日の夕輝の言葉を思い出す。

　俺達は友達。

　でも、それは、俺がこんな姿になっても言える事なのか？

　次から次へと湧きあがる不安を押しのけるように、俺はクラン・クランへと思考を無理矢理に切り替えた。
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　時刻は午前９時半。10時からクラン・クランの正式サービスが始まるので、洗濯物を干し終えた俺はあらかじめ買っておいたクラン・クランを開封する。

　小さな箱の中からでてきたものは、大中小サイズ別、２枚一組のコンタクトレンズが計６枚。そして少しゴツめのＵＳＢフラッシュメモリーのようなドングルとイヤフォン。

　それに二つ折りの説明書のみ。

「おー」

　たったそれだけだ。そう、これが話題の一つでもある。

　既存のＶＲＭＭＯは顔、頭をすっぽり覆うタイプのヘッドギアを装着してプレイするものばかりだったが、このクラン・クランは違うらしい。

　感覚器官に呼応し、ゲーム内に直接入りこんでプレイしているような感覚を味わえるのは他のＶＲＭＭＯと同じようだが、決定的な違いは慣れるとゲームプレイ中にも現実の世界で普通に生活ができる、つまり現実の世界で身体を動かしながらＶＲＭＭＯが楽しめる事らしい。

「なんだか凄いゲームだな……」

　さっそくゲームをセットアップして自分のキャラクターを作ってみよう。

　まずはＵＳＢドングルを専用の端子を使ってスマホに接続し、ゲームをダウンロード、インストールする。次に、イヤフォンを両耳に装着し、コンタクトレンズをつける。

　慣れないコンタクトをつけるという作業に多少の時間を要してしまったが、なんとか装着できた。

　あとはスマホから、ゲームを起動するだけだ。

　高鳴る胸の興奮を抑えつつ、俺はクラン・クランのアイコンをタップする。

　すると────。

『人と人、魔物が入り混じって争いを繰り広げる世界、クラン・クランへようこそ』

　機械的な女性のアナウンスが両耳に響いた。

　そして、おれは小宇宙を連想させるような、真っ暗闇の中で身体を浮かせながら空中を漂っていた。

　これが……クラン・クラン。

　極小のコンタクトを媒介に人間の脳神経に間接的にリンクし、ゲーム内での感覚を体感させるという、超文明的な技術の叡えい智ち。

　試しに右腕を動かしてみる。イメージしたとおり、現実で動かす感覚と寸分違わず、右腕は上下に振れた。

　現実の俺はベッドに座ったままで、右腕も動いていない。

　コンタクトレンズ内は無限に広がる漆黒空間、大小さまざまな光点の数々が眼前に浮かぶ風景。コンタクト越しは何の変哲もない自室。

　これは、すごいなんて軽々しい一言で形容できるものじゃない。

　そもそもＶＲＭＭＯをプレイしながら、現実世界の自分も明確に認識できるというのは全く新しい、いわば新境地だ。これは晃夜が騒ぐのもうなずける。

　まるで二つの世界に同時に存在しているような、このなんとも言葉にし難い感覚。

　おいおい、ファンタジーか。

　こんなちっこいコンタクトレンズ内でどうやって、そんなに高性能なモノを埋め込む事ができるんだ。これで脳波に干渉して、３Ｄの世界へと誘う？

　人類の科学ってここまで進歩しちゃってるものなのか？

　俺が空中浮遊を楽しんでいると、アナウンスがチュートリアルを再開した。

『クラン・クランこちらと現実あちらの相互認識が正常にリンクできているのを確認。五感の反応良好』

「は、はぁ……」

『音声認識、正常動作確認。これより、キャラクタークリエイトに移行しますがよろしいですか？』

　どうやら、発声すらも脳からゲームへと変換し、認知できるらしい。

「あ、はい」

　了承の意を示すと、ＡＩプログラムにのっとった音声だけのナビゲーションシステムは説明を続けた。

『現実世界でのお客様の外見データをスキャンし、認証します』

　数秒間、俺の身体に青白いエフェクトが明滅し、光は静かに消えていった。

『スキャン終了です。キャラの骨格および、規格は現実のサイズと誤差５センチまで変更可能です。また、現実での性別と同じキャラクターしか作成できません。容姿はいかようにも変更可能です。キャラクタークリエイトが終了しましたら、お呼びくださいませ』

　ゲーム内のキャラの身体のサイズ規模が、現実のものと差が大きすぎると、ログアウト時に感覚差がありすぎて現実での身体運動に支障をきたすと言ったところか。

　見た目は自由に変えられるが、性別や骨格は偽れないっと。

　どうやら、俺のキャラの今の外見は現実の超絶美少女そのままらしい。

　ここからいろいろいじるってわけだ。

　俺は大量のカスタマイズ項目を凝視しながら、そのバリエーションの豊富さに驚いた。

　瞳の種類だけでも、２００種以上はある。ウェストやヒップ、果てはバストの微調整、顔の輪郭やパーツの種類の多さは度を超していて、もはや辟へき易えきという気分しか湧いてこない。

　唯一、普通だったのが髪色の種類だ。白系統に近い色は選択できず、パッと見、20種類ぐらいだけだった。

　いろんな項目を眺め続けて数分、俺はとある重大案件に気付く。

　俺は今、少女。

　つまりキャラクリも少女のまま。

　なんてこった……。

　性別変更不可＝夕輝や晃夜に、性転化したということが、クラン・クラン内で会ったら完全にバレてしまう。

　いや、機械の誤認ということでごまかせるのか？　いける、と思う。多分。

　オンラインゲームのサービス開始当初は、バグや不具合が発生するとよく耳にするし。晃夜はこれを祭りと称していたが、俺も祭りという事で押し通そうワッショイ。

　そう決意すると、俺は見た目をリアルと同じそのままにした。正直、大ボリュームなカスタム項目から一つ一つを吟味し、自分のキャラを創り上げるのがだるかった。

「キャラクタークリエイト終了でーす」

　俺の合図に、再びナビケーションボイスが答えてくれる。

『畏かしこまりました。現実世界との誤差なしのリアルモジュール形式ですね』

「ふぅん？」

『現在時刻は午前10時３分です。ログインしますか？』

　いよいよ、正式サービス開始か。

　姉との約束は11時からだったが、この際だから先にログインして慣れておこう。

「はい、ログインします」

『では、神しん人じんが支配するクラン・クランの世界「ツキノテア」へ。あなたはこの広大な世界をさすらう傭よう兵へいとなって、傭ク兵ラ団ンを組織するもよし、軍を編成するのもよし、建国するのもよし、竜族が残した秘宝を狙うも良し、神人に挑むもよし』

　長い謳うたい文句を言い終えたナビゲーションは一区切りつけ。

『あなたは自由だ』

　最後にそんな言葉を残していった。

　それが合図だったのか、俺の視界は眩まばゆい光の渦に吞のみこまれていった。





３話　傭よう兵へいたちの世界へ







　眩まばゆい光に包まれて────

　気付けば、石いし畳だたみで舗装された巨大な広場に俺は突っ立っていた。

　建築様式を見るに、中世ヨーロッパ風の街と言っていい。

　タイムスリップしたと錯覚してしまうほど、街は息づきリアルだった。

「クラン・クランすげえ」

「これがゲームか……？」

「風がきもちいい」

「うまそうな匂いがする！」

　他にもログインしたばかりのプレイヤーがいたようで、周囲を改めて観察するとザッと数十人は見受けられた。

　誰もがこの新しい世界に驚嘆し、感動を胸に興奮を抑え切れていない様子だった。

　かく言う俺もその一人だ。

　五感、特に匂いまで感じ取れるゲームは世界初だそうで、この奇跡的にまでリアルな世界に目を輝かせてしまうのも無理はない。

　これから始まる冒険を祝福してくれているように、空は晴々としていて蒼あおい。

　そよぐ風はそっと背中を押してくれるように、優しく俺をなでてくれる。

　活気あふれる街の喧けん騒そうや匂いは、否応なくこれからの冒険への期待を膨らませてくれる。

「本当にすごい……」

　広場は街全体から見て、やや小高い位置にあるらしい。広場の端に行けば、下に広がる街並が見渡せそうだと判断した俺は人混みを縫って駆ける。

　何人かがこちらを凝視していた気がするが、かまわず進む。

　そして広場の端まで辿たどりついた俺は、レンガ？を積んだ手すりに、両手をつき、

「すうぅーー」

　思いっきり息を吸って、

「はぁぁーー」

　吐いてみた。

　うーん。自分の可愛らしい声が少し気になったが、気持ち良い。

　見晴らしも最高だ。

　ここからでは街の全貌は見ることは叶かなわなかったが、それでも色とりどりの屋根がひしめき、石や木材、素材不明の多種多様な建築物が見える。

　物理法則を無視した、階が上がるにつれて明らかに太さと大きさが増していく、バベルの塔を逆にしたみたいな不可思議建造物もチラホラ目に入ってくる。

　そういった建物の周りを、ひっきりなしに動き回る人々の一端がここからは一望できた。

「……にぎやか」

　俺の呟つぶやきを拾ったのか、周囲の男性数人がねばっこい視線を集中させてきた。一番近くにいた緑毛の少年などは、俺に話しかけようか迷っている素振りすら見せてくる。

　歳の頃は16～18で、俺と大して変わらない。

　身なりは初心者用っぽい革かわ鎧よろいに身を包んでいて、おそらく傭兵プレイヤーだろう。

　俺は警戒心を引き上げる。

　今の自分の外見は10歳そこらの少女だ。そんな俺に話しかけてこようとする者は……。

　ロリコン……もしくは、弱者と判断して戦闘を仕掛けてくるつもりか？

　普通のゲームだったら、そんな思考に至らないのだろうが、このクラン・クランというオンラインゲームはＰＫ、つまりプレイヤーキルを推奨している節がある。

　傭兵プレイヤー同士での装備やお金、アイテムの奪い合い、戦利品の奪取、欲望のままに生きろ、なんでもござれが謳うたい文句のＶＲＭＭＯ。

　つまりＰｖＰ、プレイヤー同士の戦闘が多発するシステムを導入している。

　年齢によって、その辺には制約があるらしいのだが詳しくは調べていない。

　俺はオンラインゲーム初心者である事もあり、ゲームに不慣れであると他人に気取られでもしたら、身ぐるみをはがされるのではないかと懸念した。

　緑髪の少年は、ロリコンor戦闘マニア。

　そこまでの結論を出したら、あとの行動は決まっている。

　ウン告コく白はくでの失敗経験は決して無駄にしたくはない。

　冷静に迅速に判断を下す。

　無言でダッシュ！

「あ、待って」

　背後からかかる声を置き去りに、俺はひたすら駆けた。

　そうして初心者が集まっていた広場から離れた俺は、具合のいい白木製のベンチを見つけたので、休憩がてらに腰かける。せっかくゲームにログインしたのだから、まず最初にやるべき事は自分のステータス確認だろう。

　メニューと念じると、視界の左下にメニューウィンドウが生じる。







　キャラクター名　なし




　レベル１

　ＨＰ30　ＭＰ20　力１　魔力14　防御２　魔防８　素早さ18　知力27

　所持金　１０００エソ
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　右手：ローヌの木刀

　左手：なし




　称号：老練たる少女




　ほう。

　まずはキャラ名だが、まだ決めてなかったな。

　こういうのはサクッと決めるのが良いだろうと判断し、本名が訊じん太た郎ろうということで、安直にタロという名前に決定した。

　次にステータスだ。

　ステータスで気になる点は、やけに力や防御が低く、それに引き換え素早さと知力が高い事だ。

　防具はまぁ、納得。武器に関してはローヌの木刀？

　ローヌって何だ？

　初期装備が木刀ってどうなの。プレイヤーって一応、傭よう兵へいって設定じゃなかったっけ？

　どこの世界に木刀をメイン武器にする傭兵がいるんだろ……。

　試しにローヌの木刀をメニュー画面からタップしてみると簡素な説明文と、装備するのに必要なステータス、攻撃力などが出てきた。




『ローヌの木刀』レア度０

【そこらへんに生えている雑木ローヌから創り上げた木刀】

【必要ステータス　力１　ＨＰ20】

【攻撃力＋２】




　装備するのに必要なステータスが、力１とＨＰが20以上。

　まさに俺の事だが、すごく弱い武器だということがわかった。

　他の初期装備も同じようなレベルだ。

　薄汚れた外套姿で、腰に木刀さしてる少女ってどこからどう見ても、傭兵じゃないチンチクリンだ。だからなのか、さっきから街中を歩いている傭兵プレイヤーらしき人々が、俺の方にチラチラと視線を向けてくるのが鬱うつ陶とうしい。

　装備に関しては残念無双だったが、初期はみんな同じようなものだろうと納得しておく。

　だが、そんな俺でも一つ納得できない部分があった。

　それは称号だ。

　ローヌの木刀と同じようにメニューをタップして説明を読んでみると。




『老練たる少女』

【見た目に中身がそぐわない魔法少女。その幼い器には老練の魂が宿っているため、他の者より遥はるかに効率の良い行動が取れる。若さ、美貌を保ち続けられるほどの膨大な魔力が髪の毛から溢あふれ出す姿は、まさに魔女そのもの】




　取得条件：若返り。

　効力：レベルアップ時のスキルポイント取得量が３倍。




　と書いてあった。

　よくわかんないけど、クラン・クランは女体化や若返りにも対応している優れたゲームであることは理解できた。

　……。

　…………。

　んなわけあるか。

　なんだ、この称号は。

「バグか？　これこそバグなのか？」

　しかも、称号の効力が半端なくチートな気がする。レベルアップ時にもらえるスキルポイントが３倍？　クラン・クランでのスキルという位置づけを未だ把握していない俺だが、なんだか物凄い効果なのでは……？　そもそもスキルってなんだ？

「スキル、スキル……」

　スキルに関する施設が近くにないかと思いついた俺は、さっそくマップを表示して、街全体を確認……できなかった。どうやらこのクラン・クランは、一度踏破した場所でないとマップに詳細が表示されないらしい。

「無駄にリアルな仕様感……」

　が、幸いにも俺が今腰かけているベンチの向かい側に『輝剣アーツ屋スキル☆ジョージ』という店がちょうどあった。

　ネーミングセンスはともかく、スキルに関して称号『老練たる少女』がどれほどのモノなのか、手がかりを得られるかもしれない。

　それに外観もなかなか凝っていて、雰囲気も良さそうだった。

　質素な木製造りの店で、ガラス張りにしている部分が多い。屋根からは金属の細い棒を曲げたり絡めたりして作った、紋章のような瀟しよう洒しやな飾りが吊つるされている。

　端的に言うと、お洒しや落れな喫茶店の雰囲気を醸かもし出していた。

　試しに店内をのぞいてみよう。

　四角い色ガラスが縦２列にはめ込まれた、木製のドアをそっと開ける。

「おじゃまします」

「はぁい、いらっしゃいませぇ～～ん、んんん？」

　俺を出迎えてくれたのは、浅黒い肌の男性？だった。彼はアフロヘアの頭をもふもふと右手でさわり、ピンクのマスカラと紫のアイシャドウで強調された目をパチクリ瞬かせ、ニコリと微笑んだ。

「あらあららぁぁん。これまた、かわいこちゃんが来たわねぇええん♪」

「失礼しました～」

　ウン告白で学んだ俺は、冷静に迅速に。

　回れ右だ。

　なんとなく、店員さんが放つ異様な空気を察した俺は店を出ようとする。

「だらっしゃあああああああいい♪　あ・わ・て・ちゃ・めっ」

　神速で、扉を閉めようとしてた俺の腕を摑つかむ店主。

　なぜかウィンク付きだし、女性っぽい口調だ。

「んんぅ、もぉっ。せっかちさんはいい傭兵に、な・れ・な・い・わ・よ・ん」

　俺は強引な店主にひっぱられるようにして、店内に引きずり込まれた。

「あ、はぁ……」

「なぁに、うかない顔をしてぇん☆　今日はクラン・クラン実装初日じゃない、たっくさぁん冒険しなさいな♪」

　まさにアンタとの対面が冒険だよ。

　すごい個性的なＮＰＣもいたもんだ。

　ＮＰＣとは、キャラクターを操作しているのがプレイヤーではなくプログラム、つまりロボットみたいなものだ。

「でぇ、うちを覗のぞきにきたってことわぁ、『輝剣アーツ』を買いに来たってことかしらぁ？」

　ほほう。やはりスキルに関係する店っぽい。

　だけど、『輝剣アーツ』って何だろう。

「んんー？　あなたもしかしてぇ、『輝剣アーツ』に関して全く何も知らない感じなのぉ？」

「あ、はい」

　ＮＰＣの質問に肯うなずいて答えておく。丁度いい機会なので、できるだけこの店主から情報を引き出しておこう。

「あらぁ、そうなのぉ。パパやママは一緒じゃないのかしらぁ？」

　それにしてもよくできた人工知能ＡＩだな。俺の少女という外見から、こんな心配までしてくれるとは。ＰｖＰが推奨されているクラン・クランでは、年少者保護プログラムという機能が運用されていると晃こう夜やは言っていたがこれもその一端なのか？

「一人でやってます」

　俺の事を心底気遣う表情で見つめてきたので、とりあえず返事だけはしておく。

「こんな可愛い子がぁン、一人でクラン・クランを遊ぶだなんて危険すぎ──」

「心配はいいので、『輝剣アーツ』？　について教えてください」

　俺は化粧の濃い店主のセリフを遮り、先を促す。このＮＰＣがどこまでの質問に対応できるＡＩを積んでいるかは不明だが、ＮＰＣに捕まっている時間が長引くのは遠慮したい。もっとこの街『先駆都市ミケランジェロ』を探索したいという気持ちがある。

　なのでやり取りは簡潔に済まそうと決める。

「んんん～～そうねぇ。まずスキルって何なのか知ってるかしら？」

「いいえ」

　俺が言葉を遮った事に関して一切の不快感を出さずに応じる店主。

　ＮＰＣなのだから当然なのだが、こうも会話を成立させ、その上こちらの状況や様子を考慮して逆に質問を浴びせてくるとは……クラン・クランのＮＰＣすごい。

「じゃあ、『輝剣アーツ』の前にスキルについて説明していくわねぇん」

「はい」

「レベルが上がるとスキルポイントが手に入るのん。そのポイントを使ってスキルを成長させ、アビリティを習得するのよぉん」

「アビリティ？」

「そうね、アビリティっていうのは簡単に言うと『技』よぉ」

　なるほど。

　特定のスキルにポイントをつぎ込めば、スキルレベルが上がりアビリティを覚えるのか。となると……スキルポイント３倍取得できる称号って、かなり強力？

「スキルポイントを手に入れてもぉ、つぎ込むスキルがなければ意味がないわよねぇ？」

「はい」

「そこで、うちの出番よぉ」

　店主は自身のわりと分厚い胸板を、ドンッと叩たたく。

「ほら、見てごらんなさい♪」

　ＮＰＣは店内の窓際を身振りで指し示す。

　釣られて、俺は首をそちらに巡らせる。

　そこには窓から差し込む光に反射して、キラキラと輝く水晶クオーツっぽいものが綺き麗れいに陳列されていた。水晶っぽいのをよくよく見れば、上部に短剣が突き刺さっていた。

「あれは……」

「そう、あれがスキルを習得するための『輝剣アーツ』よ。あれを使って、スキルを習得するのよぉ？　さぁ可愛い天使ちゃんはどんなスキルをお買い求めかしらん？」

「なるほど。『輝剣アーツ』をこういった店で買ってスキルを習得するのか」

「まぁ、お店で買わなくても、モンスタードロップやダンジョンの宝箱、特定のイベントをクリアすると入手できる物もあるわねぇん♪」

　俺は並べられた、大小様々な『輝剣アーツ』を眺め始める。短剣の突き刺さった水晶は、琥こ珀はく色いろから炎色、空色、若草色、毒々しい紫色、金色、透明なものと種類も豊富だ。

「そこらの店には売ってない、珍しい『輝剣アーツ』もうちには置いてあるわぁ♪　ゆっくり見ていってね」
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　一通り見て、気になったスキルを持つ『輝剣アーツ』は何個かあった。

　火魔法・水魔法・風魔法・土魔法・雷魔法の５種類の魔法スキルは、特に目を奪われた。せっかくゲームの世界にきたのだから、派手な魔法を放ってみたいという気持ちは俺にもある。だが、当然のことながら全て購入できるだけの所持金がなかった。

　どの魔法スキルも８００エソなのだ。

　他にも、短剣、片手剣、両手剣、盾、大盾、槍やり、杖つえ、短杖ワンド、斧おの、弓、短弓、フレイル、ハンマーなどの武器スキルもあった。

　こちらはどれも５００エソ。

　肝心の木刀スキルは……ない。

　上段の方には生産職向けの武器鍛冶スキル、防具鍛冶スキル、木工スキル、装飾スキル、革細工スキル、料理スキル、裁縫スキルなどがあった。

　こちらは３０００エソと高め。

　更に最上段には……う、背が低くて見えない。

「天使ちゃん、そこの踏み台をつかってもいいわよぉん」

　店主はすぐ傍にあった立方体の木材を指さしてくる。気の利くＮＰＣに対し、俺は無言で踏み台を陳列棚の前に移動させ、バランスを崩さないように乗っかる。

　これで目線が高くなり、最上段の『輝剣アーツ』も視野に捉えることが出来た。

　ふむふむ、下級召喚魔法が５万エソで魔剣技３万５０００エソ。雷撃魔法は４万５０００エソ、氷結魔法４万エソと、すごい金額の『輝剣アーツ』ばかりが並べられていた。

　どれも強力そうなスキル名ばかりだ。

　いずれは俺も、こういったスキルを習得するんだと期待に胸を躍らせていると、とんでもないモノを発見してしまった。

「あれはっ！」

　高額商品ばかりが並べられている棚に、ポツリと異彩を放つ『輝剣アーツ』があった。

　そのスキル名は、錬金術だ。

　値段はなんと８００エソ。

　あの錬金術がたったの８００エソ!?

　鉄を金に変える、世の摂理を壊す術。万物を変化させ、未知なる物体を生みだし、神の領域すらも侵す禁忌の術。

　それが錬金術なのだ。

「店主さん、これください」

　ウン告白の教訓が活き、冷静に迅速に即断即決。

「あらら～ん、どれかしらぁ」

　店主ＮＰＣは、俺がどの『輝剣アーツ』を選んだのかチェックしていなかったようだ。

「錬金術の『輝剣アーツ』です」

「て、天使ちゃん……」

　店主は紫のアイシャドウをこれでもかと強調するように、何度も眼をパチクリパチクリさせた。

「このスキルはお勧めできないわぁん」

「いえ、このスキルがいいです」

　どこか焦るように俺の説得を始めるＮＰＣ店主。

「このスキルは一見、便利そうなスキルだけどねん。実際は役に立たない事が多いのん。それに専用の錬金キットも必要になってくるしねぇん？」

　……。

　これは、まさか。

　高額商品のコーナーに置かれた、一つだけ安すぎる『輝剣アーツ』。

　店のＮＰＣが買わない方がいいと止めてくる理由……序盤から圧倒的なスキルを所持させないように、運営からの急造的なバランス調整策のフラグ？

　ここまで状況証拠がそろって、導きだされる答えは一つ。

　そう、サービス開始初日にあるあるバグで、表示金額を間違えちゃった感じだな!?

　本当は錬金術も１万エソは超える、超レアなスキルに違いない。

　もう、ウン告コく白はくの時みたいな失敗は二度としないと決めたのだ。

　俺は迷わず攻めに出る。

「これ以外買うつもりはありません。今すぐ錬金術の『輝剣アーツ』を買います」

　微み塵じんも引かない態度で言い放つ。

「本当にお勧めできないわよぉ……他の店にも売ってるのを見て、お得と勘違いしちゃったのかしらん？」

　他の店にも売ってる……お得。

　つまり、他の店だとこの金額の何倍もするという事に他ならない。

「買います！」

「ゴミスキルだけども、本当にいいのかしらん？」

「買います！」

「……はぁ。わかったわぁん。売ってあげるぅん」

「やった！」

　思わず歓喜の声をあげてしまった。

　そんな俺の様子を、どこか憂いを帯びた表情で眺める店主ＮＰＣ。

　俺はいそいそと８００エソを渡し、錬金術の『輝剣アーツ』を買った。

　残り所持金は２００エソとなってしまったけど、俺は意気揚々としてべっこう色の水晶を両手で抱えるように持った。

　アイテムストレージに錬金術の『輝剣アーツ』を手に入れたとログが流れたので、さっそく使用してみる。すると短剣が突き刺さっていた大きな水晶の塊が淡く発光しながら消えていき、その光はあとに残った短剣の刃へと集束していった。

「それを胸に突き刺すのよぉん」

「え!?」

　店主のアドバイスに思わず狼ろう狽ばいし、輝く刃を見つめて逡しゆん巡じゆんしてしまう。

「輝きが失われたら、スキルを習得できなくなって、ただの短剣になるわよん」

　ま、まじか！　超レアスキルを、刃の鋭さにビビって習得できませんでしたとかいうオチだけは回避せねば。

　最初の街のＮＰＣだ。この店主がウソなんか言うわけない。

　俺は輝く刃を幼い少女の胸に、自身のちょっとふっくらした胸に突き立てた。

　すると『輝剣アーツ』は、俺の胸に虹色の光を放ちながら吸い込まれていった。

　ついで、ログアナウンスで、




：スキル『錬金術』を習得しました：

：アビリティ『変換』を覚えました：




　というメッセージが表示された。

　キタキタキター！

　新アビリティ『変換』に興奮しつつ、俺はいそいそと説明を読んでいく。




　アビリティ『変換』

【錬金術用キット『天てん秤びん』を用いて素材・アイテムを変換できる】

【上位変換・下位変換と両方できる】




　ふむ。錬金術用キット『天秤』が必要なのか。

　早くエソを貯めて、アビリティ『変換』を試したい。

「ふぅ。天使ちゃん、サービスよ。これも持っていきなさぁいん」

　カウンターに肘ひじを突き、悲しそうな瞳で俺を見つめるアフロヘアの色黒ＮＰＣは天秤らしきモノを摑んでいた。

「え？」

「錬金スキルのアビリティ『変換』に、必要な錬金キット、天秤よぉん。あげるわ」

　バチリと目をつむるウィンクが、不思議と美しく見えるのは錯覚だろうか。

「いいの、ですか？」

「えぇ、いいわぁん。サービスよぉん。こんなプリチーな天使ちゃんに、錬金術なんてゴミスキルを売っておきながら、アビリティもろくに発動できないなんて。クラン・クランやめてほしくないものん♪　それに天使ちゃん、クラン・クラン始めたばかりの初心者ニユービーでしょ？　所持金も１０００エソがせいぜいだろうしぃん？　天秤の錬金キットはどんなに安くても５００エソはするわぁん」

「お、おう……」

「だから、遠慮せずに受け取っておきなさいん☆　イイ女は相手に損させないのよぉん♪」

　このＮＰＣは女性……なのか？　そうは思えな……。

　とにかくウィンクを連発して、天秤を渡してくるＮＰＣ店主。

　今までよく見ていなかったのだが、彼……の双そう眸ぼうを観察すると、ウィンクするたびに両目をつむっており、ウィンクできてない。

　そんな不器用で優しい彼……彼女から、天秤を受け取るとログが流れた。




：ジョージ　Lv10　より、『銅の天秤』が取引に持ち出されています：

：受託しますか？：




　へぇ。このＮＰＣ、ジョージっていうのか。しかもLv10ってすごい高いじゃないか。どうりで俊敏な身のこなしで、俺を店の中に引きずり込めた訳だ。

　取引を受託すると選択したら、アイテムストレージに『銅の天秤』が入った。




『銅の天秤』レア度１

【錬金術『変換』を使用する際に必要な錬金キット】

【変換の成功率を２％底上げする】




　記された説明文を読み、まぎれもなく錬金術用のキットだと確信。

　俺はＮＰＣであるジョージを見つめる。

　今思えば、こいつはかなりいいやつだ。

『輝剣アーツ』について一から説明してくれ、超絶レアな錬金術スキルを格安で売ってくれ、その上錬金キットまで譲ってくれた。

　見た目が、褐色系細マッチョでアフロヘアのパーフェクト化粧な独創的人物だとしても、感謝はするべきだろう。

　自然と彼、彼女に笑みがこぼれた。

「ありがとう。綺麗なおねえさん」

　ちょっとしたリップサービスも込めて、お礼を言った俺は店を出ようとＮＰＣに背を向ける。

「あらぁん♪　少し、生意気かとおもったけどぉん。いい子だわぁん。それに、とろけるような天使の笑顔エンジエル・スウイーツ、か・わ・ゆ・す・ぎ・る」

　店主の声がすぐ背後から響き、ついで効果音が俺に届く。




：ジョージ　Lv10　よりフレンド申請が届いています：

：申請を許可しますか？：




　そんなログが表示された。

　フレンド？

　初のイベントということで、俺の疑問に答えるようにシステムの簡易的な説明文が表示される。フレンドおよび、フレンド申請に関するそれらを流し読みしていくと……要約すれば、フレンドとは、プレイヤー間において、お互いがどんなに離れていてもチャット・通話でのコミュニケーションが取れる便利な機能である、そうだ。

　プレイヤー間……？

「ジョージって傭兵プレイヤーなの!?」

「あらぁん？　そうよ？」

　ジョージは両目をパチッと閉じて開けたのだった。




◇




キャラクター名　タロ

レベル１

ＨＰ30　ＭＰ20　力１　魔力14　防御２　魔防８　素早さ18　知力27

所持金　２００エソ




装備品

頭：なし

胴：すすけた外套

腕：すすけた革手袋

足：すすけた革靴




右手：ローヌの木刀・攻撃力＋２

左手：なし




スキル：錬金術Lv１




称号：老練たる少女

【レベルアップ時のスキルポイント取得量が３倍】
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４話　錬金術







　ジョージとのフレンド登録を済ませ、俺は『輝剣アーツ屋スキル☆ジョージ』を後にした。

　ちなみにサービス初日なのにジョージのLvが10だったのは、夕ゆう輝きや晃こう夜やと同じようにベータテスト組だったからだ。どうりで自分の店をサービス初日の時点で持っているわけだ。そんなジョージは生産職で装飾スキルに力を入れ、ダンジョンから持ちかえった素材を元に輝剣アーツや装飾品、アクセサリーを生産してプレイヤーに販売しているらしい。

「ちょっと変わってるけど、いい人だったな」

　そして俺は今、クラン・クラン最初の街である『先駆都市ミケランジェロ』を探索している最中だ。というより、錬金術で使えそうな素材探しである。

　ジョージいわく、素材は都市外のフィールドや都市内部でも発見できるとの事。

　姉との合流時刻まで時間もないので、都市の外に出るのはやめておいた。

「そもそも集合場所の『教会』？とやらがどこにあるかわからないし……」

　だから『教会』の位置を特定しがてら、素材も探すという方針だ。

　俺はそこらを適当に歩きつつ、ときおり道の横においてあるツボや木箱の中身を物色していく。

　やけに道行く傭兵プレイヤーの視線が俺に集まるけれど、今は素材採集に集中したい。やっぱり傭よう兵へいらしからぬ、木刀持ちのちんちくりんな俺の見た目が原因だろうか。

「素材ってごろごろ落ちてるもんだな」

　ツボからは『水』が採取でき、木箱からは様々なモノが採集できた。『鬼王オーガの実』や『ふん』『馬のふん』『雑草』という素材が次々とアイテムストレージに収納されていく。水やふん、雑草は名前の通りなのだが、『鬼王の実』は何なのか全く見当もつかない。

　説明文を読んでみても、【栄養価の高い赤い実】と書いてあるだけだ。

「見た目も２センチ大の、ごく普通の赤い木の実みたいだ」

　他に変わった素材といえば、日の当たらない路地裏の隅に『コケ』や『カビ』があった。また、石いし畳だたみが何かの衝撃でめくれていたので、砕けている箇所を調べたら『先駆者の踏み石プロケル・サトル』なる物も入手できた。

「素材も集まったし、試しに錬金してみようかな」

　俺は陽が届かない路地裏の地べたに座り、『銅の天てん秤びん』を使用する。

　使用と同時に、アイテムストレージから天秤が具現化される様はやはり驚きだ。

「おおー」

　天秤の左右の上皿には何も載っておらず、天秤の均衡は保たれている。

　ふむふむ……アビリティ『変換』は素材やアイテムを上位変換、もしくは下位変換できると記されている。つまり元の素材を、より良い物にすることができたり、またその逆も可能といったところだろう。

「まさに鉄を金に変化させる、錬金術にふさわしいアビリティだ」

　まず、一番入手量の多かった『水』をアイテムストレージから出す。

『水』はワインボトルのようなビンの中に入っていたので、それをそのまま天秤の左の皿に置いてみる。しかし、『水』の重さで天秤が傾かないのが気になった。

「アビリティ『変換』を発動！」

　とりあえず変換を使用してみたけれど…………。

　……。

　しばらく待っても、天秤や『水』に何も変化が起きない。

「上位変換！」

　やはり、変化は訪れない。うーむ、何がいけないのか。

　俺は『水』をジッと眺める。

　まさかとは思うけど、この薄っぺらい上皿に直接水をこぼすとかじゃないだろうな？

　水は12本あるので、１本ぐらい無駄にしても構わないだろうと判断した俺はゆっくりとビンを傾け、水を天秤皿の上に注いでいく。

　すると不思議な現象が起きた。

「おぉ……」

　重力に従って流れていった水は、皿に接触する前で落下運動を止めたのだ。

　そのまま空中で球体状に変化し、とどまったのだ。更に『水』の容器であったビンは、中身が空になると白いエフェクトと共に消失していった。

「すごい……まさに、ファンタジーだ」

　そして、水球が浮遊している左皿側の方へ、天秤は傾いていると気付く。

「ほう……」

　天秤が傾く、すなわち『変換』の素材として認識された、という推論を立ててみる。

　なんだかわくわくしてきた。こういう研究っぽい感じで、段階を踏んで解明していくのはいかにも錬金術っぽいではないか。

　では、三み度たびアビリティ『変換』を発動させてみる。

「コホン。では、上位変換！」

　しかし、今回も特に変化は見られない。

　水球も天秤も沈黙のままだ。やはり、まだ何かが足りないようだ。

　そもそも『水』という素材が『変換』できないという可能性もあるのだけど、まだ諦めるのは早いはず。

　うーん……考えられるとしたら、単純に物量が足りない？

　これぐらいしか思いつかなかった俺は、次々とビンを開け、水球体に注いでいく。

　水球はどんどん大きくなり、それに比例して水球の下にある皿も一際大きく沈んでいく。なにより、天秤自体が巨大化していく様はまさに魔法のような現象だ。

「これは……」

　そしてついに『水』を10本空けたときに、その変化は起きた。

　傾いていた天秤の両皿が、急に水平に均衡がとれたのだ。明らかに先ほどまでは水球が浮いている左皿の方が沈んでいたのに、今は両方の皿が水平だ。

　左の皿には『水』×10分の水球、対する右の皿には何も存在しないのに、両の皿の質量は同等だと示す。

「これ、すなわち！」

　変換すれば、『水』の上位版素材が右の皿に現れる！

「『上位変換！』」

　目論見通り、天秤は眩まばゆい光を放ち────

　左にあった水球は消え、右の皿の上には濁った水球が浮遊していた。




：『水』×10の上位変換、失敗　→　『汚水』×５ができた：




　無情なログが出てきた。

「……失敗？」

　出来上がった素材を残念な気持ちで眺める。




『汚水』

【きたない水】




　素っ気ない説明文に、使い物にならなそうな表記……。

　ま、まぁ天秤の使い方と原理が把握できた事だし、良しとしよう。それに、様々な素材を変化させる可能性を持つ『変換』は面白い。

　それから何度か手持ちの素材を使って、アビリティ『変換』を試していった結果わかった事がいくつかあった。

「上位変換は同じ素材を左皿に載せ、大量に消費して１ランク上の素材を作り出す……」

　結果はこの通りだ。





上位変換







ふん×３　　　　　　　→　薫るふん×１　〈成功〉




うまのふん×３　　　　→　黒い塊×１　　〈失敗〉




雑草×５　　　　　　　→　純潔な乙女草クリア・リーフ×１　　〈成功〉




鬼王の実×10　　　　　→　小ゴ鬼ブの実×１　　〈失敗〉






　上位変換は失敗するにせよ、成功するにせよ、元となる素材数よりも結果は少なくなる。

　次に下位変換だ。





水×１　　　　　　　　→　泥どろ水みず×10　〈成功〉




鬼王の実×１　　　　　→　蛮鬼トロルの実×５　〈成功〉




先駆者の踏み石×１　　→　石ころ×10　〈成功〉






　下位変換については、天秤の右皿に素材を１つ載せるだけでいい。

　そして、下位変換の大いなる特徴は、１つの素材に対し、変換数が増えるという事だ。

　この思考錯誤の末、錬金術スキルがLv１からLv２にアップしたのが地味に嬉うれしい。

　スキルは使用する事でレベルアップが図れる他に、スキルポイントをふってアップさせる事もできる。スキルポイントはキャラのレベルが上昇すると手に入るそうだ。

「これで手持ちの素材は使い尽くしてしまったけど……」

　これはなかなか奥が深そうなので、どんどん試していきたい。

　特に『水』の上位変換が、どんな素材を生みだすのか気になる。非常に気になる。

　そんな時、ふと路地裏のタルの上にビンが１本置いてあることに気付いた。

「水！」

　おれは迅速にそのビンを全力で奪取する。

　傍はたから見れば、日陰道で水分に飢えた少女が一人、必死になってビンを取ったように見えただろう。

　これで『水』×１ゲットだ！

　しかし、ログに流れた文は信じられないモノだった。




：『上質な水』×１を手に入れた：




　これは、まさか。

　嫌な予感がして説明文をすぐに読んでみる。




『上質な水』

【普通の水より透き通っていて、上質な味わい】




　まさか……まさか……そんなわけないよな。

　素早く天秤を出し、『上質な水』を右の皿に注ぐ。

　透明度が普通の水よりも明らかに高く、球体が美しい。いや、今はそんなのに感動している場合ではない。

　天秤が平衡になっているのを確認し、俺は『変換』を発動させる。

「下位変換！」

　すると右の皿の綺き麗れいな球体は消え失せ、代わりに左の皿に10倍ぐらい大きな水球が出現した。




：『上質な水』×１　→　『水』×10　下位変換に成功しました：




　……。

　…………おい。

『水』×10を錬金術で『上位変換』して、やっと成功して手に入る素材『上質な水』が、道端に落ちてるっておかしくないか？

　わざわざ上位変換して、『上質な水』×１を錬金術で作り出すより、そこらへんに落ちてるビンを拾った方が遥はるかに効率が良いとか……わざわざ錬金する意味ある？

『錬金術なんてゴミスキルを売っておきながら……』

　ジョージが俺に錬金キット『銅の天秤』を譲ってくれた時の言葉が脳裏をよぎる。

「……」

　いや、まだ錬金術がゴミスキルだと断定するには早い。

　こんな虚無感に屈してなるものか。

　俺はおぼつかない足取りで、路地裏から表通りに移動する。

　道行く傭兵プレイヤーたちは、各々の武器を携え意気揚々と歩き回っている。そんな浮いた空気と反比例するように俺の心は重かった。

　残金２００エソ。アイテムストレージには、錬金術で生み出した用途不明な素材ばかり。

　周囲の賑にぎやかさに反して、俺の気持ちはますます沈んでいった。

　アンニュイな気分に呼応するかのように、クラン・クラン内の時刻が夕方に差し掛かったらしく、夕日が街を茜あかね色いろに染めていく。

「くっ……」

　暗い気持ちに拍車が掛かり、ウン告コく白はくをした瞬間の宮みやノの内うち茜あかねちゃんの驚きに満ちた表情を思い出してしまう。

　さらに憂鬱になり始めた俺の視界に、とあるモノが映った。

　それは男女二人組の傭兵プレイヤーだった。その二人は、ゲームの中だというのに仲睦まじそうに手を繫つないでいた。

　暮れなずむ異世界ファンタジー風な街で、相思相愛な二人。

　二人の坂道を下る足並みは、軽やかだ。

「ちっ」

　二人の周りにだけピンク色のオーラ、リア充、いや、ネト充な雰囲気が流れ出ていた。

　俺は好きな子の目の前で、ウンコを漏らすことしかできなかったのに……。

　奴らときたら……。

　ここはＰｖＰがメインと謳うたわれている、クラン・クランの世界。人と人が争い、奪い合う世界。ヒトの欲望と希望が渦巻くドス黒い世界だ。

　俺は決めた。

　幸せそうに両頰を朱色に染め、微笑する女性プレイヤーを見て。

　ハニートーストよりも甘い、とろっとした表情を浮かべる男性プレイヤーを見て。

　おれはこの『ツキノテア』という幻想の世界で、リア充の絆きずなを引き裂いてやろう。

「フフフッ」

　きっと今の俺は美少女らしからぬ、極悪非道な微笑みが顔面に広がっているだろう。

　俺は二人の背後へと、慎重に音もなく近づく。

　そして右手を手刀の構えに変え、狙うはねちっこく指を絡めている、リア充の、ネト充の繫がれた手。

　そこにおれは最速のチョップ・エンガチョをふりおろした！

「セイッ」

　お前らの縁は俺が断ち切る！





５話　姉







　俺は邪悪に口角をつり上げ、ネト充どもの深く結びついたご縁に、勢いよくチョップを振り下ろして絆きずなを断ち切ってやった。

　なんという痛快感！　ザマァァァァアア！

　後ろから自分たちの紡ぐ愛の形を垂直に分断されたカップルは、一瞬おどろいてこちらを振り向く。

　だが、遅い。光の速さで、俺は天使の微笑みを浮かべる。

　自分の愛くるしい10歳そこそこの容貌をフルに活かして、カップル共に嫌がらせだ。

　幼い少女のちょっとした悪戯ですよ～ＶＲＭＭＯに浮かれてるだけですよ～アピール。

　これなら何も問題は起きまい。

「なんだ子供じゃないか。はしゃいでるなぁ」

　ほら予想通り。

　俺はチョップした勢いに身をまかせ、二人の間にわりこみ、そのまま駆け抜けて行く。

　はぁぁあ、頰を打つ風も気分も爽快だ。

　なす術もなく、俺に間を裂かれる二人。

　カップルは俺を咎とがめることなく、ほうけた様子で俺を眺めるばかりだ。そんな隙だらけなカップルを置き去りに、俺は脱だつ兎とのごとく逃げ去る。

　逃げるが勝ちだ！




◇




　カップルの仲を疑似的にでも引き裂いた事に満足した俺は、あれから『先駆都市ミケランジェロ』を色々と探索していた。ふと気付けば時刻は午前の11時を回っていたので、そろそろ姉と合流せねばと思う。

　姉との集合場所、『教会』の位置は既に把握済みだったので、とてとてと足早に向かう。

　大きな扉の前には教会を守護するかのように、青を基調とした鎧よろいに身を包む兵士二人が立っているのが遠目から窺うかがえる。

　ずっと直立不動なところを見るに、もしかしてＮＰＣか？

　その鎧姿のＮＰＣを注視すると、なぜかアシストログが流れたので読んでみる。




：『神兵デウス』は都市の治安を守るＮＰＣ：

：傭兵プレイヤーと傭兵プレイヤーの戦闘を検知すると、双方とも武力で制圧する：

：神兵デウスにキルされるとペナルティとして、装備品を１つと所持金の５％を押収される：

：キルされた傭兵プレイヤーは、１時間ログインが制限される：

：襲撃するも反抗するも、従順に振る舞うも傭兵の自由：




　ふむ。あの神兵デウスとやらは警察のような存在なのか……ってＮＰＣの頭上に表示されているLvの高さを見て俺は驚きよう愕がくする。Lv50って強さが振り切ってないですかね。勝ち目のないＮＰＣが配置されてる理由は、町中でのＰｖＰに対する抑止力のためか。

　それなら姉はけっこう安全な場所を指定してくれたのかと、ベータテスターらしいチョイスにも感心する。

「にしても大きいな……」

　改めて近付いてみると教会の扉はけっこう大きかった。

　積み石にくみこまれた、木製の扉はずしりと閉ざされていて、高さにして４メートルはあるだろうか。年月を感じさせるが、老朽による脆もろさは微み塵じんも感じられない。むしろ歳を重ねた者だけが踏み入ることのできる領域、重厚な雰囲気を醸し出していた。

　両脇には青鎧ブルーメタルの神兵が守りを固めている。その鉄壁の扉を前に、二人の神兵デウスに挟まれるようにして腕を組んで威風堂々と立っている美人さんが一人。

　漆黒の長髪を頭の高い位置で留め、切れ長の目を油断なく周囲に向けている。

　四肢が長く、抜群にスタイルが良いポニーテールなお姉さん。
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　初期装備の俺とは違って、マント付きの革鎧を身にまとい、腰には双剣とおぼしき武器を携帯している。

　…………あれは姉だ。

　紛れもなく姉だ。

　姉もリアルの姿をそのままスキャンして、キャラクターに反映させているのか。記憶と違う部分といったら、最後に見たよりも少し髪の毛が伸びてるぐらいだろうか。

　俺はそそくさと姉の前に立つ。

　だけどもポニテ美人はあさっての方向にひたすら視線をめぐらしている。きっと俺を探しているのだろう。

「…………」

　目と目が合う。

　姉はいぶかしむように、俺をジッと見つめてくる。

　さて、なんて言おうか。

　このゲームは性別詐称不可の、ＶＲＭＭＯだ。見た目が女子ならリアルも女子。

　俺の見た目は10歳かそこらの銀髪外国人幼女。どこに、昨日まで普通の男子高校生だった弟が、美少女に変身していると信じる姉がいるだろうか。

「……ん、ミシェル？　……太郎？」

　あぁ、万人を魅了すると騒がれている凜りんとしたこの美声。間違いなく姉だ。

　そしていとも容易く妹か俺だと看破するとは、恐るべき姉。

「姉あね」

　俺は淡々と返事をする。

「あー、その呼び方は……太郎？」

「うん、そうだ姉」

「え、でも、え？　太郎、いつもより可愛くなってない？」

「俺はもともと可愛くないと思うんだけど」

「バカね、姉からしたら下なんて全員かわいいものよ」

「あーやっぱ姉だな」

「そういうアンタも、私の太郎ね」

　あっさり、美少女が弟おれであることを信じる姉。

　大学に進学して一人暮らしを始め、顔を合わせる機会が滅多になくなった姉。ゆえに、いつも通りのやり取りに少し懐かしさを覚える。

「こんな姿なのは理由があるんだ」

「その話をする前に、そこの二人。出てきなさい」

　姉はまるで敵を射殺すように、とある一点を睨にらみつけていた。俺も釣られてそちらに視線を向けると、唐突にぐにゃりと空間が歪ゆがんでゆく。

　さっきまで誰もいなかった所から二人の人物が姿を現し、俺は内心で舌を巻く。

「あー、バレちゃった？　擬態アビリティ看破とかどんだけＰｖＰ女なのー」

「だから後を付けるなんてやめようって言ったんだよ、俺はさ」

　身体を透明状態にして姿を隠していたのは、先程俺が縁を断ち切ったカップル達だった。

「誰かと思えば盗人ぬすつとバカップルじゃないか。私の太郎に何をしているの」

「そういう貴女あなたは『風の狩人』シンさんじゃないか。なんで貴女がこんな初期街に……」

　え、何、風の？

　というか姉はこの二人と顔見知り？

「シンさんならぁ、とっくに最前線にむかってると思ったのにぃ……」

「見ての通りだ。それで、お前たちは私の太郎に何をしようとしていた」

　ジリッと詰め寄る姉に対し、カップルが少しずつ後方へと下がっていく。

「その、ね？　その娘こがあまりにも可愛くって、つい後を追いかけて観察してました？」

　変質者のような発言をする女性。

「そ、それに、その子の髪の毛から流れ出てる、青い粒子？みたいのが気になって、どうやったらそんな綺き麗れいな見た目になれるのかなって、ね？」

　青い粒子？　そんなものあるはずない、と思いつつ自分の髪を触って見ると……なんだこれ！　きらきらと極小の蛍みたいに光っては散って、消えていく粒子が確かにあった。

　髪がほぼ後ろに流れているから視界に入らず、指摘されるまで全く気付かなかった。

「お、お、俺達は特別なアイテムか、それとも装備か称号なのかと気になってだな……」

　うん……？

　称号なら覚えがあるかも。もしかしてと思い、俺が持つ『老練たる少女』の説明文をチェックすると……【若さ、美貌を保ち続けられるほどの膨大な魔力が髪の毛から溢あふれ出す姿は、まさに魔女そのもの】という、該当箇所を見つけてしまう。

　スキルポイント３倍という効果に加え、謎の煌きらめき粒子を発生させるのか……。

「だからその子の後を付けていただけで、決して怪しい行為はしてないんだ！」

　作り笑いを浮かべながらたじろぐカップル。自分たちが怪しい行動をしていたという自覚はあるのか、姉の鋭い視線から逃れるようにジリジリと距離をあけていく。

「そうか。私の太郎を『隠密』スキルを使って尾行していたと……それなら斬り殺すわ」

　姉は俺を一いち瞥べつすると、問答無用で腰に吊つるした双剣に手を伸ばす。

　その好戦的な動きにカップルがまた一歩下がる。

「まって、まって。神兵デウスがこんな近くにいるのに、ＰｖＰとか始めちゃったら、ね？」

「そうだ、シンさん。落ち着こうじゃないか。ここで争っても神兵デウスに鎮圧されて、相互にペナルティが科せられるだけだ」

　姉は両隣りに立っている青鎧のＮＰＣに視線を一瞬だけ向ける。

　カップルの警告に耳を傾けたかに見えた姉は、だがしかし。

　不遜な笑みを浮かべていた。

「だからどうした？　私が神兵デウスどもに抑えられる前に、おまえたちを切り捨てるには十分な時間があるだろう？　前のようにな？」

　どうやら姉の口ぶりから互いにベータテスターであり、テスター期間中にカップルと姉の間では一ひと悶もん着ちやくがあったことがわかる。

　今にも戦闘を始めようとする姉に、俺は冷静に一声かける。

「姉、やめて」

「なぜ？　私はこいつらをキルしたいのだけど」

　カップルから視線を外さずに、物騒な返答をしてくる姉。

「うん、あとでにして」

　今、戦闘を始めたら、クラン・クランを全然理解していない俺は足手まといになる。武器も木刀だし、戦力になりそうもない。

　それに怯おびえるカップル二人の様子を見て、先に目を付けられるような行いをしたのは俺なので、なんだか居心地が悪い。リア充は嫌いだけど、攻撃してやりたい程でもないんだ。

　今ならまだ穏便に事を済ます事ができそうな気がして、再び姉にお願いしてみる。

「姉」

　姉の袖を軽く引っ張って、いやいやと主張する。

　俺の再三のたしなめに、しばらくすると姉はまとっていた剣気をおさめ、観念したように溜ため息いきをついた。そしてパンと両手を叩たたき、

「今回は太郎に免じて見逃してやる。だが、次に会った時は────」

　わかっているな？　と無言の圧力を飛ばしている。

「二度と私の太郎に関わらないことね」

「えっ……でも傭兵プレイヤー同士の交流は個人の自由……」

　姉の発言に驚愕する女性。

「私の言っている言葉が、理解できないと？」

　念を押す姉に対し、女性はどこか不満そうだ。意地でも俺の髪から発生するキラキラ粒子マジックのタネを知りたい素振りをしている。

「はぁーい。でも美少女ちゃん、どこかで会ったらよろしくね！」

「ちょ、バカっ。ほら、早く逃げるぞ」

　しょんぼりした様子で、バカップル達は建物の陰に姿を消していった。

「では、太郎」

「なに、姉」

「太郎の言う事を聞いてやったんだ。次は私の質問に答えてくれるわね？」

「あー、まぁ、うん」

　ジッと俺を上から下へと見つめた姉は、溜息のようなものを漏らす。

「なんで、太郎は美少女になってるの？　リアル性別と一致しないキャラは作成不可だったはずよね」

　姉は尤もつともな質問を俺にしたのだった。





６話　スライムと最弱な俺







「なんで、太郎はミシェル似の美少女になってるのよ」

　俺達とは血の繫つながっていない義妹、北欧出身のミシェルを引き合いに出して姉は問い詰めてくる。

「…………」

　咄とつ嗟さにだんまりしてしまった俺に、姉はいぶかしむように首をかしげる。

　失念していたが、姉は弟おれや妹の事になると多少、過保護な面がある。

　今、ここで姉に俺の身に起きた性転化事件の事を言えば、おそらくすぐさま病院へと連れて行かれるだろう。

　そうすべきだし、ちゃんと伝えた方がいいと思う。

「太郎？」

　だけど、正直。

　怖い。

　実際にこの目で俺は実お物れを見ているからわかる。

　どう見ても、どう考えても今は女の子、かもしれない。

　でも、だからといって。16年間を男として生きてきたんだ。

　病院なり市役所なりで身体の検査を受け、女性だとハッキリ認定されるのが嫌だ。

　この症状は絶対に治らないと、宣告されるかもしれないと思うと怖くて堪らない。

　報告例は日本で６人だとニュースで報道していた。俺の他に、既に性転化してしまった人がいるから多少は安心ができる。だけど、戻れるのか？　戻れたのか？

　それに見た目、小学校中学年あたりの俺は……学校はどうなるのだろう。

　中学からの親友、晃こう夜やと夕ゆう輝きはこの姿をリアルで見て、どう反応するだろう。

　全てが明るみに出るのが、怖い……。

「……バグ、かな」

　だから姉の質問にぎこちなく、そう答えてしまう。

「そんなバグはベータテスト時にも聞いたことがない。実は中身はミシェルです、とかそういうドッキリ？」

「いや、ミィはゲームに興味がないでしょ。父さん達と、今はトルコにいるんだっけ？」

「……太郎、私に何か隠し事はしてないか？」

　現在、姉は大学生という身分でありながら、とある分野でそこそこ名の知れた社会人でもある。生活費および、学費も全て自分の収入でやりくりしている優秀な姉だ。

　そんな姉を持てて誇りに思える半面、心配をかけたくないという思いが胸中に浮かぶ。

「いや、別に隠し事はしていない……」

　姉への配慮を、現実から目を背けるための理由にしてしまった……自己嫌悪、暗い感情にフタをするように俺は姉へ至極平然とした顔を向ける。

　もう少し、もう少しだけ……今はまだ、ウン告コく白はくをぶちまけてしまった、茜あかねちゃんの事も。自分の身に起きた事も……受け入れるなんてできない……。

　俺を疑うように見つめていた姉だが、弟の顔を眺めるのも飽きたのか視線を外した。

「太郎がそう言うなら、私はタロの言葉を信じるとしようか」

　どこか引っ掛かりのある言い方ではあったが、姉なりに納得してくれたようだ。内心で安あん堵どした俺に、姉はオンラインゲームにふさわしい一言を溜ため息いきとともに放った。

「レベル上げにいこっか」




◇




　というわけで。

　俺たち姉きよう弟だいは先駆都市ミケランジェロから出て、見渡す限り深緑ダークグリーン一色のフィールドに立っていた。『始まりの草原』と呼ばれるこのフィールドは、初心者が最初に冒険の舞台として活動する場所らしい。

　風に波打つ草、緑のかぐわしい匂い、天に瞬く星々、旅立ちにふさわしい情景だ。

「じゃあ手っ取り早く、ＰＴパーテイを組んでレベルを上げよう」




：ＰＴ申請が『シン』より届いています：




　イエスorノーの選択肢が浮かび上がったので俺は迷わずイエスをタップ。

　ＰＴ申請を受諾すると姉のステータスの一部が表示された。




　キャラクター名：シン

　レベル11

　ＨＰ２８０　ＭＰ90




頭：風鳴りのティアラ

胴：ブラック・ハインドレザーアーマー

腰：放浪者のレイド

腕：ブラック・ハインドアーム

足：ブラック・ハインドレッグ

右手：風鳴りの双剣

左手：風鳴りの双剣




　レベル11って……ＨＰが俺の９倍以上ある。

　ＰｖＰでこんなのとレベル１が戦ったら瞬殺なのではないだろうか？

　とりあえず、ＰＴを組むとアクセサリー以外の装備も確認できることがわかった俺は、装備を詳しく調べてみることにする。

「姉……」

「なに？」

　俺が装備している武器、ローヌの木刀がレア度０に対し、姉の装備している『風鳴りの双剣』はレア度４だった。なので純粋な疑問を述べる。

「武器のレア度が４ってどうなの？」

「あぁ、現時点では最高峰だろう。それも明日には更新されるだろうけど」

　ひぃ。最高峰。先ほどのバカップルの反応からしても、姉はもしかしてベータテスターの中でも屈指の強者？　だとすれば合点がいく。

　ミケランジェロを姉と歩いている間、やけに姉をチラ見する傭兵プレイヤーがいたけど、単に美人だからかと思っていたが別の理由がありそうだ。

　何にせよ、要するに姉はこのオンラインゲームにガッツリはまってるのかぁ。

「そんなことより、ホラ。あの子を倒してごらん」

「ん」

　姉が指す方を注視すると、背の高い草に埋もれて、水色の物体がもぞもぞしていた。

「なにあれ」

「あれはクラン・クランで一番弱いモンスターだ。その腰に吊つるした木刀でも倒せるだろう」

　後半はクスリと笑って、俺の装備を小馬鹿にした姉。

「見てろよ」

　少しムッとした俺は、ローヌの木刀を正眼にかまえて水色の物体を見据える。

　ターゲットは直径にして40センチほどの小さな生き物だ。

　外見はゼリーのようにプルプルしていて、フォルムは丸い。

　おれは不意打ちとも言える形で、一気に距離を詰めて握りしめた木刀を上段からソイツに振り下ろした。

「キュイッ!?」

　木刀はモンスターに接触した瞬間、ゼリー状のその身体に深く食い込み、そして柔軟性に富んだ性質上からバインッとはじかれた。

「へっ？」

　その衝撃に反応できず、握った木刀は俺の頭へと吸い込まれるように返された。

　ゴツッと頭へ木刀の強打が炸さく裂れつ。

「うわっ」

　痛みはないが衝撃はあり、俺は頭を押されてたたらをふむ。

　そこへ腹部に衝撃が走り、更に後方へとよろめく。

　水色のゼリーモンスター、『スライム』が間髪いれずに反撃をしてきたようだ。

「はぁっ、はっ……こいつがスライムかッ」





[image: ]





　荒くなった息を抑えながらも、生まれて初めてのＶＲＭＭＯでの戦闘を痛感する。身体の動かし方はリアルの世界となんら変わらないが、だからこそ難しい。

　俺は木刀を構え直して、姉を横目で窺うかがう。彼女はポカーンとした顔でこちらの様子を眺めていた。何かに驚いているようで、協力してくれそうな雰囲気ではない。

　元より、このクラン・クラン最弱のモンスター相手に姉の助けを借りるつもりはない。

「俺のレベル上げの肥やしになってくれ！」

　再び、スライムめがけて木刀を打ち付ける。

　見事にヒットするが、またもやその弾力性によってボインッとあさっての方向に木刀がはじかれる。そして体勢を崩した俺の腹部へと、スライムが体当たりをかます。

「ぐっ」

　思わずしりもちをついてしまうが、すぐに立ち上がる。

　すると今度は顔めがけてスライムが飛びついて来たので、しゃがんでかわす。

　ちらりと自分のＨＰを確認すれば30から20へと減少していた。

　最弱と言えど侮るなかれ、か。

「そいやっ」

　今度は横よこ薙なぎ一いつ閃せんに木刀を流す。

　上から振りかぶるから、スライムが地面に押さえつけられ、ボインッとはじかれるのだ。横からなら反発されることなく吹っ飛ばすことができるはず。

　予想通り、スライムは木刀のえじきにな…………らなかった。

　ペニョンと自身の身体を変形させ、体高を縮めたのだ。そのため木刀は空振りに終わる。

「なんだと!?」

　そして俺の、木刀を振り切った隙だらけの体勢めがけて、スライムは突進をかましてくる。

「くほっ」

　肩に軽い衝撃が走る。ＨＰが20から15に減った。

　これが……クラン・クラン最弱のモンスター『スライム』。

　……強すぎる。最弱でこの難易度。

　だが、ウン告白という史上最悪の経験を持つ俺は、この程度では決して折れない。

　スライムは俺への攻撃を終えて地面へ着地すると、そのまま次の攻撃へとつなげてきた。

　今度は脚に狙いを定めてきているようだ。

　ならばと、俺は左足を軸に右足を引く。

「ウオオオオオッ」

　スライムの衝突に合わせて蹴りをお見舞いしてやるのだ。

　そして蹴りあげられ、空高く舞ったスライムは軌道修正ができない。ゆえに着地地点を狙って木刀で叩たたき潰す。そういう計画だ。

　渾こん身しんの蹴りとスライムが激突する。

　大きく舞い上がるはずのスライムの身体は────

　俺の右足をはじいた。

　そう、柔らかいスライムの体当たりに俺の蹴りは競り負けたのだ。

　足は衝撃によって後方へと流され、その勢いのまま、上体が前方へと倒れて顔から地面へダイブ。

「くふぁぅッ」

　Ｔｈｅ　転倒。

「なん……だと」

　ＨＰは15から11へと減少。

　や、やばい。

　完全に転んでしまったため、スライムの姿も一瞬見失ってしまう。早く立ちあがらねばと焦るも、奴の姿が見当たらない。

　とにかく早く体勢を立て直そうと、膝立ちの状態になった刹那。

　視界が水色に、いやスライムによって支配された。

　草の陰から身を躍らせたスライムの顔面アタックをくらったのだ。

「ふへっ」

　俺は仰向けに草原へと大の字に倒れる。

「キュイイイッ」

　スライムが歓喜の声をあげる。これが、勝者のおたけびか。

　そんな事をぼんやりと思い浮かべながら、俺は綺き麗れいな星空へと目を向けた。

　流れる雲に、無限に続く宇宙の輝き。

　なんて大きな空なんだ。

　それに比べて俺はなんて矮わい小しような存在なんだ。

　所詮ウン告コく白はくヤローは最弱のモンスターにすら勝てない負け組か。

　もういいや、諦めてしまおう。そう、きっと茜ちゃんの事も……。

「うっ……」

　俺の残存ＨＰは５、涙腺の耐久力も０になりそうだった。

　おそらく次の一撃で俺のＨＰは０になるだろう。死を覚悟して目をつむる。

　スライム、お前にやられるなら悔いはないさ。

「……おい、太郎。なにあきらめてるの」

　俺にトドメを刺そうとしていたスライムに、突如として横合いから姉は蹴りをかます。するとスライムはべチャッと破裂するように一瞬で液体化して消滅してしまった。

　さ、さすがレベル11だ。

「いやぁ……姉。これは無理だわ。レベル１にスライムは強すぎる」

　そよそよと頰をくすぐる緑のカーペットに横たわりながら、俺は強がることなく、姉に正直な感想を述べる。

　ぶっちゃけ勝てる気がしない。

「いやいや。レベル１でも３回ぐらい攻撃を当てれば、スライムなんて耐久力を失って破裂するんだけど……」

「へ？」

　姉はいぶかしそうにこちらを眺める。

「いちおう聞いておくけど……太郎、ステータス教えてもらってもいい？」

　俺は姉にそそくさと自身のステータスを開示してゆく。




タロ　レベル１

ＨＰ30　ＭＰ20

力１　魔力14　防御２　魔防８　素早さ18　知力27




　そのまま伝えると、姉は少々考え込み始めた。

「偏りすぎている……」

　やはりそうなのか。

「通常、初期ステータスは完全ランダムなのだけど、全てのステータス合計値が１２０になるように設定されてるの」

「ほうほう」

「太郎の場合……力と防御が異常に低い」

　異常言われた。

「そうですな」

「おまけに素早さが高いのはいいとしても、ゴミ捨て、コホン。ゴミステータスと呼ばれている知力がやたら高い」

「知力ってゴミなんですか」

「ゴミね。知力の使いどころがベータテスト時では発見できていないわ。今のところ戦闘にも反映されないステータスで、唯一判明してるのが、ゴミスキル『錬金術』は知力が高いと錬金の成功率が上がりやすいのだとか」

　おお。錬金術は知力が高いと成功しやすいのか。

　知力も捨てたもんじゃないな。タブン。

「太郎の場合、力がなさすぎてクラン・クラン中の最弱モンスターであるスライムを倒せないといったところね」

「そんなのありですか」

「私もそんな傭兵、初めて見たわ。はっきり言って、今の太郎のステータスは産業廃棄物の擬人化だわ」

　なにそれ初めて聞いた……というか初めてオンラインゲームをするから、どこかで躓つまずくのではないかと不安だったが、まさか最弱のモンスターを倒せないとか。

　ウン告コく白はくに引き続き、残念無双すぎる。

　俺が絶望に打ちひしがれていると、姉が肩に手をポンと乗せてきた。

「ドンマイね」

　笑っていた。いや、こっちは笑えないからさ……。

　姉は地味に弟のネトゲデビュー最弱な状況をおもしろがっているようだ。

「……」

　そんな姉をジト目で見つめ返す。

「まったく、世話のやける弟だこと」

　俺の恨みがましい視線に耐えられなかったのか、姉は呆あきれるように溜息をつき何やらシステムウィンドウをいじる素振りを始めた。

「ほら、これあげる」




：シン　Lv11より、『小太刀・諫いさめの宵よい』が譲渡されます：




　とシステムログが流れてきた。

「え、くれるの？」

「ええ。クラン・クランは通エ貨ソをプレイヤー間で譲渡することはできないけれど、装備品やアイテムは他人と取引できるの。装備条件ステータスが力１と知力20だったから珍しい武器だなって思ってね。その棒きれよりは攻撃力が高いと思うわ」

「恩に着るぜ、姉」

「気にしなくていいわ。それ相応の対価は後ほどもらう予定だから」

　対価がどのようなものなのか、ちょっと引っかかるが渋々受諾した。

　さっそく『小太刀・諫めの宵』のステータスを見てみる。




『小太刀・諫めの宵』レア度２

【装備条件　力１　知力20】

【攻撃力＋10（＋１）　技量補正Ｇ】




　見た目はまんま小太刀だ。柄の部分は紫色の刺し繡しゆうで握り布が巻かれており、鞘さやは黒い。刀身含めて、全長40センチあるかないかぐらいの長さだろう。

　装備条件が力１なのに対して攻撃力が＋10もある。ローヌの木刀が＋２だったことを踏まえると、５倍だ。しかもレア度が２とか、これは素直にうれしい。

「姉、ありがとう」

「いいのよ、太郎」

　その後、俺達は数回の戦闘をこなしてゆく。

　姉から譲り受けた小太刀はローヌの木刀よりリーチは短くはなってしまったが、スライムの動きを見定めて小太刀をふるえば、スライムを切れる威力もあり、大いに活躍。

「傭兵プレイヤーが多いね」

　さすがに実装初日ということもあって、この初期フィールドの平原には多くの傭兵プレイヤーがモブ狩りに勤しんでいた。そのため、なかなかモンスターとエンカウントできなかった。

　それでもめげずにスライム狩りに勤しみ、８匹目の討伐を達成したところで俺のレベルがようやく２に上がった。

　レベル２になるとレベルポイントが１００、スキルポイントが15もらえた。

　称号『老練たる少女』の効果でスキルポイントが３倍もらえているはずだから、通常は５ポイントなのか、などと思考をめぐらす。

　レベルポイントとはそのポイントをステータスに好きにわりふって、自分のキャラを強化するポイントだ。そしてついにスキルLvを上昇させ、新しい技などを覚えるために使うスキルポイントを15もゲットしたのだ。

「太郎、レベルアップおめでとう」

「やった！」

　俺はさっそく自分のステータスにレベルポイントをわりふっていく。

　やはり、せっかく手に入れたスキル『錬金術』の錬金成功率を少しでも上げたいので、知力を重点的に上げる方針にする。他には、元から高い素早さを伸ばそう。力や防御は今のところ装備条件的に上げる必要がないのでそのままでも大丈夫だろう。

　敵の攻撃を回避する素早さがあれば当たらないのだから、どうという事はない。ちょっとそんなロマンな展開を狙うのもありではないだろうか。




タロ　Lv２




ＨＰ40（＋10）　ＭＰ25（＋５）




力１（＋０）　魔力14（＋０）　防御２（＋０）　魔防８（＋０）

素早さ53（＋35）　知力77（＋50）




　順々にレベルポイントを振り分けた次は、スキルポイントだ。

　もちろん、ゴミスキルと言われようが俺は錬金スキル一択。

「そういえば太郎はスキルを習得しているの？」

「うん、錬金術を習得したよ」

「そのキャラ、消したほうがいい」

　無表情のまま姉は即答した。

「そもそもバグで女子キャラとか、リアルの身体と感覚が違いすぎて違和感あるでしょう。やっぱり作り直した方がいいと思うけど」

　消しても、今のところは女子キャラしか作れないのは変わりない。

　なぜなら、クラン・クランのシステムでは現時点でリアルが女体と判定されてしまうからな……。作り直したのに、どうしてまた女子キャラなのかと問われるのはめんどくさい。

「せっかくだから、これでやってみるよ」

「でも、それは……」

「まーまーしばらくは好きにさせてよ」

「太郎のことを思って、私は助言しているつもりなのだけど」

　しかめ面をする姉に対し、うやむやに言い逃れる。

「わかってるって」

「むぅ。じゃ、じゃあ、その、なんだ」

　納得する代わりとでも言うように、急にそわそわしだす姉。

「ちょっと、こっちにきてごらん」

「うん？」

　なぜか姉はその場で正座をした。

「ここに座れ。休憩するわよ」

　その自身の膝の上を手でトントンとしてくる。

「えー」

　なんとなく姉の意図は読めた。けれど高校生にもなって、それはさすがにためらいを覚える。

「いいから」

　有無を言わさぬ強い視線を浴びせてくる姉に、あえなく俺は降参。

「はいはい……」

　俺は指示にしたがって、姉の膝上に腰を落とす。

　すると姉は俺を後ろから抱き寄せ、髪の毛をなでてくる。

「ちょ、頭はやめてよ」

「昔は太郎が落ち込んでいると、よくこうやってあげたでしょう。覚えてる？」

「覚えてるけど、べ、別に俺は落ち込んでないから」

　姉は俺の不平を無視して頭をなで続ける。

「ふぅ、いい子いい子」

　超、憩いこってる姉。

　まぁこれで少女キャラについて深く言及される事もないか、と思えば頭をなでられるぐらい悪い交換条件でもないだろう。

　それにしても……何年ぶりだろうか。姉にこうされるのは。

　小学生のとき以来かもしれない。

　広い野原で姉になでなでされるとか、懐かしい感覚が少しくすぐったい。

「ふぅ……」

　おもわず俺まで身体の力が抜け、憩ってしまう。

　背後から伝わる姉の暖かな熱とか、柔らかい感触とかが、まるで俺を包み込むような優しさで。

　この大空の下ではウン告白とかちっぽけなモノに思えてきた……。

「やはり。太郎はセクシャルガードをしてないな？」

　ポカポカとした陽気にあてられ、ちょっとした睡魔が訪れてきた頃に姉からそんな質問を浴びせられる。

「ん、セクシャルガード？」

　なんとなくポケーっとしていたので無意識のうちに涎よだれが垂れていないか心配になり、口元をぬぐいながら姉に返答する。

「そうだ、戦闘行為以外では身体に接触できないシステムだ。また許容部分を任意に設定したりもできる。しっかりやっているのか？」

「いや、やってない」

「まったく。私以外には全部位をセクシャルガード設定しておきなさい」

「えーあとで適当にやっておくよ」

　全部位をセクシャルガードとか、肩もポンと気軽に叩けないわけで、つまらなそうだわ。

「むむむむ……」

　うなる姉と共に、心地よい風が吹く大草原の中で、俺はしばらく星空を眺めていたのだった。

　ウン告白をかましてしまった茜ちゃんを想い……あんな失敗、全部空の彼方に消えてしまえばいい。そう思いながら俺はゲーム空間の中なのにもかかわらずまどろんだ。




◇




〈クラン・クラン〉

【公式サイト　傭よう兵へいたちの宴会　掲示板】　（ジャンル　生活系）




スレッド名　【いやし】名所スポットのご紹介【風景】




1：クラン・クラン内の名所スポットを知りたい！　というわけで立ててみました

2：お、いいね。俺も知りたいわ

3：名所言ってもなぁ……けっこうあるよな。ちょっとした場所も綺麗だし

4：名所つったら、やっぱ『月光樹の丘』とかいいと思うぜ

5：それって、天候が『月夜』の時のみ、咲くっていう木々のある丘か？

6：そうだ。デートスポットには最適だな

7：男女比８対２の世界で、数少ない女性傭兵プレイヤーとデートとか夢のまた夢

8：俺は女子プレイヤーにそこで告白してみたぞ

9：フラレ乙ｗ

10：〉〉9　見事成功しますたｗｗｗ嫉妬乙ｗｗｗｗ




　ここからしばらく、非モテと『クラ充』の醜く不毛な応酬が繰り返される。




46：名所の話題に戻そうぜ。そういうのはカップルスレでやってくれ

47：ですな。他に名所と言ったらどこだろうか

48：癒しな風景でもいいんだよな？

49：いいんじゃないか？

50：今日、『始まりの草原』で幼女と美人が座ってたんだが、すごく癒しなツーショットだったわ。なんつーか、きつめの美人がロリの頭をなでながら、和んでる感じだったな。幼女もポヤーっと空を眺めていた気がする

51：それ、風景っていうか……まぁ風景か

52：美幼女ぽ!?　容姿を詳しくぺろりすと

53：スクリーンショットはどうしたのじゃ

54：マジ、スクショのうｐ希望！

55：クラン・クランで15歳未満のプレイヤーとか珍しいな

56：どんな娘っ子達だったのでござるか？

57：実はＳＳ撮っちゃったんだわ

58：〉〉57　ＧＪ！

59：良い仕事をするのぅ

60：これがその癒しのＳＳだ




　大草原に佇たたずむ黒髪美人に、膝抱っこされた銀髪少女がぽーっと星空を眺めているスクリーンショットがアップされる。




61：なにこの天使

62：まさに愛すべき可か憐れんな花たちだ……

63：お姉さんも美人アバターでごわすよ

64：銀髪ロリふぉおおおおおおお

65：ロリコンではないが、確かにこの絵は癒しじゃのぅ

66：あ、この子、先駆都市ミケランジェロで見たわ

67：うむ？　どちらの娘っ子を見たのでござるか？

68：銀髪っ子の方

69：うらやましいでござるな

70：おふゥ、ボクちゃんも見たかったぽ……そしてペロペロ

71：なぁ、この銀髪っ子、現実の容姿をそのままスキャンしたリアルモジュールじゃないか？　キャラクリで白系統の髪色なんて選択できなかったし

72：ガチ、その可能性マジ無限大

73：ほう……現実でもかような容姿じゃと……

74：なんと美しいレディだ。ぜひ、眠らずの魔導師であるボクの花嫁に迎えたい……

75：外人さんかのぅ

76：ハーフかもしれないでごわす

77：どっちにしろマジで超絶美少女じゃん？ｗ

78：某それがし、この天使殿たちと友人になりたいでござる

79：我もぉぉぉおおおお！

80：おいどんも

81：ペロペロしたひ

82：おちつけロリコン共ｗｗｗ

83：キミ達は醜いなぁ……少しは上品なボクを見習って冷静になるべきだ

84：そうだ、落ち着け。よく見たら、ヤバい奴に抱っこされてる

85：黒髪ポニテの双剣使い……でござるか

86：ベータテスト組なら、そこそこ知ってる奴は多いかもな

87：うむぅ、『風の狩人』じゃな

88：え、盗人系の傭ク兵ラ団ンを単身で壊滅状態に追いやったっていう、あの『シン』？

89：この人が……

90：美しい花には棘とげがある、か……

91：こんなお姉さんに踏まれたいぽ

92：こいつはまじで恐ろしいぞ

93：剣士タイプでも扱いが難しいと言われている双剣使いじゃからのぅ。しかも風系統の魔法も使う魔法剣士タイプだそうじゃ

94：マジナンパしたら、ＰｖＰすることになったことあるけど、気迫がマジ半端じゃなかった。もちろんマジ瞬殺されたったｗ

95：おぬしは恐れ知らずでござるな

96：まぁ確かに、お近づきになりたいって思う気持ちはわからんでもないｗ

97：おれ、狩人のこんなほんわかした表情、初めて見たぞ……

98：おいどんも鉱山街グレルディで見かけた時、厳しい顔をしてたでごわす

99：マジでクールビューティーってやつかね

100：そんな風の狩人をも籠ろう絡らくする、謎の銀髪ロリッ子天使

101：気になるでプフゥッ

102：確かにな。白銀の天使ちゃんファンクラブでも結成しちゃうか？（笑）

103：マジ、俺が天使ちゃんのファン第１号だから、そこらへんマジだから

104：抜け駆けは良くないな。ファン１号はおれだ！

105：貴様らにかような美しい花はふさわしくない。紳士であるボクが花婿にふさわしい

106：キミたちは、年功序列という言葉を知っているかね？　ファン第一号はわしぢゃ

107：おいどんでごわす！　白銀の天使ちゃん、どすこい！

108：白銀の天使ちゃんをペロペロするのは、ボクちゃんだぉ

109：では、拙者は白銀の天使殿のファン０号でござるよ

110：おい！　お前それは卑ひ怯きようじゃねえか




　ここから延々と銀髪ロリ美少女と、黒髪美人おねえさんの話題で盛り上がりを見せるスレッドであった。




362：で、結局のところ名所スポットは？

363：〉〉〉362　美少女あるところに心の名所あり




◇




キャラクター名　タロ

レベル２

ＨＰ40　ＭＰ25　力１　魔力14　防御２　魔防８　素早さ53　知力77




所持金　２００エソ




装備品

頭：なし

胴：すすけた外がい套とう

腕：すすけた革手袋

足：すすけた革靴




右手：【小太刀】諫めの宵・攻撃力14（＋５）　技量補正Ｇ

左手：なし




スキル：錬金術Lv２




称号：老練たる少女

レベルアップ時のスキルポイント取得量が３倍。
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７話　こねこね合成







　しばらく草原でまったりした後、姉とは別れて俺一人で先駆都市ミケランジェロへと戻った。

「何かやりたそうにしてたしな」

　姉はベータテスターという事もあり、初期街周辺よりも攻略の最前線へ行きたいという欲求が強いだろう。というわけで、行動を別にしたのである。

「さてと、俺は何をしようかな」

　このゲームを一緒にやらないかと誘ってくれた、クラスメイトにして親友達、夕ゆう輝きと晃こう夜やとの待ち合わせまで、まだ時間がある。

　それまで、錬金術を試してみようか。先ほど倒したスライムのドロップ素材も手に入ったわけだしね。

　スライム討伐による戦利品は『スライムゼリー』×１と『スライムの核』×５である。

「ドロップした数を見るに、スライムゼリーがレアドロップか……？」




『スライムゼリー』【プルプルとしたスライムのゼリー】

『スライムの核』【液体と相性の良い、スライムの青い核】




「ふむ……」

　それぞれの素材説明文を読み終わった俺は、さっそく『銅の天てん秤びん』を使用し、スライムのドロップアイテムが錬金可能かどうか検証することにする。

『スライムゼリー』は１つしかないため、ここでの実験は遠慮させてもらおう。

　俺は『スライムの核』が上位変換できるかどうか、天秤の左皿に一つずつ載せていく。

　すると天秤が傾き始める。

　やはり、上位変換可能か。

　そのまま次々と数を重ねていく。天秤が均衡となれば上位変換に必要な数がそろうわけだが……手持ちの『スライムの核』５個を全て載せても、天秤は均衡しなかった。

「上位変換するには数が足らなかったか……」

　次に下位変換を試すために右の上皿にスライムの核を１つ載せる。

　下位変換は素材数が１個で十分なはずだ。

「下位変換！」

　しかし、下位変換は発動しなかった。

「下位変換！」

　再び叫んでみるが、『銅の天秤』に変化は起きなかった。

　これはつまり、『スライムの核』は下位変換できない、という事だろうか。

「うーん……」

　錬金術はなかなか使い勝手が制限されてるというか、汎用性が低い？

『ピコーン』

　俺が唸うなっていると、スキルを買った時にお世話になった輝剣アーツ屋店主のジョージからフレンドメッセージが届いた。




『今、おヒマかしらぁ～ん？』

『あ、はい』

『錬金術の調子はどぉ？』

『ぼちぼちですかね』

『あらぁん、それはすごぉい。てっきりぃん、天使ちゃんが行き詰まってるかと思ってぇん』

『んん。なかなか難しいと思っていたところではあります』

『むふん☆』

　ジョージよ、急に変な声を出すのはやめてくれ。

『何か御用でもあったのですか？』

『そうねぇ。錬金キットが手に入ったからぁン。うちじゃぁ使わないし、買うお客さんもどうせいないだろうしぃ、天使ちゃんにあげちゃおっかなぁって』

『ほんとですか！』

　ジョージ、神だわ。

『えぇ、ほんとうよぉん♪』

『あ、でも俺……お金が２００エソしか……』

『お金なんていらないわぁん。在庫処分だと思って、もらってちょうだぁい♪』

　ジョージ、聖母だわ！

『天使ちゃんのお役に立つ日が来るのはだいぶ先になる錬金キットだけどぉん』

『いえ、譲っていただけるのならとても嬉うれしいです』

　俺はすぐにフレンドメッセージのやり取りを終えて、輝剣アーツ屋スキル☆ジョージへと猛ダッシュした。




◇




「これよぉん♪」

　輝剣アーツ屋についた俺は、ジョージから例の錬金キットを受け取っていた。




：ジョージより、錬金キット『銅の合成釜かま』『かき混ぜ棒』を受け取りました：




「ありがとうございます」とお礼を言い、さっそくもらった錬金キットの説明文を読む。




『銅の合成釜』

【スキル錬金術の『合成』で必要な錬金キット】




『かき混ぜ棒』

【錬金術キット『合成釜』と併用して使用する錬金キット】




　なんだかジョージからカマと棒をもらうのは、なんかこう、複雑な気分だ。

「スキル錬金術の『合成』か……」

「そうねぇん。天使ちゃんわぁ、まだ錬金術のスキルを習得したばかりだから、合成ができるようになるのは当分先のことかしらぁん」

「かもしれません……まだ『変換』のアビリティしか覚えてませんし」

「錬金術はすごぉくレベルが上がりにくいって聞くしねぇン。スキルポイントを、錬金術にふるっていうのも、戦闘系のスキルにふるポイントがなくなっちゃうだろうしねぇん」

　ジョージ曰いわく、スキルには大別して３種あるそうだ。

　１つ目が戦闘スキルで、魔法や武器スキルなどがこれに該当する。２つ目が生産スキルで鍛冶や料理スキルなどだ。そして３つめが双極スキルと言い、戦闘と生産の両方を併せ持つ系統で、錬金術スキルはこの分類に入るそうだ。

「双極スキルわねぇん、使い込んでもレベルがなかなか上がらないわァン。かと言って貴重なスキルポイントを、不確定要素の強い錬金術に振るぐらいならぁん、戦闘スキルや生産スキルに注ぎ込んだ方がいいって見解なのねぇン。今となってわぁん、レベル上げに膨大な時間のかかる錬金術を使いたがる傭兵プレイヤーは……いないわねぇん」

「スキルポイントの希少性……か」

　すっかり忘れていたが、俺はキャラレベルが２に上がった時に、スキルポイントが15も入ってるんだった。

　このポイントを錬金術スキルにふれば、『合成』も習得できるのでは!?

　俺はさっそくスキルポイントを錬金術スキルに１ポイントずつふっていく。




：錬金術スキルがレベル３に上昇した。『変革の銅法』を習得した！：




「む」

「どうかしたのかしらぁん？」

「あ、いえ。スキルポイントを錬金術スキルにふっているだけです」




『変革の銅法』

【ＭＰを消費して『変換』の成功率を上昇させる。成功率は知力に依存する】




　ほう。これは上位変換・下位変換ともに使えるアビリティを習得できたな。

　俺はどんどんスキルポイントを、錬金術につぎ込んでいく。




：錬金術スキルがレベル６に上昇した。『失敗は成功への王道』を習得した！：




「おー」

「あらあら、何か習得できたみたいねぇん」

　ニコニコと俺を見守るジョージを傍はた目めに、習得したアビリティ説明を見ていく。




『失敗は成功への王道』

【ＭＰを消費して変換の失敗率を上昇させる。失敗率は知力に依存する。失敗素材を創り上げたい時に使用する】




『変換』の失敗率を上昇させる……？　ふむう。またＭＰを使用するアビリティか。

　次のレベルポイント取得時はＭＰを上げる必要があるかもしれないな。

　残るスキルポイントは11ポイント。このまま上げるぞ。




：錬金術スキルがレベル10に上昇した。『合成』を習得した！：




「きた！」

「あらあらぁん。何かわかったのかしらぁん？」

　残りスキルポイントは７。

　結局、錬金術スキル『合成』を習得するのに、８ポイントもスキルポイントを消費してしまったが仕方ない。それでも、錬金術の王道といえばやはり合成！

　素材と素材を合成し、新たなるアイテムを生成する！

　テンションあがってきた。

「さっそく合成してみます！」

　俺はジョージに声高らかに宣言する。

「えぇん？　もう『合成』を習得したのぉん？　あちきの錬金術スキルを持っているフレンドは１週間はかかっていたと思うのだけれどぉん。天使ちゅわん、この短時間でどんだけ錬金術を使用したのん!?」

　おそらくそのフレンドさんはスキルポイントをふらずに、地道に錬金術スキルを使用して、習熟度によって錬金術のレベルを上げていったのだろう。

「スキルポイントを極振りしました」

「天使ちゃん……戦闘系スキルにふらなくて、いいのぉん？」

「はい」

　戦闘は後回しだ。今はとにかく『合成』をしてみたい。

　逸る気持ちを抑えつつ、いそいそと錬金キット『銅の合成釜』を使用する。

　銅の合成釜はまんま銅の分厚い釜だった。

　釜の中をのぞくと、そこは真っ暗な夜闇に星がちりばめられたように、極小の砂粒がキラキラと煌きらめく液体が入っていた。

「まるで夜空みたいだ」

　どうやら、この釜に合成したい素材を放り込めばいいらしい。

　やはりここは新素材を『合成』してみたいところ。

『スライムゼリー』の説明文は錬金の参考にならなかったが、『スライムの核』の【液体と相性の良い、スライムの青い核】という説明は錬金に関係していそうな内容だ。

「液体と相性の良い……」

　俺の手元にある液体の素材といったら、初めて錬金術で作り出した『汚水』×５、『泥どろ水みず』×12、『水』×10のみだ。

　とりあえず、スライムの核を『銅の合成釜』にポチャンと放り投げる。

　釜の中をのぞくと、特に変化は見られず静かな夜空めいた景色が窺うかがえる。

　次いで、アイテムストレージから『水』を出す。そして合成釜の前にかざすと、合成釜に変化が起きた。

「雲……？」

　合成釜の中の景色に薄い煙、雲のようなものが立ち込めたのだ。釜の中の液体の輝きが鈍くどんよりとなっていく。

「うーん？」

　よく意味がわからないけど、そのまま『水』を合成釜にトポトポと流し込んでいく。




：『合成』開始。『かき混ぜ棒』で釜にいれた素材を混ぜてください：




　と、アシストログが流れたので指示に従っていく。

『かき混ぜ棒』で、まぜまぜ。




：釜の中を観察しながら、釜の温度を設定していきましょう：

：釜の中を観察しながら、『かき混ぜ棒』のまぜ加減を調節しましょう：

：ヒントは『匂い』『色』『見た目』『粘り気』の４点です：




「うおぉ？」

　いきなりシステムログが連続で流れ出す。

　釜の温度設定？　そんなのを調節するところなんて……あ、あった。

　釜に強・中・弱というボタンがあって、なんだか簡易版のＩＨみたいだ。

　今の温度は中火だそうで、当分はこれで様子見だ。

　釜の中を観察しながら……温度調整……。

　匂いの方は……特に何もしない。

　色は……曇りの夜空、灰色に近い黒。

　見た目……とくに変化はな、い、と思ったらブクブクと泡が出始めた！

　これはあれか、沸騰してるということで、中身の素材が焦げないよう強くかき回すタイミングなのか？　それとも弱火にするべき？

　とりあえず、かき混ぜるスピードを速くして、温度も弱にしてどっちもやっておく。

　あとは粘り気だけど……特に変わらない。

「うーん。ちんぷんかんぷんだ」

「可愛らしい魔女ちゃんねぇん♪」

　ウフフと微笑するジョージをよそに、俺は注意深く釜の中を見つめ続ける。

　しばらくすると、赤い煙が釜からモクモクと噴き出てきた。

　そして、ボフンッと釜から赤い煙が一気に飛び出た。

「うわわ！」

　どうやら、釜の中で素材が爆発したらしい。




：合成に失敗しました。使用した素材は消失しました：




　と無情なログが流れた。

「マジか……俺の『水』と『スライムの核』がぁぁあ……」

「その様子だと失敗したのかしらぁん？」

「は、い……貴重なスライムの核を失いました」

「あらあらぁん。そう気を落とさないでぇん。失敗は成功の元っていうでしょぉん？」

「は、はぁ……」

「このクラン・クランはね。発見がすごく多いゲームなの。未知の領域があるからこそ、ヒトは冒険せずにはいられない。もう答えがわかってる謎解きや、見た事のある場所に赴おもむいても感動は薄いでしょぉん？」

「……確かに」

　さりげなく慰めてくれるジョージに賛同する。

　現代は行った事のない場所や風景を自宅で簡単に視みる事ができる時代だ。今更、未知の場所に行こうなんて思い立つ輩やからは、金持ちの旅行者や、探検家、研究者と限られている。

「クラン・クランで素敵な未知と遭遇できるといいわね♪」

　ショッキングピンクのマスカラが塗られた両目をバチッとつむって、ジョージ流のウィンクをとばしてきた。俺もそれに応じてしっかりと片目閉じウィンクを返していく。

『合成』の失敗もまた未知か。確かにそうだな。

「はい、また『合成』してみます！」

　俺はめげずに２度目の『合成』を敢行する。

　次の合成素材となるものは…………消失しても全然痛くないものを選ぼう。

　やはり、『水』の上位変換で失敗してできた産物、『汚水』を使用するべきか。そうと決まれば、『銅の合成釜』に『汚水』をトクトクと流し込む。

　そして次なる合成素材は……。

　俺はふと、さっき合成する時に２つ目の素材を入れようとしたら、合成釜の中身が曇りになった現象が気になった。

「もしかして、入れようとする素材によって何か変化があるかもしれない？」

　試しに、『汚水』を２つ目の素材として釜に入れようとすると……、先ほどより暗雲たちこめるような煙が発生し、夜空は一気に曇り星々は陰りを帯びた。

　この素材のチョイスはマズイかも。今にも雨が降り出しそうな、そんな空模様だ。

　次に『先駆者の踏み石プロケル・サトル』の下位変換で生成した『石ころ』を掲げてみる。これも釜内の小宇宙が雲によって穢けがされる。

「うーん……」

　……『汚水』に合いそうな素材。

　あ。あった！

　雑草を上位変換して作った『純潔な乙女草クリア・リーフ』だ。

　汚い水を綺き麗れいにしてくれそうな名前だと判断し、説明文をチェック。




『純潔な乙女草クリア・リーフ』【純情な子女によって清められた草】




　ふむふむ……とにかく『純潔な乙女草クリア・リーフ』を合成釜の前に構えると、合成釜の中は綺麗な星空のままだった。

「これはなんだかイイ感じの色な気がする」

　察するに天候に比例して合成の成功率とか、素材の相性を示唆しているのでは？

　晴れなら成功しやすい、曇りなら危ないで……雨なら失敗、とか？

　この仮説のもと、俺は『純潔な乙女草クリア・リーフ』を２つ目の素材として合成釜に放り込む。

「……草っていうのは確か弱火で煮込むのが定番だったよな」

　合成釜の温度を弱にし、ゆっくりとかき混ぜる。

　合成釜の景色、澄んだ夜空は『汚水』の茶色に支配される。

　これは……どうすればいいんだ。この色で大丈夫なのか？

　さらにくつくつと釜の中が沸騰し始めてきた。そして、色は茶色から綺麗な緑色になりつつある。

　む、これは……『純潔な乙女草クリア・リーフ』が『汚水』を除菌？　洗浄しているのか？

　温度はそのままで、かき混ぜる速度を速めていく。

　なんとなく草を長くゆですぎて、とろけさせてはいけないような気がした。

　沸騰し過ぎる前に、素早く混ぜ終わる必要があるのではないか？

　釜の中は緑色が茶色を浸食し、すぐに滑らかな緑一色に変化した。

　さらに釜から青い煙がたちこめる。

「うん？」

　そして──。




：『汚水』＋『純潔な乙女草クリア・リーフ』　→　『浄化水』：




「うおおおお！」

「あらぁん、今度は成功したみたいねぇん」

　クスクスと微笑みながらジョージは愛おしそうに、こちらの成功を祝ってくれた。

　ちょっと照れくさかったけど、まぁ嬉しくなくもない。

　そんな気持ちを胸にさっそく出来上がった物を観察していく。




『浄化水』【緑色の浄化された水。ポーションに適した素材】




「ついにきたか……」

　ＲＰＧの基本的なアイテム、ポーション。それを生成するための素材が今ここに完成！

「なになにー、どんな素材ができたのかしらぁん」

「ポーションの素材っぽいです」

「あらぁん？　確かポーションの素材って、かなり作るのに手間がかかるって聞いた気がするのだけどぉん」

「んん。参考までに聞かせてもらってもいいですか？」

「たしかぁン、『水』の『上位変換』を３回ぐらい成功してできる、『純水』って素材でやっとポーションの素になるって聞いたのだけどぉん」

『水』の上位変換を３回……。『水』→『上質な水』までは把握しているが、これに加えてあと２回も上位変換しないといけないわけか。

『水』→『上質な水』→『？』→『純水』の図式になるわけか。

　一段階、素材を上位変換するのに、『水』の場合10個必要だったわけで。３回も上位変換を成功させて作りだす『純水』とやらは、『水』が１０００個必要じゃないか……。

　先ほど俺が作り出せた『浄化水』とやらは、元の素材『水』の上位変換を失敗して作り出せた『汚水』を素材にしているわけであるから……。

「道のりは遠い……？」

「そうねぇん。錬金術の人気がないのはそういうところなのよねぇ」

　ジョージは切なそうに溜ため息いきをつく。

　なるほど。ポーションを生成するのにも、こんなに労力がいるのか。

　とにかく手当たり次第、合成していって、ポーションを作り出すための上位的な『水』を生成するしかないと……。

「はぁ……」

『水』を１０００個も集めるという途方もない労力の前では、今できあがったばかりの『浄化水』が無価値に思える。

　そんなわけでポイッと『銅の合成釜』に投げる。

「さーってと、お次は何を合成しましょうか」

　自分自身を激励するように声に出して合成を宣言する。

「応援してるわぁん天使ちゃん♪」

　そんなジョージの声援を横に、俺は次々と『合成釜』に入れる２つ目の素材をかざしていく。どれも曇り空や、雨が降り注いでいるような波紋が生まれるモノまである始末。

　残るはスライムからドロップした新素材しか選択肢がなくなってしまった。

　仕方がないので『スライムの核』を『銅の合成釜』の上にかざすと……釜内は静かな星空を保っている。

「おー」

　さすが液体と相性がいいと説明文に書かれていただけのことはある。

　だが前回、『スライムの核』と『水』を合成しようとしたときは、曇り空だったはずだ。『浄化水』の方が『水』より相性がいいのだろうか。

　とりま、ポイッと『スライムの核』を投入。『合成』の開始だ。

『スライムの核』は、見た目が青い石コロ。

　つまり、鉱物ならば高温じゃないと合成釜の中で『浄化水』と溶け交わらないだろうと判断し、『銅の合成釜』の温度を上げる。すると予想どおり、合成釜にゆっくりと『スライムの核』の青色が広がってゆき、『浄化水』の緑色と混じりあっていく。

　一見順調に思えた矢先、緑色の煙がプスプスと音を立てながら発生し始めた。

　料理を作ってる時の、何かをこがす音に似ているなと思った俺は、嫌な予感がしたので『銅の合成釜』の温度を弱まで下げる。

「ふぅ……これで、よし？」

　次第に物騒な音と、緑色のけむりは収束していった。

　そのまま、ゆっくりとかき混ぜてゆくと、釜の中は透き通ったエメラルドグリーンに変化していき、青色の煙が沸き立った。




：『浄化水』＋『スライムの核』　→　『翠玉エメラルドの涙』：

：『翠玉エメラルドの涙＋１』が生成できました：




　どうやら赤い煙は合成失敗の合図で、青い煙が成功の印ってわけか！

「うわぁぁああ、合成せいこぉおぉお」

「あらぁん♪　おめでとぉおんっ☆」

　ふふふ。

　できあがった物をさっそく品定めだ！




『翠玉エメラルドの涙＋１』

【使用するとＨＰを即座に１８０回復する。古天空王朝時代、一般市民に普及していたと言われる回復薬。自らが引き起こした魔導汚染による国の滅亡を悔やみ、そんな天空人の無念が涙となったのではないかと噂うわさされている。浄化の作用を持ち、その治癒能力は高い】




　やはり、錬金術は素晴らしい。

　この手で古天空王朝とかいうよく知らない神代の遺産を蘇よみがえらす事ができたのだ。

　錬金術の前では時の流れなど、微々たるもの。いや、時間すら超越する偉大なる錬金術士タロとか、いい響きじゃないか。

　ふはははは！　我は時という概念に縛られぬ存在！

「とっても嬉しそうねぇンっ。ところで出来上がった、素材って何なのぉん？」

　せっかく人が時を超越せし錬金術士気分にひたっているというのに、ジョージは興味津々で水を差してくる。でもまぁ、この神秘が気にならない方がおかしいか。

「素材ではない。れっきとしたアイテムであり、古代の遺志を継ぐポーションである」

　ふっ。貴様にこの錬金術の素晴らしさ、理解できるかな？

「はぁ～ん………」

　やはりな。貴様如きが叡えい智ちを極めんとする錬金術の素晴らしさなど、１ミクロンも把握できまい。

「……ん？」

　笑顔を張り付けながらこちらを見つめるジョージ。

「なんだ」

「えっとぉ……今なんて言ったのかしらぁん？♪」

「だから、ポーションみたいのが作れたと言っている」

「んんー」

　ニコニコしていたジョージの顔が数瞬後。

　両目をめいっぱい開いて、口をドーンと開けた。

「ホワッツン!?」

　目が飛び出るんじゃないかってぐらい、すごい目力で俺を見つめる。信じられないモノでも目にしたようなその表情は、正直こちらの心臓に悪いので今すぐやめてほしい。

　あと、なぜ裏声？

　なんだか一瞬で、錬金術士気分が冷めた。

「え、まってん。そんな簡単にポーションが作れたら、ＮＰＣから割高なポーションを買う必要がなくなるぅん、本当なのぉん？　本当だったら革命モノよぉん!?」

　ヒトは時に……大したことないのに無条件に褒めちぎられると、逆に居心地が悪くなる事を今知った。

「……そんな大げさな事じゃないですよ。現にこうやって、錬金術スキルの初心者が作れてるわけですし」

「えええええん!?」

　ジョージ、ちょっとうるさいよ。

　まぁでも、なんていうか。錬金術の素晴らしさをわかってくれたのか？

　よくわからないけど、ほんのちょっとだけ嬉しい気もする。

「ちょっとぉん、ポーションがこんなに早く作成できるなんて、聞いた事ないわぁん！」

　……んん、何を言ってるんだジョージは。

　なんだかんだ俺の面倒を見てくれているのはジョージ自身じゃないか。

　こんなに早く『合成』ができて、ポーションもどきが作れたのはジョージのおかげだ。

　最初の錬金キット『銅の天秤』に始まり、『銅の合成釜』や『かき混ぜ棒』まで譲ってもらっているし。

　ちょっと変わった外見とか厚化粧とか、アフロヘアだからといって、受けた恩は忘れるはずがない。

　ジョージから受けた恩をこんなしょっぱいモノで返せるとは思っていないが、俺なりに感謝の気持ちをここらで示しておきたい。

「ジョージさん」

「はぁあいん!?　天使ちゅわんっ、やっぱりよく見たらポーションじゃなかったのね？」

　驚きから冷静さを取り戻そうとするジョージの顔を見て、俺は茜あかねちゃんの驚きよう愕がくに染まった眼差しを思い出す。

　茜ちゃんにフラれたばかりの俺はひどく惨めな思いでこのゲームをプレイしていた。ゲームを楽しもう、と思ってはいてもウン告コく白はくした時に見た茜ちゃんの顔が、脳裏にこびりついて離れなかった。でも今はちょっとだけ、薄らいでいるような気がするんだ。

「ジョージさんは色々教えてくれました」

「んん？」

　きっと、こうやってジョージに親切にしてもらえなければ、俺はろくに錬金術にも挑戦できずゲーム内でも悶もん々もんとし、もっと心が荒すさんでいたに違いない。

「錬金キットもくれました」

「はぁん？」

　だから俺はジョージへと笑いかける。

「錬金術で初めて、マトモにアイテムとして使用できそうなモノが作れた記念」

　おれは『翠玉エメラルドの涙＋１』を手に取り、緑色に煌めくビンをぷらぷらと揺らす。

「これ、受け取ってください」




：ジョージに『翠玉エメラルドの涙＋１』を譲渡する：




　アイテム取引を持ち込んだ。

　そのログを確認したであろうジョージの顔は。

　口がさっきよりもアングリと開放されており、のどちんこまでもが見えた。

　すごいなクラン・クランの描写の再現度は。

「なに、このポーションんんぅんッ」

「なにって、その、ほら」

　わざわさ言わせるなよ。大したことでもないだろうに。

「……お、お礼ですよ。こ、こんなの普通じゃないですか」

　俺は頰をポリポリとかきつつ、あさっての方向を見ながらつぶやく。

　早く受け取れよ、ジョージ。この変な間が、微妙に恥ずかしいよ。

「緑色のポーション…………それに、一瞬でＨＰを１８０回復なんて、ありえない…………ほ、本当にもらっていいのかしらぁん!?」

「だから、あげますって」

「見たこともないポーション！　しかも天使ちゃんの初の錬金作成アイテムぅ！　ジョージぃ感激ぃぃいんっ♪」

　ジョージは大げさに、むせび泣きながら、喜んだ。あげくポーションのビンに頰ずりして、チュッチュッとキスをしていた。

「もう家宝にするわぁん。あぁん、でもぉん店頭に置くのも、すっごぉくいいアイディアだとも思うのぉん、でも記念すべき天使ちゃんのハ・ツ・モ・ノだしぃ♪　まようぅ」

　ジョージがクネクネしている情景はぶっちゃけ目に毒であり、少しポーションもどきをあげた事を後悔する。

　だが、この『翠玉エメラルドの涙』。すぐ作れそうだったのであげちゃってもいいのだ。

「好きに使ってください」

　そう言ってトリップ状態のジョージを放置し、俺は商品も買わずに長居するのは良くないだろうと判断して『輝剣アーツ屋スキル☆ジョージ』をあとにした。

　外は気持ちの良い晴天だった。

「ふぅ……」

　伸びをする。心なしか、気分が良い。

　この晴々とした爽快な気持ちは、ポーションをあげたぐらいでジョージがあんなに大喜びしてくれたから、ではない。決して違うのだ。

　浮かれた気持ちを引き締め、新しく習得したアビリティ『変革の銅法』や『失敗は成功の王道』を使って『翠玉エメラルドの涙』をいくつか作ってみる。なぜか周囲の傭兵プレイヤーがチラチラと俺を窺ってくるが、きっと錬金術なんてスキルで遊んでいるから物珍しいのだろう。そんな視線はお構いなしに、せっせこポーション作りに励んでおく。

「……『失敗は成功の王道』で、わざと失敗作の『汚水』を生成できるのは非常に効率がいいな」

　というか、わざわざ失敗作の素材を喜んで使う傭兵プレイヤーなんて俺ぐらいじゃないだろうか。なんだか自分が惨めになってくるけど、計算通り『汚水』を生成できるので喜んでおこう。しかも、その『汚水』を活用して作った『翠玉エメラルドの涙』は性能が＋２と、回復量が２００に増した逸品だ。

　慣れによって合成釜の最適温度、かきまぜるタイミングや強さを把握したおかげだろう。

「これが想像を超える創造……って、そろそろ夕輝と晃夜との待ち合わせ時間か……」

　ウン告コく白はくの件で顔を合わせ辛い上に、今の俺は銀髪少女キャラという、二人が見慣れている姿とはかけ離れている。まさにあいつらにとっては想像を超える邂かい逅こうだろう。

　こちらとしても、一体どんな反応をするのか不安で仕方ない。

　俺は集合場所である『天球まかせな時計台』へと向かうのを躊躇ためらった。





８話　騎士さま達







　高い木々が乱立する景色が素早く横から後ろへと流れてゆく。走っても走っても、決して途切れる事のない樹林を忌々しく思いながら俺は駆け続ける。

「逃げるが勝ち……っだ！」

　現在の俺は絶賛、森の中で逃走劇を繰り広げている。

　何からと問われれば、それは無論モンスターからだ。

『ぴょんぴょんぴょんッ！』

　背後から追いかけてくる恐怖の鳴き声、その雄叫びが一度上がれば、奴は虚空より渦巻く火球フアイアー・ボールを顕現させ俺へと飛来させる。小規模なはずの魔法攻撃なのに、このリアルすぎる世界では畏怖が先行してしまう。実際に目の前まで火の弾が飛んでくる迫力は、抗いがたい恐怖を覚える。

「モフウサとか可愛い名前のわりに強敵すぎる……」

　レベルアップした影響もあってスライムを簡単に倒せるようになった俺は、ワンランク上の狩り場を探した。そこで出会ったのが、長い２つの耳をもった綿毛のように空中をフワフワと漂うモンスター、モフウサだ。しかも現在、２匹同時に絡まれている。

　こんな事になるのなら、晃こう夜やや夕ゆう輝きとの約束を守ってあいつらと遊んでいれば良かった。そう後悔しながらも、俺は『ミソラの森』と呼ばれるフィールドを駆ける。

　そう、俺は美少女キャラになったのも相まって、親友たちと顔を合わすのがやっぱり気まずくなり、一人レベル上げに来ていたのだ。もちろん、二人には「もう少しクラン・クランに慣れてから一緒に遊ぼう」と現実の方で一応の連絡はラインで入れてある。

　ジョージから聞くところによれば、ここには賢者ミソラというＮＰＣがいると囁ささやかれているが、誰一人としてその存在を発見できていないとの事。出現するモンスターのレベルも低いらしく、なんだか面白そうだったので一人で散策しに来たのだ。

『ぴょんぴょんぴょんっ！』

　奴の鳴き声が響けば、次に来るのは火の塊。そうはわかっていたけれど、焦っていた俺は木の根に足をひっかけてしまい、盛大に転んでしまう。

「しまった！」

　避けきれない。

　そう思って、両手を顔の前に交差して身構える。

　ボフンっと衝撃音が鳴り、同時に何かが焦げる匂いもしたのに──

　不思議と衝撃はなかった。疑問に思ってクロスした腕を解き、眼前を覗のぞいてみると……。

「大丈夫？」

　鉄てつ鎧よろいを鈍色に光らせ、火球を盾で受け止めてる傭兵プレイヤーの姿が見えた。

「きみ、大丈夫？」

　残り火を爆はぜさせながら颯さつ爽そうと髪をたなびかせ、こちらを心配しながら顔を半分振り向かせてくる。そこには屈託のない笑みが浮かんでいて、弱きを守るその後ろ姿は、まさに騎士然とした青年……親友の一人である夕輝が立っていた。

「油断しているヒマはないぜ！」

　背後では籠手ガントレツトを両腕に装着したメガネ傭兵プレイヤーが……ニヒルな笑顔とともに、驚くべき跳躍力で以てモフウサに接近する晃夜がいた。

「いくぞ、ユウ！」

「ＯＫ！　コウ！」

　晃夜がモフウサに走り込んだのを合図に、夕輝も盾を構えながら切り込みにかかる。

　しかし、モフウサは存外に素早い身のこなしで、夕輝の剣を避けた。

　ふわっとジャンプしたモフウサ。

　その回避地点に吸い込まれるように晃夜が移動し、籠手を装着した拳でモフウサを見事に殴り付ける。

　綿帽子のように吹き飛ばされたモフウサは一撃で消滅した。

「まずは１匹」

　メガネを押さえて、格闘家のようなポーズを取る晃夜。その姿は堂に入っていて頼もしい。

「『アピール！』」

　晃夜に気を取られていた俺は、不意に発せられた夕輝の大声に振りかえる。親友が手に持つ剣で、自身を守る盾を軽く叩たたけば眩まぶしい光がチカッと発生する。

　あれが戦闘アビリティなのか。

　そのアビリティが発動するやいなや、残ったもう一匹のモフウサは、晃夜から夕輝へと体の向きを変え、先ほどの火球を放ってきた。

　またもや夕輝は盾で、その炎をきっちりとガードする。

　どうやら敵の注意を自分に引きつけるアビリティっぽいな。

「って、こうしちゃいられない」

　俺も慌てて小太刀『諫いさめの宵よい』を鞘さやから抜き放つ。

　夕輝がモフウサに近づき、再び剣撃を加える。それをフワッと回避するモフウサの着地点を狙い、降下に合わせて小太刀『諫めの宵』を振るう。

　いける！　そう確信した俺の手ごたえはバッチリで、モフウサを捉えた俺の剣筋は綿毛のような体に傷をつける。

　しかし、わずか３センチぐらいの浅い傷跡を残すのみに終わってしまう。

『ぴょんぴょぴょん！』

「！」

　おれの斬撃がまったく堪こたえていない様子のモフウサは、中空を漂いながら反撃の火球を発動してきた。

　目の前で、煌きらめく火がグルグルと渦巻き、火球が生成されていく。

「させるか！」

　すんでのところで、晃夜がモフウサを背後から地面に叩きつけるような一撃を放つ。バレーボールのスパイクを決めたみたいにモフウサは殴り飛ばされ、息絶えた。

　発生しかけていた魔法も霧散し、俺は窮地を救われる。




：モフウサから『紅い瞳の石レツド・アイ』×１を入手しました：




　ログを見つつ、俺は出てもいない額の汗をぬぐう。

　まさか、よりによってこの二人に助けられてしまうとは……親友達の外見は現実と寸分たがわず、イケメン二人もリアルモジュールだと判明……。

「きみ、大丈夫？」

「おう、大丈夫か？」
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　ひぃぃ。絶対に俺が仏ふつ訊じん太た郎ろうじゃないと思って接してるよな、これ。

　どうしよう、この場でカミングアウトするべきなのか？

　動揺で頭がいっぱいになってしまい、返事もできずにいる俺に晃夜が溜ため息いきを吐く。

「はぁーったくよ。これだからユウの人助け症候群には加担したくなかったんだ」

「だって、コウ。こんな場所で子供を一人にしておくなんて危ないじゃないか」

　こ、子供!?

「早い話、俺らにビビってるだろうが」

「そうかな？　ボクにはただ困惑しているだけに見えるけど？」

　二人は初対面の子供にどう接すればいいのかわからない、といった体でぎこちなく地面に膝を突いてくる。

「えーっとね、ボクは傭ク兵ラ団ン『百騎夜行』の団長、ユウっていうんだ」

「同じく、こいつのお人よし傭ク兵ラ団ンの団員、コウだ」

　視線を同じ高さに調整してくれた二人は自己紹介をしてくれた。二人の眩し過ぎる爽やかな笑顔に、一瞬たじろぐも平静を装おってどうすべきか必死に思考を巡らす。

　と、とにかく自分の名前を言わないと！

「俺は、その、タロと言います」

　咄とつ嗟さに口から出たのは本名の仏訊太郎ではなくキャラ名の方だった。

「俺？」

「コウ、察してあげな？　この容姿だし、変に寄って来る男性傭兵プレイヤーは多いのかもしれない。気丈に振る舞ってるなんて健気じゃないか」

「なるほど、男性避けに男らしくか。いかにも女子小学生の思考っぽいな」

　女子小学生って……なんだか親友たちの言動を聞けば聞くほど、ますます真相を言い辛くなってゆく。いや、最初に俺が切り出せなかったのが悪いのだけど……。

「うーん。その装備じゃ、この辺のモンスターの攻撃には耐えられないかもね」

「だなっ。先輩傭兵プレイヤーからの餞せん別べつといくか」




：ユウより『旅人のコート』と『旅人の手袋』が譲渡されました：

：コウより『蝶ちようの髪飾り』と『旅人のズボン』が譲渡されました：




「え？」

「装備するといいよ。これでモフウサの攻撃を一撃は耐えられると思うから」

「受け取れ。でないとキルされるぞ」

「でも……」

　遠慮する俺に二人は有無を言わさずにトレードを勧めて来たので、俺はなし崩し的に受け取ってしまう。

「あ、ありがとうございます」

　困惑しつつもお礼を述べ、二人からもらった防具を調べてみると、どれも装備する為の必要なステータスが低く、俺でも装備可能だった。

　早く着てみろ、と急かす晃夜に促されさっそく着てみる。ちょっと親友たちに着せ替えさせられた気分だけど、せっかくもらったのだから活用しないのは悪い。

「お、様になってるじゃないか」

「うーん。男性傭兵プレイヤーが無駄に集まって来そうだね？」

　そう言って俺を見つめる親友二人は優しい。

　こいつらは茜あかねちゃんへの告白をお膳立てしてくれ、ウン告コく白はくの処理までしてくれた。更にはゲーム内ですら、赤の他人だと思っている人物にここまでの面倒見の良さを見せている。しかも恩着せがましさもなく、さっさとこの場を去ろうとしている。二人の度量の広さに感動しつつ、俺はゲームの中ですらお世話になりっぱなしな事実に、同じ男として恥ずかしくなってくる。

「俺からも、二人に渡したいモノがあります」

　だから、俺にできる事を必死に考える。

「おー、気を遣わなくてもいいんだぞ？」

「そうだよ。君は始めたばっかりだろうし、これぐらい遠慮はいらないよ」

　そうかもしれないけど、やはり対等な友人としてお礼ぐらいはしたい。

　今の自分に精一杯できる事を。

「受け取ってください」

　そう言って俺は作っておいた『翠玉エメラルドの涙＋２』を、二人にそれぞれ１本ずつ送る。３本あったポーションは１本になってしまったが、夕輝と晃夜に何かあったときのために渡しておいた方がいいだろう。

「ちょっと待ってくれ、なんだこのアイテムは」

「え、これって……ポーション？」

「俺お手製のポーションもどき。ちょっと普通のポーションとは違った素材で作ってるせいか、なんか変な色をしてるけど効果は同じなはずです」

　俺の説明にジョージと同じように驚いた反応を見せる親友達。

　それに構うなと、俺はヒラヒラと手を軽く振る。

「んん……」

　メガネをくいっと上げて、『翠玉エメラルドの涙』を観察する晃夜。

「『賞ウ金オ首ンとテ競ツ売ド』で売りに出されてる傭兵プレイヤー製ポーションや道具屋で販売してるポーションとは別物だな」

「『賞ウ金オ首ンとテ競ツ売ド』？」

　俺の疑問に夕輝が親切に答えてくれる。

「傭兵プレイヤーたちがクエストを受注したり、素材やアイテム、武器なんかをオークション形式で出品する場所だよ。ちなみにボクらはＮＰＣからポーション買ってるけれど……一個１００エソでちょっと高価。でも傭兵プレイヤーお手製よりかは値が張ってないかな……」

「早い話が、これを『賞ウ金オ首ンとテ競ツ売ド』で売れば、かなりの儲もうけになるぞ」

「これは受け取れないね。こんな緑色のポーションなんて見たことないよ。＋値もついてて、道具屋で販売しているポーションよりも性能が……え!?　普通のポーションって、１分間にＨＰを１２０回復するものなんだよね」

「使用してから１秒ごとにＨＰを２回復だな……おいおい、早い話……こんな即効性のある回復アイテムは前代未聞だぞ!?　ＰｖＰの常識を覆す気か!?」

　ポーションもどき一つで何をそんなに騒いでいるんだ。

　また作れそうだし、ここは受け取って欲しい。もらいっぱなしは性に合わない……それに正体を隠して接する俺の矮わい小しようさへの罪滅ぼし的な意味もある。

「いや、こんなの普通です。助けて下さったお礼だと思ってください」

　再三の進言に二人は顔を見合わせ、ふうと溜息をついた。

「普通ねぇ……君がそこまで言うのなら、ありがたく」

　夕輝と晃夜は互いに目配せをした。

「普通か……まぁ遠慮なくもらっておくか」

　そして呆あきれたように笑う二人。そんな動作が、学校にいる時の俺に向ける二人の仕草と被り、自然と胸の内から熱いものが込み上げそうになる。

「あの、俺は……」

　本当は中身が仏訊太郎なんだ、そう言いかけた俺の言葉は、背後から浴びせられた声によって遮られてしまう。

「ったくー、二人が分散して狩りした方が効率いいって言うから別々でモフウサ狩りのクエストしてたっていうのに、そんな可愛い女の子捕まえて何してんのー？」

「ユウくん、コウくん。ナンパですか？」

　森の木々の合間から姿を現したのは、ちょっと気の強そうな赤髪ボブカットの少女と、黒髪ロングの大人しそうな少女だった。年齢は俺達と同学年ぐらい。

　晃夜や夕輝の友達だろうか？

「タロさん紹介するね。こっちがゆらちーで、こっちがシズクだよ」

　赤髪で背中に長い大剣を背負っているのがゆらちさんで、ローブ姿で長ちよう杖じようを装備している黒髪少女がシズクさん。

　夕輝に紹介された二人は、こちらをジッと観察してくる。

「うわぁ、近くで見ると更にきれい……」

「うそ……外国人さん？」

　それぞれの感想を述べ、まずは黒髪の少女がしゃがみながら手を差し伸べてきた。

「わたしはシズク。魔法使い的なポジションで、二人と同じ傭ク兵ラ団ンの仲間です」

　彼女のフランクな態度に緊張が和らぎ、俺はゆっくりとその手を握り返す。

　ニコッと笑ったシズクさんはとても優しそうな子で、お淑やかだ。

「タロです。は、はじめまして」

　次に挨拶すべきは、ゆらちさんとみて彼女の方を見る。

　すると、ゆらちさんはあさっての方向に顔をそむけ、めんどくさそうに一言。

「あたしはゆらち」

　なんとも淡泊な彼女の挨拶に、ムッとなりそうになる。けれど晃夜と夕輝の友達である事から、今後のことを考えてグッと堪えておくべきだ。

「タロです。よろしくお願いします」

　そんなゆらちさんと俺の間に入るように、夕輝がはいはいーと、手をパンパンッと叩く。

「自己紹介も終わったことだし、タロさんも交えて一緒にクエストでもする？」

「お、いいな。ところでタロさんのメインスキルは何なんだ？」

　晃夜の質問に、俺は平然と答える。

「錬金術です」

「れ、錬金術ね……」

「お、おう……」

　夕輝と晃夜が絶句している。

　おおう、やっぱりこういう反応になってしまうのか。

「タロさんは……錬金術スキル持ちなの？」

　続いてシズクさんが俺のスキルを改めて聞き、少し残念そうな表情をした。

「戦闘系のスキルはとってるのかな？」

「特には……」

「そっかぁ……うん、でも別にだいじょぶだいじょぶ、ね？　ゆらちゃん？」

　シズクさんは、俺にまずい質問をしてしまったと顔に出ていたが、それをすぐに引っ込める。そして興味なさげに一連のやり取りを聞いていたゆらちさんに話をふっていた。

「ん？　なにがー？」

「タロさんが戦闘系のスキルもってなくてもさ、ゆらちゃんの両手剣スキルがあれば全然大丈夫だって話だよ」

「え、この子、戦闘系のスキルもってないの？」

「……はい」

　ゆらちさんの微妙にキツイ視線に耐えつつ、俺は頷うなずく。ちょっとだけ、ウン告コく白はくをかましてしまった時に、集まってきた野次馬の冷たい目を思い出して委縮してしまう。

「うっ。あたし、抜けるー」

「ちょ、ゆらちゃん？」

「おい、ゆらちー。抜けるってどういうことだ？」

　晃夜がゆらちさんを問い詰める。

「だからさ、あたしは今回パスさせてもらうって言ってるの。こんな戦闘系スキルを取ろうともしない、やる気のない子の面倒なんて見るだけ時間の無駄だし」

　ゆらちさんがＰＴパーテイ離脱の意を表明する。

「やる気がないわけじゃないと思うんだ。多分タロさんはネトゲ初心者だし、自分の好きなプレイスタイルを試してみたいだけなんだよ」

　夕輝が俺をすぐにフォローしてくれる。しかし、ゆらちさんは顔をしかめて首を横に振った。

「でも、錬金術スキルって役立たずだし。その子、寄生みたいなものじゃん。ＰＴ組むならせめて、ＰＴメンバーへの戦闘配慮ぐらいは考えたら？　ってことで今回のモフウサ狩りのクエスト、あたしはパスさせてもらうー」

「でも、ゆらち。こんな初心者の子供を『ミソラの森』で放っておくなんて……」

「ユウもさ、プレイスタイルがどうのこうの言うなら、あたしも自分の好きなプレイスタイルを貫くってことで。せっかくバカ兄がログアウトしてて、ちょっかいかけてこないんだから、効率の良い狩り場にいってレベル上げしてきまーっす」

　おっふ。これがオンラインゲーム。けっこうグッサリきますね。

　それに錬金術スキルの扱いがいかに酷いか、よくわかった。

　やはり普通の戦闘スキルを取ってないと負担をかけてしまうことは確かだし、こういう対応をされるケースもあるんだな。

「ちょっとゆらちゃん……」

　シズクさんが呼びとめるのも聞かず、ゆらちさんはＰＴから離脱してさっさと歩きだして行った。

「タロさん……なんかごめんね」

　あとに残った俺達の間に微妙な空気が流れる。

「まぁ、こういう事もあるわな」

　晃夜はあっけらかんとした表情でゆらちさんを見送る。

「あ、いや。俺は別に気にしてないよ。むしろ俺のせいで、そのゆらちさんとギクシャクする方が嫌なので、俺の事は放っておいてもらって構わな──」

「いや、それはさすがにできないよ」

「早い話が、ユウは一度言い出したら止まらない」

「わたしたち、同じ傭ク兵ラ団ンだし？　タロさんが心配する程の事じゃないよ？」

　シズクさんは両手で杖つえをキュッと握りしめ、笑顔をこちらに向けてくる。

「本当に、ゆらちさん放っておいて大丈夫なのですか？」

　すると、シズクさんはかがんで目線を俺に合わせると、幼い子に言い聞かせるような優しい口調で説明し始めた。

「ゆらちゃんは口が厳しいところもあるけど、本当はすっごく優しくていい子なの」

「そ、そうですか」

　どうしよう。シズクさんの俺を見る目が『タロさんも、いい子ですね～』って子供扱いになってるし、さりげなく頭をなでられている。

「シズクの言う通りだね。ゆらちはボク達にとって大事な傭ク兵ラ団ンメンバーで、ゆらちにとってもボク達は大切な仲間に他ならない」

「早い話が、あれぐらいのやり取りでギスギスする俺達じゃないってことだ」

　夕輝と晃夜は余裕の笑みを浮かべ交わしている。

　それはそうと、さっきから出てくる傭ク兵ラ団ン、という単語が気になる。夕輝はいつものお人良し病が出ていて、晃夜は先輩風を吹かせているので、この際いろいろ聞いちゃうのもありだろう。

「その、傭ク兵ラ団ンって何ですか？」

「あぁ、複数の傭兵プレイヤーが寄り集まって作るチーム、ギルドみたいなものだな」

「うちは少数精鋭だけど、いずれは志を共にする騎士道精神にあふれたヒト達１００人で、百騎夜行を起こすのさ」

「騎士道精神って……」

「ユウの人助けしたい病を如実に表した、おめでたい傭ク兵ラ団ンだ」

　クスッと笑う晃夜に、夕輝が渋面を作る。

「コウ、鼻で笑わないでよ……」

「そうだ、タロさんも私達の傭ク兵ラ団ン、『百騎夜行』に入らない？」

　シズクさんが不意に俺を勧誘してくれる。

　しかし、それを遮ったのは誰あろう親友たちだ。

「おいおい、俺達は強豪傭ク兵ラ団ンに『宣戦布告』されてる身だぞ？」

「名前が似てるってだけで難癖つけてくる相手だからね。『百鬼夜行』って傭ク兵ラ団ンとボクたち『百騎夜行』は戦争中なんだ。君を巻き込むわけにはいかないよ」

　戦争とかすごいな……さすがＰｖＰが推奨されるゲームなだけの事はあるな。

「あの、大丈夫なのですか？」

　親友たちの身を案じてそう問い掛けるが、二人は心底楽しそうに好戦的な笑みを浮かべた。

「問題ないよ、これもクラン・クランの醍だい醐ご味みだからね」

「初心者に心配される程、俺達は柔やわじゃないぜ」

　そうか。もうこいつらにはゲーム内での居場所があるわけか。ちょっとだけ、疎外感を覚えつつも仕方のない事だと納得する。だって、正体を明かせない俺にはこいつらの中に入る権利はないのだから……。

　それにＰＴを組んで浮かびあがったステータスが俺とかけ離れていた。




ユウLv８　　ＨＰ４１０。こっちが夕輝で、盾役タンクなだけあってＨＰが高い。

コウLv８　　ＨＰ２１０。そしてこっちは晃夜で、素早さや力を重点的に伸ばしてるのかな。

シズクLv７　ＨＰ１４０。魔法職と言っていたからＨＰは低い分ＭＰや魔力が大きいのか。




　みんなの簡易的なステータスを見て、俺は心配できる立場にないと感じた。




◇




　俺は気持ちを切り替え、『ミソラの森』の採取ポイントを探し当てていく。三人とフレンド登録した後、今の俺に出来る事を考えた。それは、一早く錬金術を極めてみんなの役に立つ事だ。それには素材採取を欠かせない。

「賢者ミソラが支配するって話なのに、普通の森だよね」

　シズクちゃんの言に一同は頷きつつも、俺はひたすら採取するのみ。




：『鬼王オーガの実』を採取しました：

：『雑草』を採取しました：

：『石ころ』を採取しました：




　ふふふ、大量大量。

　俺は昂たかぶる気持ちを抑えつつ、せっせと素材採取に勤しむ。

「おいおい、タロさん。そこらへんの素材を手に入れても、１エソにもならないぜ？」

「でも俺、錬金術スキルの素材で使うから──あっ新しい素材ゲット！」




：『イモムシ』を採取しました：




　採取祭りじゃ。

　イモムシを天に掲げる俺を見て、三人は呆れている様子だが、まぁ気にしない。

「はははは……面白い子だね」




　その後、俺は３人の力を借りてモフウサを討伐してゆく。

『翠玉エメラルドの涙』を使う危険な場面もなく、すべてが順調だった。

　特にシズクちゃんの放つ魔法攻撃はどれも派手で、火の玉を飛ばしたり、水で拳を生成してモンスターを殴り飛ばしたりとかっこ良かった。

「あの、魔法ってどうやって発動してるのですか？」

「このクラン・クランでの傭兵プレイヤーの魔法行使はね、詠唱を口にすると術者のみに見える簡単な問題文が出てくるの。それに答えると、魔法が発動するの」

「答えるって口答で？」

　シズクさんが何かに答えている素振りはなかったと思う。

「うーん。こう、口に出さずに答えを思い浮かべるって感じかな」

「なるほど。どんな問題が出るのですか？」

「いろんな分野なの。さっきはキリマンジャロの標高は何メートルですか？　とかね？」

「そんな山の高さなんて、よく答えられましたね」

「知らないから、スマホで調べたよ」

「え？　……あぁ、現実リアルの方で？」

「うんうん」

「もし答えられない場合は？」

「その場合はもう一度ＭＰを消費して、詠唱するの。それで違う問題が浮かぶから、それにまた挑戦するって感じかな」

　魔法使いは現実の方で常に、スマホやインターネットなどで調べ物をできる端末を所持しながらクラン・クランをしているらしい。

　だから、魔法を行使する際に慣れてないと、意識が現実の方に集中してしまい、クラン・クランでのキャラの動きが止まってしまうそうだ。

　凄腕の魔法使いなどはキャラを自在に動かしながら、現実でも辞書媒体をいじくりまわして、同時に調べ物をこなしているとの事だ。

「すごい……」

　俺にはまだまだ遠い話だ。というか、魔法使いってけっこう不遇じゃないかな。

「その、問題を解くのってけっこう億おつ劫くうじゃないですか？」

「んん……確かに、クラン・クランの魔法仕様は傭兵プレイヤーの間でも不評だけど、わたしは楽しいかな？　知らない知識を増やすいい機会になるかなって事でやってます」

　小さくガッツポーズを取るシズクさん。

　真面目な子なんだなぁ。

「俺にはできそうにないや、めんどくさくなっちゃいそう」

「ベータテスト当初は不満が殺到したけどね？」

　シズクさんとの魔法談義に、訳知り顔といった風情で夕輝と晃夜が会話に入ってくる。

「早い話が遠距離ぶっぱは、魔法使いが頑張ってるゆえの特権だな」

「運営はどうやら、この仕様を変える気はないらしくてね」

「まぁ近接勢の俺らとしては、魔法使いにそれぐらいの手間をかけさせなきゃ、接近までにボコボコにされるしな」

「魔法使いまでの道のりを、ボクみたいな盾役が阻むからね。簡単には近づけさせないよ」

「魔法は失敗もするし、ＭＰを無駄遣いもする。だが、その不確定要素に俺達ＰＴの命運がかかってると思うと面白いだろ？」

「成功した時の、してやったり感はけっこういいものだよ？」

「そうですよタロさん。知識の探求を怠る傭兵さんたちは、どうぞ前衛職になって突っ込んで来てください。わたしが死滅させます」

　にっこりと杖を握りながら語るシズクさん。大人しい顔して、ちょっと怖いな。

　そんなこんなで15匹のモフウサを狩り終わると俺のレベルが３に上がり、ドロップアイテム『紅い瞳の石』の総数も11個になった。

　実りのある冒険だ。しかし、問題は戦闘面で俺の攻撃力ではモフウサを何度切っても大したダメージを与えられない点だった。結局のところ戦闘で何の役にも立てず、ドロップアイテムだけを手に入れる、そんな自分の不ふ甲が斐いなさに落ちこむ。

　これじゃあ、ゆらちさんの言う通り寄生プレイそのものだ。ウン告コく白はく野郎には寄生虫がお似合いってか。汚物にたかる虫に昇格しただけ、いいと思えって事なのか……。

　胸中で黒い感情が渦巻くのを止められず、小休憩の合図を聞いた俺は無言で地面に腰を落ち着ける。すると晃夜が不意に肩を叩いてきた。

「ん？」

「ほら、なにしょげてんだ。それより、あれ、採取できるんじゃないのか？」

　晃夜が指し示す場所、シズクさんの座っているすぐ横に、変わった植物が生えていた。

「おおっ」

　俺は急いで採取してみる。

　その植物は、花の代わりに白い綿毛がモクッとついている草だった。




：『モクモク草』を採取した：




　特徴的な外見だったので、俺はすぐさま『モクモク草』の説明欄を読む。




『モクモク草』

【モフウサの好物。先端についている綿毛が時々、煙を発生させる】




　おおう。モクモク草は、あのモフウサの食べ物だったのか。

　モクモク草あるところにモフウサありってわけだ。

「すんすん」

　しかも匂いがこれまたスーッとするミント系。

　頭の中も、胸につかえた思いもスッキリしそうだ。

「ふふっ」

　不意にシズクさんがこちらを見ながら微笑した。

　晃夜や夕輝もニヤニヤしている。

「うっ」

　つい夢中になってしまい、四つん這ばいでモクモク草を眺めていた自分の体勢に気付くのが遅れてしまった。

「タロさんっておもしろいな」

「タロさんは素材に夢中だね」

　さっきまで落ち込んでいたかと思ったら、素材を見るや否や興奮する俺。

　さぞかし愉快な奴に映っただろう。

「ユウやコウの言う通りね。タロさんが心の底からクラン・クランを楽しんでいるのが伝わってきて、こっちまで元気になるかな」

「ぐう」

　何も言い返せず、その場に座り込む。みんなからあやされてる感が半端なく、頰が熱くなって赤面してしまう。

　しばらく、森の中は笑い声が絶えなかった。





９話　小人の正体







「そろそろ帰るか」

　晃こう夜やが空を見上げながら言った。

　雲ひとつない夕焼けが森の上空を支配しているのを見て、賢者ミソラとかいう人物に会う事はできなかったなぁとぼんやり考える。

「ミソラの森に宵闇が訪れ、今日も人知れず、静かに旅路の終わりを迎える傭よう兵へいたち──ってミケランジェロのＮＰＣがよく言ってるんだ」

　夕ゆう輝きがミソラの森について口ずさむのを聞きつつ、俺も空を眺め続ける。

　ミソラの森……ミソラ、美空、空、綺き麗れいだな。

　ここの森は終始、晴れている。雨や曇りという天候変化がまるで見られない、澄んだ空だ。だからミソラ、美空なのか？　そんなことをボーッと考えていたら、不意に空に波紋が生まれ、羽の生えた小人がニョキっと出てきた。

「えっ!?」

　そしてニコッとこちらを見て笑い、また空へと入っていった。

　一瞬の出来事にかなり驚きよう愕がくしてしまったけど、俺はすぐさま親友たちに呼びかける。

「今の見ましたか!?」

「どうしたの？　敵!?」

「今！　空から、いやアレはどちらかといったら、水辺からはねた魚のような登場の仕方だったな……空が池みたいで、逆さま方向に飛び跳ねたような？」

「魚？　タロさんは空に魚でも見たの？」

「何かの見間違いじゃないか？」

　俺が指さす地点、そこはミソラの森の木々よりさらに高い上空。

　目算で10メートル程といったところか。

「うーん。何かいたとして、そもそも、その高さに届く手段がないな」

　この森には何かがある。

　そう確信した俺は、小人が出現した地点に行けないかどうか模索する。

「早い話が、今のレベルじゃ届かないだろうな」

　しかし、晃夜の推察は尤もつともな意見で反論の余地はなかった。

「その話はまた後でにしようか？」

　夕輝が少し焦ったように俺を説得してくる。

　何をそんなに急ぐ必要があるのだろうか。

「うーん……でも、ですね……何かがいました」

　せっかくの発見なのに。夕輝や晃夜の反応からすると、空から小人が出現するのはまだクラン・クラン内で認知されていない『未知』の可能性がある。

「早い話が、ここの森は夜になると出現モンスターが強くなる」

　渋っている俺を晃夜が諫いさめてくる。

「ボクらだけじゃ、消耗戦になって全滅するね。つまり、ミソラの森に夜の帳とばりが訪れる時、人生の終わりを迎えるってね」

　なるほど……そういう事なら今は戻ったほうが良いのだろう。

　クラン・クランは、対モンスター戦での死によるペナルティが厳しい。今まで得た経験値の１％が失われるという鬼畜設定だ。まだ俺のような低レベル者ならロストした経験値をすぐ取り返せるけど、高レベル者になればなるほどこのペナルティは痛いはず。

「は、はい。そういう事なら帰りましょう」

　こうして俺は３人の後を付いて行きながら、暮れなずむ夕日の中、先駆都市ミケランジェロへの帰還を目指してミソラの森を出る事にした。

　結局、夕輝や晃夜に自分の正体についてカミングアウトできなかったな……なるべく早めに言わないと。そう胸で呟つぶやきながら木々の間からこぼれる紅に目を細めた。
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「場所、借りちゃってすみません」

「いいのよぉん♪　天使ちゃんならいつでも大歓迎だわぁんっ」

　俺は今、輝剣アーツ屋スキル☆ジョージにいる。

　ミソラの森から帰ってきた俺達４人はいったん解散することになった。

　それというのも、夕輝や晃夜の傭ク兵ラ団ン『百騎夜行』に敵対する傭ク兵ラ団ン、『百鬼夜行』が他の団員にちょっかいを出してきたらしい。

　ゆえに３人はその対応を急ぐため、俺がＰＴパーテイから外れることになった。

「天使ちゃんがぁんっっ錬金する姿はいつまででもぉ愛でていたいわぁん」

　なぜ、俺がジョージの店にいるかというと。

　それは客が、人がいないから。

「外だと落ち着いて、錬金術ができなくて……」

「そうねぇんっ。天使ちゃんきゃわいいからぁん、たっくさんナンパされるでしょぉん」

　ナンパというか、他人にジロジロと見られるのはどうも錬金術に集中できないのだ。

　だから人のいなそうな所、つまり輝剣アーツ屋スキル☆ジョージにお邪魔させてもらっている。ちなみにジョージは恩人なので別枠です。

「ありがとうございます」

　この店、大丈夫かな。ヒトの少なさにつけこんで錬金術をしている俺が心配する事じゃないけど、サービス初日とはいえ客が入ってくるところをまだ目にしていない。

「うふふッッ♪」

　主な原因は、まぁ、店主の外見だろうなぁ。この店は輝剣アーツが外からも見えるように、壁がほとんどガラス張りになっており、外からでも店内の様子が見られる。

　だから、凄まじい存在感を放つ濃ゆいアフロな人物がいれば入店し辛いのだろう。

「あっ」

　商品が並ぶショーケースに新しく緑の光を放つ品物が置かれているのに気付いた俺は、この店の残念さを考えながらも錬金術を開始する。

「ジョージさんは『ミソラの森』で小人を見た事あります？」

「ジョージでいいわよんっっ♪　小人ねぇん……目にした事ないわぁん」

　俺はミソラの森から持ち帰った素材に『変換』を試しつつ、気になる事を訊たずねてみる。

「じゃ、じゃあ……ジョージは、小人を見た傭兵プレイヤーの話とかって耳にした事は？」

　俺は合成釜を出しながら、核心に触れる質問を続けていく。

「そんなモンスターいたかしらぁん……聞いた事もないわぁん」

　俺の質問にジョージは不思議そうに首をかしげる。

「『ミソラの森』で賢者ミソラを見た？　って質問じゃないのねぇん」

　そっちも気になるな。

「賢者ミソラを発見した傭兵プレイヤーはいるのですか？」

「それはいないわぁ。街のＮＰＣの噂うわさも信用できないわよねぇん」

　そうかそうか。ミソラの森の謎は、未だ傭兵プレイヤーによって解明されていないと。

　やはり気になるな、ミソラの森で見た小人が。

　今すぐにでもミソラの森に行って、また小人に会えないか探索したいところだけど、店の外は暗く、星の光が降り注いでいる。

　夜の『ミソラの森』は凶悪なモンスターが出現するらしいからまだ行けない。

　俺は合成釜を混ぜ混ぜしながら、考える。

　そもそも、俺一人では昼間に出てくるモフウサだって倒せるか疑問だ。

　素早さはかろうじてモフウサについていける程度。力、攻撃力が低すぎて、一匹を倒すのに時間がかかりすぎる。




：浄化水＋スライムの核　→　翠玉エメラルドの涙：

：『翠玉エメラルドの涙＋２』が生成できました：




　ミソラの森で見た小人に思案を巡らしつつ、『翠玉エメラルドの涙』を追加で５個完成させた時点で気付いた。

　俺、キャラレベルが３に上がってるんだ！

　レベルポイントをステータスに振り分けるのを忘れていた。攻撃力が足りないなら、力に振りわければいいじゃないか！

　すこし熟考してから、俺はレベルポイントの振り分けを実行する。




キャラクター名　タロ

レベル３

ＨＰ50（＋10）　ＭＰ35（＋10）

力１　魔力14　防御２　魔防８　素早さ１００（＋47）　知力１１０（＋33）




　ドヤァァァ！

　素早さと知力が夢の３ケタ！

　今回は素早さ重視でポイントを振ったけど、錬金術士として知力も上げております。

　え？　力を上げる？

　俺の主武器、【小太刀】『諫いさめの宵よい』の装備必要ステータスが力１なんです。必要ない！

　それより素早さを上げて、圧倒的スピードと手数で押し切るとか男のロマンだろう。

　これで、モフウサ対策も万全だわドヤぁ。




【小太刀】諫めの宵・攻撃力＋18（＋９）　技量補正Ｇ




　何気なく、メイン武器である『諫めの宵』を確認してみると。

　攻撃力＋18？　と、なぜか攻撃力が上昇していた。

　おかしい。俺の記憶が正しければ、【小太刀】『諫めの宵』は攻撃力＋10だったはずだが……これが技量補正Ｇの影響なのか？　というか技量補正ってなんだ？

　同じ武器をつかっていけば馴な染じむとかそういう類のモノとか？

　よくわからないけど、攻撃力が増えたのなら願ったりかなったりだ。

　よし！　この勢いで、今回の冒険で手に入れた新素材を試そうか。素材はもちろんモフウサがドロップした『紅い瞳の石レツド・アイ』×11とミソラの森で採取できた『イモムシ』×７。

　さっそく、それぞれの説明文に目を通す。




『紅い瞳の石』【モフウサの瞳が魔力を失ってできた石】

『イモムシ』【栄養満点のイモムシ】




　どちらもそのままだな。

　とりあえず俺は『紅い瞳の石』が上位変換可能か試す。

『銅の天てん秤びん』の左皿に１個ずつ、その赤い石を乗せていく。

　10個で天秤が平衡になったことから、上位変換に必要な素材数は10個か。

『水』と同じで多いな……ここからが本番か……。

「『変革の銅法』！」

　まずはＭＰを５消費し、『変革の銅法』で『変換』の成功率をアップさせておく。

「『上位変換』！」

　さぁ我が手で煌きらめけ、赤い宝石よ！

　銅の天秤は俺の掛け声と共に眩まばゆく光り、左皿に載っていた物質は瞬時に消えた。そして右皿に、透き通った赤くてゴツゴツした石が出現する。




：『紅い瞳の石』×10　→　『紅ぐ蓮れん石』×１　上位変換に成功しました：




　ログの流れと共に即座に、完成した素材を確認する。




『紅蓮石』【紅蓮の炎を宿す石】




　ほほう……炎をその身に宿すとな。

　フハハハハハ！　熱いぞ錬金術！

　次は栄養満点のイモムシじゃ！

　しかし、イモムシは７つ全部置いても天秤が平衡にならなかったので、上位変換をするには素材数が足りなかった。しょぼん。

　だがまぁよい。これより合成を始める！

　銅の合成釜に『紅蓮石』を入れ、２つ目の素材は何がいいのか、どんどん素材をかざして様子を見てゆく。

　しかし、俺のテンションとは裏腹に、合成釜の中に浮かぶ星空は曇り空ばかりになる。どうやら手持ちで相性のいい素材がないようだ。

「……合成をキャンセル」

『紅蓮石』は釜からチュポンッと音を立てて、俺の懐に戻ってくる。

　仕方がないので、上位変換できなかった『イモムシ』を釜の中にポイッと入れる。

　さてさて。こいつと相性の合う素材は……『鬼王オーガの実』だった。

　釜の中は澄み渡り、きらきらと輝いている。

「ふむふむ、いい感じ？」

『鬼王の実』はミケランジェロで拾ったり、ミソラの森で収穫できたなんの変哲もない素材で、【栄養価の高い赤い実】としか表記されていないけど、これはいけそうだ。

『鬼王の実』をポチャンと釜に落とし、混ぜ混ぜ。

　釜の温度は中火で様子を見る。

　色は『イモムシ』の白っぽいクリーム色と『鬼王の実』の赤い色がうまい具合に重なり合っているようだ。匂いは、正直キツイ。卵と土が腐ったような感じ。

　しばらく渋面で釜を混ぜてゆくと──




：『イモムシ』＋『鬼王の実』　→　『過激なあめ玉』：

：『過激なあめ玉』が生成できました：




「できた!?」

　完成を告知するログを読み飛ばし、すぐに『過激なあめ玉』を調べる。




『過激なあめ玉』

【イモムシ風味の過激な味がするあめ玉。１分間だけステータス・力＋10になる】




「うぁぁぁああああい！」

　赤と白が混ざったあめ玉をかざし、俺は大興奮する。

　どうだ。これが錬金術なのだ。

　力なくとも、力を錬金術で生めばよし！　金塊欲さば、錬金術で黄金を作るべし！

　これで俺の攻撃力不足はカバーできるというもの。

「フフフフ……」

「天使ちゃぁんわぁ、作った錬金アイテムとかぁ売りには行かないのぉ？」

　俺が悦に入っていると、ジョージがまっとうな疑問をぶつけてくる。

　いたのか。

「どうやって売るのですか？」

「あらぁあらぁ、これはお姉さんが教える必要があるわねぇん♪」

　ジョージは得意げに両目閉じウィンクを炸さく裂れつさせたのだった。
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　ところ変わって、ここは『賞ウ金オ首ンとテ競ツ売ド』。あらくれ共である傭兵プレイヤーが集まる市場だ。

　あれから『過激なあめ玉』を合計７個作り、ジョージに案内され、『翠玉エメラルドの涙』を売りにいくことになった。

『賞ウ金オ首ンとテ競ツ売ド』はいわゆるクエストを探して受注する場である。広場にあるクエストボードと呼ばれる木製の板に張り紙が何枚も貼られており、その紙に書かれている内容がクエストだ。

　今は夜のため、クエストボードの前にはかがり火が配置されている。

　ゆらめく炎に群がる傭兵プレイヤー達はまるで、光に集まる虫のようだった。

「相変わらず、にぎやかねぇん」

　クエストボードは酒場と呼ばれる建物にも併設されているらしいけど、『賞ウ金オ首ンとテ競ツ売ド』の方がクエストの種類も数も豊富らしい。

　そして『賞ウ金オ首ンとテ競ツ売ド』のもう一つの機能が競売だ。傭兵プレイヤーが手に入れたアイテムや装備品を、ここで競売にかけられる。ただし、ここで商品を売却する場合、税金として売り上げ金額の一定率を持っていかれるそうだ。税率は都市や街によってそれぞれ違うそうで、税から逃れるにはジョージのように自分の店で商品を売るに限る。店での販売に税は発生しないそうだ。

「ミケランジェロで売買されてる素材は、やっぱり安いわねぇ」

　ジョージは競売を眺めながらつぶやく。

　競売はＮＰＣらしき人間達が管理しており、数字が書かれた小さな札をＮＰＣ達が巨大な板にはめ込み、競売にかけられている品の値段が次々と変動していく。

「やっぱりサービス初日だからか供給過多ねぇん……ここらへんで手に入る素材は売っても、税金で搾取される金額を抜いてほとんどが１エソだわん……」

　この板に書かれている値段は、傭兵プレイヤーそれぞれで見えているものが違うらしいのだ。

　競売の前でメニューを開き、気になる商品を検索にかけると、その商品についての値段があの巨大な板に見えるのだが、ジョージと俺で見えている数字や品物の名前は違うっぽい。

「ポーションの相場は……」

　俺もアイテムのカテゴリから回復系統を選択し、ポーションの項目をタップしてみる。

　すると競売の板がカシャカシャと音を立て、表示されている札が変化し始める。




　ポーション【ＨＰを１分間で１２０回復】…………３８０エソ　　出品者　エルリック

　ポーション【ＨＰを１分間で１２０回復】…………４００エソ　　出品者　モルダナード

　………

　………

　ポーション＋１【ＨＰを１分間で１８０回復】……５８０エソ　　出品者　エルリック

　ポーション＋２【ＨＰを１分間で２４０回復】……８６０エソ　　出品者　マゾヒスト




　すごい高値で取引されていた。

　だがやはりポーションは、ＮＰＣ店のアイテム屋で買っている傭兵プレイヤーがほとんどのようで、在庫はたまっているようだ。

　俺の『翠玉エメラルドの涙＋２』はＨＰの回復量２００という数値から見て、８６０エソで取引されている、『ポーション＋２』を少し下回る回復力を持つ。しかし、ポーションが徐々にＨＰを回復していく仕様なのと比べ、こちらは一瞬で回復だ。

　つまり、ここの相場で出品すれば８６０エソは堅いはず。

「ジョージ、ここミケランジェロの税率はどれぐらいですか？」

「アイテム系統は一律、５％よぉん」

　８６０の５％……43エソか。純利は８１７エソというわけか。

　俺にとってはずいぶん美味しい商売だけど、『純水』という『水』が１０００本必要な素材からポーションを作っている傭兵プレイヤー達からしたら労力に見合わない値段だろうな。

　というわけで値段設定は８６０エソにしたいところだけど、真の競争相手は同じポーション売りの傭兵プレイヤーより、目もつ下かはＮＰＣのアイテム屋だ。アイテム屋が徐々にＨＰを１２０回復するポーションを一個１００エソで販売しているのだから……。

　色々と考え、俺は『翠玉エメラルドの涙』を５６０エソで３つ程競売に出品した。

　他に『翠玉エメラルドの涙』を出品している傭兵プレイヤーがいなかったのもあり、価格設定に関しては俺が決め放題なので地味に嬉うれしい。

「よし……ジョージ、案内ありがとうです」

「あらぁんいいのよぉん。天使ちゃんに変な虫がつかないように、あちきがちゃぁーんと見張ってたからぁン♪」

　アフロヘアのジョージが周囲に睨にらみを利かすと、数人の傭兵プレイヤーが視線を逸らす素振りをしたのは気のせいだろうか。

　凶悪なジョージの顔に、ふと光がさす。

　朝日だ。

「そんな怖い顔をしないでください。せっかくの美人が台無しですよ？」

「ぅんもぉぅッ☆　天使ちゃんッッたらぁ」

　俺のリップサービスに、身をよじらせクネクネするジョージ。

「じゃあ、俺はいきます」

「あら、どこへいくのぉん？」

「もっと、高みへ」

　出発の時だ。

　夜だとミソラの森は危険だが、陽が出始めたなら今の俺でも大丈夫なはず。

「あらあらぁん、やる気満々ねぇん。でも無理は禁物よ？」

　心配するジョージに、俺は満面の笑みで答える。

「ジョージの立派なお店にふさわしい、商品を置いてもらいたいので」

　さきほど、ジョージのお店で目に付いたもの。

　それは新しく陳列された、緑に輝く商品だ。

「あらぁん……天使ちゃんは健気すぎるわぁん。惚ほれちゃうわよぉん？」

　緑色の煌めきを放つポーション、俺があげた『翠玉エメラルドの涙』が、ジョージのお店の商品陳列ケースに鎮座していたのだ。

　商品札には『天使ちゃんのポーション』と書かれ、値段はなんと１億エソだったのだ。

「もちろん。錬金術の素晴らしさに惚れさせてみせます」

　値段が示すその意味は。

　俺が初めて成功させた錬金術の品をとても大事に扱ってくれ、売る気なんて毛頭ないってこと。そして、それだけの価値をつけてくれたジョージの意向に照れくささを感じつつ、俺は小人探しの旅に出た。




◇




　ジョージと別れてから10分弱で、ミソラの森に到着する。

　道すがら数匹のスライムを屠ほふり、『スライムの核』を３個手に入れた。

【小太刀】『諫めの宵』の攻撃力が上がったからなのか、スライムを一撃で葬り去ることができるようになり、レベルアップを実感してホクホクだ。

「ふぅ」

　俺は使えそうなアイテムのストックを確認し、小太刀を油断なく構える。

『翠玉エメラルドの涙』２個と『過激なあめ玉』が７個。

　このアイテムを頼りにモフウサを倒しつつ、以前小人を見た場所を目指していく方針だ。

　今回はソロのため、採取はせずに周囲を常に警戒しながら森の中を進んでいく。

　その姿勢が功を奏したのか、数メートル先でフワフワとただようモフウサをいち早く発見する事に成功。あちらはまだこちらに気付いてない様子。

　数は１匹。やれる……か？

　俺はアイテムストレージから『過激なあめ玉』を取り出し、口の中に入れる。すると、なんとも苦い味が口内に広がり、自然と顔をしかめてしまう。

　……これがイモムシ風味。

「うぇぇえ……」

　まずさに耐えながらも自分のステータスを確認すると、力が11に増えていた。

　これで攻撃力強化も完了、準備は整った。

　強化の持続時間が55秒であることを確認し、全速力で駆けだす。

『ピョン？』

　接近に気付いたモフウサはこちらを振り返るが、もう遅い。小太刀を上から下へとふるえば、モフウサはひるんだようにフワッと後方にさがる。確かな手ごたえを感じた俺は、間髪いれずに小太刀を突き刺し、２撃目もヒットさせることに成功する。

『ピョンピョ……』

　これはモフウサが魔法を詠唱するときの鳴き声か。

『ピョン！』

　とっさに、モフウサの正面から体を翻ひるがえし、モフウサから見て右側に移動する。狙い通り、火球フアイアー・ボールはさっきまで俺がいた場所をむなしく通過していった。

「よし！」

　これがステータス素早さを上昇させた恩恵なのか。前回と違い、モフウサの攻撃に反応する事も、避ける事も可能なスピードを持っていると確信する。そのまま俺は小太刀を逆手に持ち替え、ばってん印をつけるようにモフウサを切りつける。

『ピョウン』

　モフウサはまたもやひるみ、空中にほわんと飛んだ。

『ピョンピョピョン！』

　反撃として頭上から火球を飛ばしてくるが、俺は身を低くした体勢から地面を転がるようにしてかわす。

「しっ」

　俺は流れるような動作でモフウサの着地地点に移動し、更に３回切り裂く。

　するとモフウサはようやく消滅していった。

「……『過激なあめ玉』を使用すれば７撃でモフウサを倒せるのか」

　単独でのモフウサ撃破の喜びをかみしめつつ、俺は更に森の奥へと進んで行った。それから数匹のモフウサを蹴散らせば、いつの間にか見覚えのある地点までたどり着いた。

「さて、どうやって小人とまた会う事ができるのか」

　とりあえず、アイテムストレージからミケランジェロや森で拾っておいた『石ころ』を取り出し、適当に上空へと投げつけてみた。

「大まかな算段はつけてるけど、うまくいくかな」

　そう、小人がニョキっと出てきた辺りに石コロを投げ、反応を見る計画だ。しかし予想通りにはいかず、『石ころ』は放物線を描き、どこかへと落ちて消えていった。

「…………」

　俺のステータスじゃ、小人が出現した高さまで石ころが届かない……。

　何か高さを稼ぐ方法は……周囲を見渡す限り木、木、木、木しかない。

　つまり、木によじのぼってから石ころを投げるしかない。俺は小さな体を駆使して、なるべく多く枝のついた登りやすそうな木を選んでは、木登りを試みる。

「むぅぅ……難しい……」

　だが、手足の短いこの体では木をよじ登るというのは至難の業であり、ぶっちゃけ不可能だと諦めかけていたその時。

　妙に軟らかい木があった。

　何気なく幹を摑つかんでみると、ブニっとゴムのような弾力性があり、手に吸いつくような感触だ。

「変な木もあるもんだな……」

　自分が摑まっても滑らない事を確認し、その不思議な木によじ登っていく。

「よいっしょっと」

　適当に太い枝まで辿たどり着いた俺は、落ちないように注意しながら、枝の上に乗り、再びアイテムストレージから『石ころ』を取りだす。

「そいっ」

　掛け声と共に、小人が出てきたあたりの空へ『石ころ』を投とう擲てきすると────

　空に波紋が生まれ、石ころは空へと吸い込まれていった。

　やはり。

　この『ミソラの森』の空模様は常に変化がなく、昼も夜も晴天なのには理由があったのだ。つまりこの上空に描かれた空は、何者かによって作られたまやかしの空に違いない。

「石ころは……戻って落ちてこない。小人も石ころに釣られて、出てきたりはしないか」

　あの高さまでたどり着ければ小人の世界（仮）？に入れるかもしれない。

　その後、あちこちの上空に『石ころ』を投げてみるが、波紋が生まれて吸い込まれたのは小人が出現した周囲のみで、それ以外の範囲では普通に『石ころ』は重力に従って落下してゆく。

「さて、問題はどうやってあの高さまで辿り着くかだ……」

　俺は木の枝に座り込みながら考え込む。

　目の前にある分かれた小さな枝をつまんでは離しを繰り返し、ビョーンと震える様を見つめながら思考する。

「それにしても、この木はブニブニしてて変な木だなぁ」

　自分で言って、俺はとある事に気付く。

　その場で軽くジャンプしてみると、枝はグイっと下がり、その弾力によって俺を押し上げ、１メートルほど体が宙をさ迷った。

「お、おうっ」

　バランスを崩しそうになったが、必死に枝にしがみついて着地する。

「あぶない、あぶない」

　だが、これはいけるかもしれない。

　俺は意を決し、枝の先端付近に移動して思いっきり飛び跳ねてみた。枝に着地するとその弾力性のおかげで枝全体がグインと曲がり、そして俺を上空へと弾き上げる。

「わああっ」

　さらに高度を上げた俺がまた枝に着地すると、先ほどよりも大きく枝は曲がり、ギュニョンッと俺を空へと舞い上がらせた。

　あ、やばい。バランスを崩してしまった。

　この高さからの着地で枝を踏み外したら、確実に落下ダメージで死ぬ。

『ミソラの森』を一望できそうな程の高度まで上がった俺を待ち受けていたものは。

　トプンッと水に沈む音だった。

　水面にダイブしたような感触を顔面から味わい、ついで上半身、腰、太ももと続く。

　空へと突入した俺の目にうつったのは、地面から這はい出るように……いや、まだ足の部分が地面に埋まっているのだが、とにかく地面から生えた俺の身体だった。

　空から地へ。

　上空の見えざる水面は、小人の世界（仮）の地面に繫つながる仕組みになっていたのか？

　とにかく俺は足を地面から引っこ抜き、あたりを見回す。

　そこは、植物が水晶のような煌めきを放つ森だった。

　木々は茶色く透き通っており、また茂らす葉も緑色だが透明だ。地面は半透明で、下の森の様子がうっすらと見える。まるで天上に隠された空中庭園のようだ。

　咲き誇る花々は、様々な色彩の結晶から成っており、赤、黄、青、紫と輝かしい。

「綺麗だ……」

　俺が感動で呆けていると、背後からふと声がかかる。

「あ、人間だ！」

　甲高い声に驚いて振り向くと、そこには羽の生えた小人が一匹、宙に浮きながら屈託のない笑みでこちらを指さしていた。

「あ、小人だ」

　俺も指さしてみる。

「んん、小人？　それは違うよ。ボクは、ボクたちは妖精だよ？」

　そういってせわしなく羽をパタつかせる妖精は、大仰な素振りで両手を広げた。

「「「「そうさ、ボクたちは妖精だよ」」」」

　その妖精の自己紹介が合図だったかのように、木々や植物の陰から一斉に妖精達が出現してきた。その圧倒的な数に驚き半分、感動半分。

　見つけちゃったよ、妖精の住まう森！

「宝石を生む森、クリステアリーへようこそっ」

　無邪気な妖精たちの微笑みに応じるように、俺も笑顔を浮かべる。

　黒い感情を気取られぬようにお辞儀をする。

「はじめまして、妖精さんたち」

　くふふ。

　ここは、すごい素材が採取できそうだ。





10話　宝石を生む森







　煌きらびやかな森を妖精達と散策するのは非常に心が躍る。

「ここにあるものは採取しても構わないの？」

　傍らに付いてくる妖精たちに問い掛けると、みんなは口々に返事を返してきた。

「んん～どうせ、どうせ」

「人間が来ることなんて滅多にないんだし？」

「ちょこーっとぐらいなら？」

「いいんじゃないかなっ」

　よほど、人間との交流が珍しいのか、妖精たちは俺から離れようとしない。

「人間は欲深くって」

「意地悪で」

「傷つけ合って？」

「襲ってくる種族だって聞いてる～」

「そうなの？　違うの？」

　ひっきりなしの質問につい苦笑してしまう。

　俺からも質問したい事はたくさんあるけど、妖精の欲求を満たすためにも今は返答に専念しておこう。

「……そうかもしれないかなぁ。でも人それぞれ違うから、みんなが意地悪ってわけでもないんだ」

「へー人間はちがうのかぁ～」

「人間にも種類あるっ私達にも種類ある～」

「種類といえば、人間にも男女って性別があるよ」

　興味津々な妖精たちに、簡単な事を教えていく。

「へぇ～じゃあ人間は２種類なんだね」

「男と女っていう種類にぃ」

「わかれてるのかぁ～」

「ミソラはどっち？」

　おお、賢者ミソラの名前が出てきたぞ。これは僥ぎよう倖こうだ。

「ミソラさんに会わせてもらえたりする？」

　俺の質問に妖精たちは賑にぎやかに、楽しそうに次から次へと賢者ミソラなる人物について語ってくれた。

　妖精達の話を要約すると、どうやら、賢者ミソラはこの森に古くからいるらしく、妖精たちのまとめ役のようだった。

「もし人間きたらミソラに報告～」

「これ、ボクタチの役目ッ」

　ということは、既にミソラさんには俺がこの森に辿たどりついたことは知られていると考えても良いだろう。ならば今のうちに採取をしつつ、ミソラさんを探すのでも問題ないはず。

　正直、こんなふうにして『宝石を生む森クリステアリー』を隠しているからには、訳があるのだろう。下手な行動はしない方がいいと警戒はしている。

『宝石を生む』なんて名前がついているのだから、希少なものを保護するという面でも、この森を秘密にしておきたかったのかもしれない。

　それでも、とりあえず俺は周辺の素材をひたすら拾っていく。

　草花を調べれば、




：『葉結晶』を入手しました：

：『花結晶』を入手しました：




　このような採取ログの流れから把握できるように、結晶素材が手に入るのだ。

　次は木を調べていくぞ。




：『結晶の枝』を入手しました：

：『葉結晶』を入手しました：




　続けて、樹液のようなモノが流れている木を探ってみれば、




：『琥こ珀はく水』を入手しました：




　うお。

　飴あめ色いろに輝く液体はハチミツみたいだ。

　他にも液体系の素材はないかつぶさに観察すると、大きな葉にキラキラと光るモノが見える。

　葉っぱに溜たまった水滴だ。




：『水晶のしずく』を入手しました：




　おお。

　銀色に輝く液体ゲット！

「人間たのしそー」

「そんなのいっぱいあるよ～」

「もっと綺き麗れいなものもあるよ～？」

「人間うれしい？」

　陽気にはしゃぐ妖精たちは、とても可愛らしく俺の後を付いてくる。

「すっごく楽しいよ！　妖精さんたちともお話ができて嬉うれしい」

　正直な感想を述べておく。

　素材がこんなに取れるのも万々歳だし、ちょこちょこと飛び跳ねまわる妖精は、すごく魅力的だ。一家に一匹は欲しいと思ってしまうほどに可愛らしい。

「むふふ～」

「ボクらも嬉しいかも～」

「にんげんにんげん～」

「怖くない～」

　元気な妖精たちに釣られて、俺も足取りが軽くなる。

「ん～ふ～～ふふ～～ん♪」

　採取できた素材の素敵さもあって、なんとなく鼻歌まじりで探索をしてしまう。すると妖精たちは徐々にその数を増やしていき、俺を囲んで手に手を取り合い、輪を作りながらクルクルと回り始めた。

「んん～～♪」

　なぜだか俺は踊りたくなり、適当なステップを踏み始める。

　妖精たちの飛ぶ姿に見入っていると、妖精はニコニコと装備の端を摑つかんでは引っ張ってくる。まるで小さな子供のように、踊ろう踊ろうって語りかけてきているようだ。

「忘却されし時の果て──」

「神の子、森の子、ヒトの子は──」

「仲睦まじく──」

「愛おしく──」

「陽光の下、星空の下──」

「月光、舞い降る晩も──」

「踊り合ったとさ──」

「るるるんるるるん♪」

「えるふぃんえるふぃん♪」

「魔女らっちぇ」

　妖精達の不思議な歌声に聴き入りながら、俺は踊った。

　すると、妖精たちがパタパタと飛ぶたびに舞い散る小さな光が、周囲を満たし、幻想的な風景を作り出した。それはまるで、森に煌めく天の川のような輝き。

「妖精さん達は綺麗だなぁ」

「にんげんも綺麗綺麗～」

「綺麗綺麗あげる～」

　そう言った妖精たちは、羽の輝きを一層強め、寄ってくる。




：『妖精の粉』を99個、入手しました：




　うお！　突然ながれたログにたじろぐ。

　なんだこれはと驚きよう愕がくしつつも、すぐさま手にした素材の検分をする。




『妖精の粉』

【妖精たちの輝く羽のりんぷん。通常は妖精１匹殺して、手に入るかどうかという代物。希少価値がとても高い。しかし、友好関係を築けるとそうでもないらしい】




　手に入れた量にビックリしていると、不意に背後から声をかけられた。

「あるれ、あれれ。妖精達がそこまで懐くなんて、貴方あなたは魔女なの？　魔女かな？」

　振り返って見れば、その声の主は濃紺のローブに身を包み、魔女っ子のようなとんがり帽子をかぶった少女だった。
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　歳の頃は16歳前後で、俺のアバターより年上そうに見えた。

　髪の色は雲一つない空のように澄んだ青で、瞳の色はより薄い蒼あおだった。

「えっと……」

「貴方が、妖精達が囁ささやいていた人間さんね？　人間さんだよね？」

　妖精達から俺の事を耳にしているのなら、目の前にいる人物が賢者ミソラなのだろうか。

「はい。タロって言います。あなたは賢者ミソラさんですか？」

「そうね、そうさ。かつてはそう呼ばれていた時代もあったわ。あったね」

　どこか感慨深そうにクリステアリーからの空を眺め始めるミソラさん。

　しばらくして、視線を戻すと自己紹介をしてくれた。

「わたしは、妖精を守護する魔女ミソラです。あなたはどうしてここへ？　ここに？」

「えっと……」

　俺は全てのいきさつを正直に話した。

　空を眺めていたら、妖精が出てきたということ。それが気になって探索したら、弾力性の高い木を発見して、ビョイーンっとジャンプしてここまでたどり着いたこと。

「あるれ、あれれ。結界にほころびが……それに、その木は……」

　俺の話を聞いて、しばらく思考にふける賢者ミソラさん。

「あ、あぁ……創世の錬金術士が残していった……元に戻しておいてほしいわ……」

　俺は、なんともかっこいいワードが飛び出てきた事で思わず突っ込んでしまった。

「創世の錬金術士!?」

「んん、あぁー、えぇ」

「どんな錬金術士なのですか!?」

「ニューエイジ・サンジェルマン……あぁ、でも、今は確かノア・ワールドって子だったっけ。だったかな」

　む。世代交代とかそんな感じなのか？

　よくわからないな。

「そ、その人はどんな錬金術を使うのですか？」

「キミも体感したでしょう？　しただろう？　木の性質そのものを変化させたりできる、神々が定めた理ことわりを冒す化け物だよ」

　物質の性質すら変化させる錬金術士……。

　思わぬところで、錬金術の至高を垣間見られた。

　おそらく、それほどまでの高レベルな錬金術アビリティを、サービス開始間もなくで所持している傭兵プレイヤーはいないだろう。

　となると、この賢者ミソラのようにＮＰＣである可能性が高い。

「そうですか。その人は今どこにいるか、わかりますか？」

　ぜひ、会ってみたい。

「うーん。むーん。残念ながらわたしには、彼らの居場所はわからないわ。わからないよ」

「そうですか……」

　いつか、どこかで会ってみたいな。

　創世の錬金術士、ノア・ワールドか。

　錬金術士の頂きであろう人物を思い浮かべながらニヤニヤしていると、ミソラさんがポンっと頭に触れてきた。

「ほむ、ふむ。あなたはこの、『宝石を生む森クリステアリー』を穢けがしにきたわけではないようね。それに、この蒼く光る粒子は……」

　俺の淡い光を帯びる髪の毛をマジマジと観察しながら、ミソラさんは呟つぶやく。

「あなた、魔女の素質があるわよ、あるね」

　おおう。

　魔女の素質か。

　でも、この髪の毛が光ってるのって称号『老練たる少女』のおかげなんだよなぁ。

　だからそんなことを言われても、どう対応していいか困る。

　というか、相手はＮＰＣなのだから対応に困る必要もないのだけれど。

　どうも、この賢者ミソラさんと話していると、ただのＮＰＣに到底思えない。今時のプログラムされた人工知能ってこんな高性能なんですかね。

「あなた、わたしの弟子入りしてみる？　みようか」

　まじか。

　しかし、俺は既に自分の目指すべき存在を知ってしまった。

　創世の錬金術士、ノア・ワールド。

　弟子入りするなら錬金術士がいいし、ぜひその存在を追い求めていきたい。

「せっかくのお誘いなのにすみません。俺は錬金術士なのです」

「そうね、そうだね……あなたなら、妖精たちに気に入られるあなたになら、わたしの天空にまつわる魔導を伝授してもいいと思ったのだけれど、それは残念、無念」

　彼女は真剣な眼差しで、何かを託したそうなもどかしい表情を浮かべた。その後、賢者ミソラはガックリと肩を落とし、この世の終わりみたいな顔でうつむき始めた。

「え……」

　そんなに落胆されるとは思わなかったので、俺は慌てる。

「そ、その、元気を出してください」

　そんな様子をチラ見したミソラさんはクスっと笑った。

「冗談よ、冗談だよ」

　悪戯っ子のような笑みを浮かべる賢者ミソラさん。

　この人がわりと茶目っけのあるキャラだとわかった。

「だけど、あなたは不思議な子だわ、だね。妖精の守り手である賢者ミソラに師事するチャンスを棒に振って、頭の中は錬金術でいっぱいな様子。それに、この森の結晶や妖精に目がくらんで、それらを無理に奪おうともしない。変わり者だね、だよ」

「ここの森の素材には興味津々ですよ。さっきも素材採集をしてました……」

「あるれ、あれれ。正直でよろしい」

　またクスリと笑ったミソラさん。

　それからしばらく、俺は妖精たちに囲まれながらこの辺の昔話を彼女から聞かせてもらった。

　かつて、この森はエルフや妖精、人間が共生していたそうだ。

　だがとある人間の王国が、妖精が作りだす結晶に目をつけ、この森に侵攻したらしい。結晶には魔力が豊富に含まれていて、いろんな用途で優れたモノを生みだす素材になるそうだ。

　さらに妖精を殺すと稀まれに手に入る妖精の粉が武器の生成時に使用すると魔力を帯びて切れ味が増すとわかってからは、妖精狩りが積極的に行われたらしい。

　森と共生していた近隣の村々はまたたく間に王国の支配下に置かれ、エルフと妖精のみで力を合わせて対抗していった。だが次第に物量に押され始めていった森陣営は、賢者ミソラの力を頼ってこの結界を作ってもらったそうだ。

　その見返りとして、ミソラさんは永久的に妖精の結晶を一定量もらえる、とのこと。

　エルフたちはこの狭い森での生活は無理と判断し、一部をここに残して、遥はるか西方の森へと移住したそうだ。

「あの頃は……多くの友を失ったわ……失ったね」

　ミソラさんの顔に陰りがさす。

　妖精たちを静かに眺め、今はいなくなってしまった仲間を想うようなその姿には、どことなく寂しさが感じられた。

「でも、ミソラさんには今を支えてくれる友達がいるんですね？」

　俺がウン告白コくはくで失敗し、ドン底に叩たたき落とされても、こうして平静でいられるのは晃こう夜やや夕ゆう輝きの存在あってこそだ。

　ミソラさんが失くしてしまった命の重さとは比べ物にならない事だろうけど、俺も少なからず失ったモノがある。

　今の俺にかけられる言葉はこれぐらいしかない。

「そうね、そうだね……みんなのおかげでわたしはこうして、妖精の守人をしていられるわ」

　彼女は悲しさを押し込めるように微笑んだ。

　その彼女の表情が妙に艶やかでドギマギしてしまう。

　リアル同い年ぐらいの女子の、こんな顔を俺は見たことがない。

　憂いと強さを同時に兼ね備えた、孤高の花みたいな美しさ。そんなミソラさんの態度に慌ててしまい、つい話題を変えてしまった。

「ミソラさんって何歳？」

　王国に森を襲われた話ってずいぶん前の出来事のように思える。

「あるれ、あれれ。秘密よ？　何歳に見えるかしら？　見えるかな？」

　だからけっこうな歳をとってると思ったのだけど、見た目は俺と同年代なんだよな。

「……16歳？」

「あるあら、わたしはハーフエルフだから、人間でいったらそれぐらいかもしれないわね」

　ハーフエルフ……。

　そう主張するミソラさんは自身の空色の髪をかきあげ、耳を見せてきた。

　たしかに、人間より長いし尖とがっている。

「わたしは魔人とエルフのハーフなの。だから赤・黒・緑・青・黄の５種の魔法が扱えるのよ、扱えるんだ」

　な、なるほど。

　エルフは人間より遥かに長い寿命を持っていると聞く。

　ハーフエルフなら百年生きていても、16歳とかそんなノリなのかもしれない。

「すごいですね」

「ウフフ。アハハ。わたしのことを慰めてくれたり、褒めてくれる。そんないい子なタロちゃんには、これをあげましょう、あげようか」

　クスクスと笑う彼女はローブの襟に手を突っ込んで、何やらごそごそとアイテムを取りだす。彼女が手に持っていたのは妖精の装飾が施された銀のブローチ。

　ところどころ小粒の結晶がはめ込まれており、いかにも高価そうなものだった。

「これを受け取ってほしいの、ほしいな」

「これは……」

「このブローチを使用すれば、一日１回だけ、このクリステアリーにワープして来ることができるわ。もう、創世の錬金術士が残した木から、ここに来てほしくないの。他の人間の目に触れてほしくないの。わかる？　わかるよね？」

「は、はぁ……」

「もし、もし貴方がここの存在を誰かに言った時点で、このアクセサリーは消失するわ。それは掲示板やネットで情報を流しても同じね、同じだよ」

　リアルな説明をしますな、このＮＰＣ。

「どうやって、ネットで情報を書き込んだ、なんて判断するのですか？」

「それは一日にここにやってくる傭兵プレイヤーの人数で判断するわ。今までだって、ここに来れた傭兵プレイヤーはいないの。この意味、わかるわね？　わかるよね？」

　傭兵プレイヤーでは俺が最初の訪問者ってわけか。

「はい……」

　ベータテスト期間を含め、２ヵ月以上もこのフィールドがありながら、誰もここには辿りつけていなかったのに、急にクリステアリーに入ってくる人間が増えたらそれは俺のせいだと……。

「もし、もし口外した場合、この森の場所は移させてもらうわ。自力で発見した傭兵プレイヤーが現れたならその措置はとりません、とらないね」

「はい」

　これは、ここの素材を取りたくば秘密を共有しろという感じの話ですな。

「その条件を守る限り、ここでの素材は取り過ぎなければいくらでも採取して構わないわ、構わないよ」

「取りすぎの基準がわからないのですが……」

「あるれ、あれれ、それは妖精達が教えてくれるわ」

「「「まかせてくりりーー」」」

　羽をパタつかせて、元気にガッツポーズを取る妖精さんたち。

「少数いるエルフたちには、わたしから貴方のことを説明しておくから心配しないで大丈夫よ、大丈夫」

　そうだった。ここにはミソラさん以外にもエルフがいるんだった。

　エルフ、エルフ。早く会ってみたいな。

「はぁ。ありがとうございます」




：クリステアリーのブローチを手に入れた：




　そうログが流れ、俺はもらったものを確認する。




クリステアリーのブローチ【アクセサリー】レア度８




【装備必要ステータス　魔力３００　ＭＰ１００】

【魔法防御力＋２６０】

【アイテムとして使用すると、妖精の森へと誘いざなうブローチになる。使用限度は行きと戻りで一日に１回。再度使用すると、元の場所に戻れる】




　なかなか装備条件が高いし、効果もかなりすごい。そしてレア度が８という、とんでもない代物だ。姉の武器がレア度４で最高峰と言っていたのを思い出し、これは大切にしておかなければならないと慎重になる。

　ステータス的に装備はできないが、アイテムとして使用するには問題なさそうだ。

「……ありがとうございます」

　お礼を言って、その後はミソラさんが見守る中、素材を収集していく。結果的にはたくさんの結晶シリーズ素材を手に入れる事ができてホクホクだ。

　存分に探索し終えた俺は、ミソラさんと妖精たちに挨拶し、『クリステアリーのブローチ』を使用して妖精の森を後にした。

「次はどんな新しいアイテムが作れるのだろうか、楽しみだなぁ」

　錬金術への期待に胸が躍ってしまう。





11話　フラスコとビーカー







「ふふふ、我が叡えい智ちを試す時が来た……ふふふ」

　ミソラの森から早々と先駆都市ミケランジェロに戻り、錬金術に着手すべく輝剣アーツ屋スキル☆ジョージへと急ぎ足で向かう。自然と歩調が軽いものになってしまうのも無理はない。

　ちなみにミケランジェロに入ると、




：翠玉エメラルドの涙＋２が３つ売れました：

：『賞ウ金オ首ンとテ競ツ売ド』より１５９６エソ届きました：




　というログが流れた。

　おかげで現在の所持金は１７９６エソとなり、懐事情がうるおうのは地味に嬉うれしい事だ。

　輝剣アーツショップに到着すると、ジョージの姿は見当たらず、代わりにジョージが雇ったＮＰＣらしき女性がエプロン姿で『いらっしゃいませ』と挨拶をしてくれた。

　お辞儀もそこそこに、ＮＰＣの女性は特に何も言ってこないので俺は店内で堂々と『銅の天てん秤びん』を取りだす。

「今回、新しく手に入った素材はたくさんある」

『葉結晶』×12、『花結晶』×８、『結晶の枝』×５、『琥こ珀はく水』×３、『水晶のしずく』×３、『妖精の粉』×99だ。

　見た目からして希少性の高い素材だと判断した俺は、残っていたスキルポイントを錬金術にいくつか振っていく。レベルアップを図ってから錬金術に挑むためだ。失敗して素材を無駄に消費するのは避けておきたい。

　とりあえず８ポイントつぎ込み、錬金術スキルをLv10からLv18にアップさせる。すると新たなるアビリティを獲得した。




：錬金術レベル14：

【生成の銀法】

・ＭＰを消費して合成の成功率を上昇させる。成功率は知力に依存する。




「これは『合成』に関するアビリティか。それとこっちは……うん？」




：錬金術レベル18：

【飽くなき探求】

・錬金キット『フラスコ』『ビーカー』を使用。

・発動すると、素材がビーカー・フラスコの中へ液体化して入る。

・液体化した素材は、『合成』の錬金中に追加投入できる。

・素材によって、追加投入するタイミングや合成の結果は変わってくる。




　……これは事実上、『合成』で素材を最大４つまで組み合わせることが可能になったと言える。

「なんとしても使いこなしたいアビリティだ！」

　俺はただちに錬金キットを買い求めに、最寄りのアイテム屋へとかけこむ。ジョージの店にいたＮＰＣと違い、ぬぼっとした表情のＮＰＣから錬金キット『フラスコ』と『ビーカー』を即決で買った。

　８００エソ×２の１６００エソと散財し、残金が１９６エソになってしまったが、今の俺には些さ細さいなことだ。それよりも早く【飽くなき探求】を試したい。

　錬金術といえば、得体の知れない液体をビーカーやフラスコでちゃぷちゃぷしながら、むーんとか唸うなるのが王道なのだ。

「早く唸りたいな」

　全力走りでジョージの店に戻って、『銅の天秤』を取りだす。

　とりあえず今日手に入れた素材を結晶シリーズと称し、全てに下位変換や上位変換を試すがどれも天秤は反応しなかった。

「ふむ。つまり結晶シリーズは『変換』できない素材か」

　これでは錬金術の汎用性が低いと囁ささやかれ、ゴミ扱いされるのも多少納得できる。もうすこし『変換』できる素材範囲を増やしてほしいと感じた。

　次に『銅の合成釜』を取りだす。

　夜空に星々が瞬いているような釜の中を覗のぞき込み、さっそく素材をポチャンと投入。

　ガラス細工のような花、『花結晶』から試してみる。ついで、次なる素材を合成釜の真上にかざしていく。

　合成釜内の景色が曇ったり、水面がざわついたりしないモノを選別していく。しばらく考えた末、まずは相性の良さそうな結晶シリーズで組み合わせていくことにする。

「『花結晶』と『葉結晶』を混ぜてみよう。同じ植物類だし」

　さてさて、植物は弱火で煮込むのが鉄則。

　なので合成釜の温度も弱にしながら、まったりと『かき混ぜ棒』でこねくる。

　ふむふむ。釜の中も落ち着いている。

　そう安心しきっていたら、急に中身が濁りだし、釜の中の景色に暗雲が立ち込めてきた。

　色の変化は特に見られないが、これは……まずい。

　俺は習得したばかりのアビリティ【生成の銀法】を発動させる。

　ＭＰを消費して合成の成功率を上昇させるアビリティだ。

【生成の銀法】を使用すると、銀の光がかき混ぜ棒を包み込み、釜の中を浸食していく。

「わぁ」

　これが銀！

　金に勝るとも劣らない、邪を滅する金属、銀だ。

「ふふふ」

【生成の銀法】は絶大な威力を誇り、しばらくすると、釜の中はまた元通りの静かな夜空にもど……らない。

「む？」

　次第にブクブクと泡立ち始め、かき混ぜるのを早くしてもなんら事態は収束しない。

　このままでは、確実に失敗する。

　何か、何か、ないのか。

　焦る気持ちを落ち着かせ、素材とじっくり向き合う事を意識する。そうだ、素材といえば、他にも相性の良さそうな素材があったじゃないか。

　肝心の新アビリティ【飽くなき探求】を試してみなければ。

　俺は焦りつつも【飽くなき探求】を発動させ、素早く錬金キット・ビーカーを取りだす。

　この新しいアビリティ【飽くなき探求】は合成中にビーカーやフラスコを使用して素材を追加投入できるというアビリティだったな。

　ビーカーに『結晶の枝』を投入すると念じると、不思議な事にギュルッとクリスタルな枝がビーカーの中に入ったかと思うと、キラキラと不思議な光を帯びる透明な液体に変化していた。

「いっつわんだふぉー……」

　俺は急ぎ、ビーカーの液体を合成釜にぽちゃちゃちゃと注いでいく。

　釜内の様子は……泡立ちはおさまった。

　だが、依然曇り空だ。色の変化も見られない。

　試しにもう一度、ビーカーを使用しようと試みたが、ビーカーは何も反応を見せなくなった。

「むむむ……」

　ここまで３つの素材を投入した俺だが、フラスコを使ってあと１つ、つまり４つ目の素材を追加できる。

　４つ目の素材は……『琥珀水』にするか『純潔の乙女草クリア・リーフ』にするか……迷う。

「むう」

　俺はフラスコを手に取り、唸りながら『琥珀水』を選択。

　同じ森で採れた素材の方が相性は良さそうだし、橙だいだい色いろに光る水をフラスコの中に入れる。

　それを勢いよく合成釜へとふりまく。

　そして、焦らず、じっくりまぜまぜしていく。

　するとすぐに釜の中の天気は静かな星空へと戻り──さらに金より鈍いあめ色が広がっていき、夕焼けに星々がゆらめいているような綺き麗れいな色になった。

「錬金術とは美しい……」

　しばらくすると成功の証である青い煙が噴き出る。




：『花結晶』＋『葉結晶』＋『結晶の枝』＋『琥珀水』　→　『結晶の樹木テアリーツリー』：




「うはぁ……」

　流れるログで出来上がった物をよく見ていく。




『結晶の樹木テアリーツリー』

【妖精がいる森にしか生えない希少な魔木】




　素材ではあるが……大きい。もちろんクリステアリーに生育していた樹木と比べ、すごくこぢんまりとしたモノだけど、それでも１メートルはある若木だ。

　その透き通った木は調度品として飾るのにもよさそうで、光をあてる角度によって微細な色の変化を見せながらやんわりと発光する若木だ。

「……錬金術は素晴らしいな」

　十分に木を眼で愛めで尽くし、俺は満足すると次の錬金術のことを考える。

　先ほど、『花結晶』と相性が良いと判明した、もとから持っている素材、『純潔の乙女草クリア・リーフ』を用いた合成を結晶シリーズで試していこう。

　結果的に相性の合う素材を組み合わせ、【飽くなき探求】を発動させて作れた物は以下の通りだ。




：『花結晶』＋『純潔の乙女草クリア・リーフ』＋『妖精の粉』　→　『古ふる森もりの妖精薬』：




　成功ログを眺めつつ、できあがった物を見れば『花結晶』の元々の色、紫色の花が生成できたようだ。一見なんの変哲もない一輪の花だが、よくよく観察すると茎の部分が、内部から黄色く光っている。

「すんすん」

『古森の妖精薬』は若草と花の香りがブレンドされていて、とても清涼感のある匂いだ。堪能もそこそこに説明文を読んでみる。




『古森の妖精薬』

【妖精たちが潜む古き森にしか存在しない妙薬。使用すると雫しずくのような蜜が一滴、花弁から垂れてくる。これを摂取するとＭＰ40回復する。使用限度は３回】




　役に立ちそうなアイテムだ。

　今回は＋値などはついていないけど、これはマジックポーションの回数版ではないか。３回まで使用できるという事は、これ一本でＭＰが１２０も回復する優れモノ！

　ふははははは！　さすが妖精の作る宝石には上質な魔力が宿ると言われるだけのことはある。これらの素材を手にするために、争いが起きたというミソラさんが語ってくれた歴史には同情するけど、あの森は錬金道を切り開く可能性に満ちている。

　待てよ、結晶シリーズの素材でマジックポーションが作れるのなら、ポーションの上位版となるアイテムも作れるかもしれないのでは？

　そう閃ひらめいた俺は更なるポーションの高みを目指して、即座に錬金を開始する。

　手持ちの『翠玉エメラルドの涙』を取り出し、相性を確認しながら合成をした結果。




『翠玉エメラルドの涙』＋『葉結晶』＋『妖精の粉』→『結晶クオーツポーション』




　なるものができあがった。

　結晶シリーズを手に入れたら、こうも立て続けにアイテムを生成することに成功するとは。否応なくテンションが上がってくる。

「フフっ」

　結晶ポーションはガラスビンの中に、透明でさまざまな色の石コロがギュッと詰め込まれていた。ビンごしに見える結晶たちは、ちょっとした宝石のようで目を惹ひく。




『結晶クオーツポーション』

【使用すると中の結晶が瓶から溢あふれだし、拡散して身体をつつみこむ。それらが発する光が癒しをもたらす。光に触れた傭兵プレイヤーのＨＰが２００とＭＰが20回復する】




　ふはははは。

　眩まばゆい光と共に癒しをばらまく、煌きらめきの錬金術士ここに現る！

　友人のピンチに颯さつ爽そうと現れて、ドヤ顔したい。

　これが錬金術だと！

　しかもこれ、単体回復じゃなくて範囲回復だから、複数の傭兵プレイヤーを同時に癒すことができるのだ。

「ヒーラーの役を奪ってやるぜ」

　俺は燃える野望を胸に更なる錬金道を垣間見る。

　それは真っ赤に燃えあがる赤。

　俺の情熱に負けず劣らずの、赤くたぎる素材の存在を思い出す。

　モフウサから入手した『紅い瞳の石レツド・アイ』と、その上位変換で生成した『紅ぐ蓮れん石』だ。身の内から溢れだす熱い思いを胸にポチャンと『紅い瞳の石』を合成釜へと投入。

　すばやく相性のいい素材を吟味し、釜内がスッと晴れ渡る夜空になった『結晶の樹木』を追加素材に決定。先ほど、結晶シリーズを組み合わせて作ったクリスタルな若木だ。

「ここで、これが役に立つとはな」

　今回は素材に石があるので、初めから火力ＭＡＸの強火で釜の温度を上げる。

　粘り気は相当重く、かき混ぜ棒を動かす腕がにぶくなる。

　負けじと力を込めて混ぜていくが、釜の中は赤とも黒とも言えない濁った色をしていた。

「だがしかし、『妖精の粉』万能説だ」

　ここまでの錬金でわかったのは、『妖精の粉』を使うと合成がほぼ成功しているという事だ。

　淡く金色に輝く『妖精の粉』をフラスコに入れて、ちゃぷちゃぷと液体化したものを揺らす。

「ふふふ」

　合成釜の空模様がついに、灰色に包まれようとしたその瞬間をねらって、フラスコを逆さに持ち、盛大に『妖精の粉』を振りまく。

　すると、今までにない現象が起きた。

　何かが焦げる匂いが鼻をつく。

「むむ」

　さらに釜から細かい灰のようなモノと火の粉が舞い散った。

　これは『結晶の樹木テアリーツリー』が燃えているのか？

　ぶわっと熱気を感じた俺だが、ひるまずにかき混ぜ棒を握りしめ、激しくかきまわす。

　合成釜から伝わってくる熱が俺に浸透し、身体が火照ってくる。

　心の底から湧き上がる、興奮と熱情をぶつけるように、一心不乱に混ぜていく。

　あつい。

　あついぞ。

　まるで、合成釜と自身が一体化してしまったと錯覚するほどに。

「うおおおおおおっ」

　雄叫びをあげ、真っ赤に染まった合成釜の中をヌチャヌチャとかき混ぜていく。

　必死にこねくり回していくと、ボフンと青い煙が釜から膨れ上がり、錬金術成功のログが流れる。




：『紅い瞳の石レツド・アイ』＋『結晶の樹木テアリーツリー』＋『妖精の粉』　→　『火か護ごの粉ふん塵じん』：

：『火護の粉塵』が生成できました：




　作成された物は……なんの変哲もない15センチ弱四方の麻小袋で、紐ひもによってキュッと口が縛られている。紐を緩めて、小袋の中をのぞくとそこには紅く輝く粉が入っていた。まるで火の粉そのものが袋の中に詰め込まれているようだ。




『火護の粉塵』

【使用するとＰＴパーテイメンバーに火の加護を付与する。赤属性のダメージが１分間、10％カットされる】




　赤属性ということは火系統の魔法とかかな。ＰＴで挑む、炎を扱うボス戦などで重宝しそうだ。なんだか、すごいモノがどんどんできあがっていくので心が躍る。

　宝石を生む森、クリステアリー万歳だ！

「……錬金術万歳！」

　さてさて、いよいよ本日の大本命。

『紅い瞳の石レツド・アイ』でこんなに便利なモノが作成できたのだ。では、その上位変換で作れた『紅蓮石』では一体どんなアイテムが生み出せるのか。

　慎重を期して一度、自身のステータスを確認しておく。

　特に次は合成の成功率を少しでも上げたいのでＭＰをチェック。先ほど『生成の銀法』を１度使ったので、ＭＰは35から20へと減少していたが、あと１回は使える。

　そしてふと気付くけばＨＰが50から43に減っていた。

「あれ、もしかしてさっきの錬金術でダメージを受けてた……？」

　確かに熱さを感じてはいたけど、あれは実際にダメージを伴うものだったのか。どうやら作りだすアイテムによって、傭兵に様々な現象を付与する事もあると……。

「ふむ、気をつけないと。ここは一旦、冷却期間を置くべきか？」

　昂たかぶる感情と冷静な声が内心でせめぎ合う。錬金術は何が起きるかわからない、危険な魔法の化学反応。だが、それがいい。

　しかしだ……連続で錬金術に没頭するあまり、集中力の低下と身体のだるさを覚えているのも確か。となると、貴重な『紅蓮石』の合成は体調が万全な時にするのが良いのでは？

　そう結論に至った俺はしばしの休憩に入る事にした。

「つ、つかれた」

　合成釜をしまい、床にへたり込む。

　アイテムをいくつも作りだす事に成功した達成感の余韻にひたるも、俺はふと空腹を覚えた。そろそろログアウトしてご飯を食べるのもいいかも。

「おつかれさまっ天使ちゃん☆」

「うお!?」

　背後からジョージの声が聞こえ、慌てて振り向く。

「ジョージ？」

　いつの間にかエプロン姿のＮＰＣは消え、アフロヘアの色黒店主がカウンターに肘を突きながら座っていた。

「あまりにもぉん、天使ちゃんがすっごい気迫でぇん錬金していたものだからぁん♪　見守っていたのよ♪」

　バチッと両目を閉じて、特有のウィンクをかますジョージ。

　ずっと見られていたのか。

　ジョージに見守られていたとか……微妙に恥ずかしい気持ちになるけど、錬金術の戦果を語りたくもある。

　ジョージに豪語して、ミソラの森へと出発したのだ。だから俺は先ほど作りだしたアイテムに関して事細かに説明し、それをニコニコと微笑みながら聞き続けるジョージ。

「本当に、天使ちゃんわぁ、すごいわねん♪」

「あ、勝手にここで錬金をしてしまって、すみませんでした」

　一通り喋しやべり終えた俺は満足し、勝手にジョージのお店を使っていた事に気付いたので急いで謝る。

「いいのよぉん。天使ちゃんならいつでも来てもらって構わないわん。あなたがクラン・クランを楽しんでる姿を見ているだけで、あちきも胸が熱くなるのぉん♪　それにほらっ」

　ジョージはショーウィンドウの方を顎で指す。

　それに釣られて、俺もそちらに目を向けると、店の外から幾人かの傭兵プレイヤーがこちらを興味深げに眺めていた。

「天使ちゃんのおかげで、お店の宣伝にもなるしねぇん★」

「あれって……」

「天使ちゃんに興味があるのかもね、ウフッ」

「はぁ……」

　人ひと気けが少ないからここを選んで錬金していたというのに。落ち着いて錬金できる所を探さないといけないかもなぁ。

「あらあらぁん。でも、このお店には入りづらいようねぇん」

　まるで俺の心情を察するかのようにジョージは笑いかけてくる。そして、なぜか自分の筋肉を魅せつけるようにマッチョポーズをとりだす。

　その様子を見ていた外の傭兵プレイヤーはそそくさと去っていった。

「せっかくのお客様が……いいのですか？」

「あちきのしなやかなボディの魅力に気付けない男なんて価値ないわぁん。どうせスキル輝剣アーツじゃなくて、天使ちゃんに興味津々なのでしょうし？　男なら少しは自分の棒を、剣を磨きなさいよねぇん？　天使ちゅわんはいつでも、ここを使って頂戴ん☆」

「ありがとうございます」

　俺は心からのお礼を述べ、お腹も空いたのでそろそろゲームからログアウトしようとする。『紅蓮石』の合成は後でにしよう。

「じゃあログアウトしますので、また」

「んん、待って待ってぇん。ここでログアウトするのはいいのだけれどぉん、ログアウトする場所によっては危険なことを知ってるのぉん？」

　ログアウトする場所によっては危険？

「レストエリア以外でログアウトするとぉん、他の傭兵プレイヤーに好き放題されるわよぉん？」

「え……」

「やっぱりぃん、その様子じゃ知らなかったようねぇ。レストエリアは街によって様々だけど、宿屋、教会、各ギルド支部、あとはウチのような個人経営店ねぇん」

「なるほど……もしレストエリアでログアウトしなかった場合って、どうなるのですか？」

「キルされるわねぇ。所持金やアイテムを奪われたり、装備がなくなっていたりするわ」

「ひぃ」

「ただし、天使ちゃんの場合は15歳未満よね？　だから自分から攻撃しない限りはＰｖＰをできないって制限があるの。天使ちゃんはどこでログアウトしても大丈夫だけどぉん、ＰＴを他の人と組んでく上では必要な知識になってくるわねぇん」

「なるほどです」

　俺、多分見た目は15歳未満だろうけど、システム上は15歳以上って判断されていそうだ。

　称号『老練たる少女』の説明欄にも、『見た目に中身がそぐわない魔法少女。その幼い器には老練の魂が宿っているため』と書かれていることから、クラン・クランは俺が15歳以上であると認識していそうである。

「念のためにここでログアウトします。では、また会いましょう」

　ジョージに別れを告げ、俺はログアウトボタンをタップした。




◇




　なんだかんだ、すごく長い時間ゲームをプレイしてしまったな。

　お昼ご飯なんて食べてすらいない。

　リアル時刻を確認すると、夕方の６時を回っていた。

　少女姿でぶらついても、まだ問題ない時間だろう。

　……コンビニにいこっかな。

　同じ姿勢のままずっとゲームをしていたので、すこし身体をほぐし、急いでゲーム用のコンタクトレンズを外しながらコンビニに行く準備をする。

　だぼつく学校のジャージの裾を何回も折り返し、上着も腰の部分をキュッと縛ってサイズを動きやすいように調整。最低限の身だしなみは整えたつもりで最終チェックをする。

　鏡の前に立つは、やはり美少女。

「行ってくるか……」

　この姿になって初めて外出をする。

　美少女モードを目撃した事があるのは、ゲーム内での晃こう夜やと夕ゆう輝きぐらいだし、現実リアルで知り合いに遭遇してもこちらが素知らぬ顔をしていれば問題ないだろう。

　少しドキドキするけど、お腹も減ったし他に選択肢はないから行くしかない。

　意を決してドアを開けると、夏の熱気がもわっと顔をなで、夕方になっても鳴きやまないセミの声が響いてくる。

「夏休み、なんだよなぁ……」

　アパートから見える夕焼けを見つめながら呟つぶやく。

　毎年、夏休みになるのが楽しみで楽しみでしかたなかった小学校時代。

　中学時代もなんだかんだ、晃夜や夕輝と遊ぶ夏休みが楽しかった。

　宿題とか夏休み最終日まで残してしまい、晃夜に泣きついて答えを見せてもらったなぁ。

　……そういうのが、今年はできないのかな……。

「なんだよ、性転化って」

　ぽつりと独白をこぼす。

　今年の夏休みの課題は……前途多難そうだ。

　俺は不安を振りきるように、うだる熱さの中を走り出した。





12話　コンビニの不審者







　陽が傾き始めたとはいえ、夏場の気温は一向に下がる気配はなく蒸し暑い。

　髪の毛が長くなった分、首元に熱がこもり易くて肌がべた付く。

「あっついなぁ……」

　小さくなった歩幅も合わさり、サイズの大きすぎるサンダルは非常に歩きにくかった。

　早く家に帰りたい。

　引き籠もりのような考えを引きずりながら俺はしばらく歩き続け、特に学校の知り合いと遭遇することもなく、無事に最寄りのコンビニへと到着する。

『ぴんぽんぱんぽーん』

　自動ドアをくぐればコンビニの冷気がふっと身体を包み込み、涼感が心地よい。

「いらっしゃいませーでござる」

　クーラー万歳と歓喜しつつ、俺はお惣そう菜ざいコーナーへと歩を進める。

「それにしても、タロさんには驚かされたな」

　ふと聞きなれた声を耳にして、俺は身を縮こませる。

「変わった子だったけど、貴重なポーションを譲ってくれるあたり、施されるだけの姫プレイじゃなくて感じの良い子だったね」

　その音源は晃こう夜やと夕ゆう輝きの二人だった。

　よりにもよって、今一番会ってはまずい相手と居合わせるとは。

　親友達はお弁当コーナーで商品を見定めながら、何気ない会話をしている。

「タロ……といえば、名前がちょっと似てるな」

「訊じん太た郎ろうに？　そんなのよくある事でしょ」

「まぁな。ったく訊太郎の奴、ラインしても既読にならないな」

「やっぱり落ち込んでるのかなぁ……」

　現こ実こで遭遇してしまったら、俺はどんな対応をすればいいのか。焦る気持ちに釣られ、不審者ばりの素早さで二人からは見えないお菓子コーナーへと身をひそませる。

　お惣菜コーナーとお弁当コーナーは並んでいて、もし振り返られでもしたら姿を見られてしまっていただろう……危なかった。

「宮みやノの内うち茜あかねへの告白の件もあるからな……気晴らし、というか、他に熱中するものがあれば忘れられるかも、な」

「茜さんの事はしばらく触れない方がいいのかな？」

　ちなみにスマホは家に置いてきてしまった。晃夜からの連絡を無視したわけではない。

「いや、それは逆に訊太郎に気を遣わせる事になるだろう」

「じゃあ、いつも通りでいっか。はやく訊太郎とクラン・クランで遊びたいね」

　俺は二人の会話に聞き耳を立てながら、目の前に陳列されている憂い棒を凝視する。

　一本10円の憂い棒。

「そうだな。しかし、からあげ弁当がないのは残念だ」

「残念といえば、晃夜の趣味も残念だよね」

　うん……？　晃夜の趣味？

「だってゲーム内でも女子には厳しい晃夜が、タロさんにはやけに優しいじゃないか」

「俺をロリコンだとでも言いたいのか？」

「あはは。やっぱりあの美人すぎる見た目だから？」

「そもそも夕輝が先にあの子を助けようって言い出したんだろうが。まぁ、なんとなくだが訊太郎の義妹いもうと、ミシェルちゃんに少し似てるなと思ってな」

「あー……なるほど。そういえば訊太郎ってお姉さんもいたはずだけど、ボクたちって面識ないんだよねぇ」

「ミシェルちゃんとも中学の時に一度顔を合わせただけだけどな。それでも、全くの他人のようには思えなかったって話だ」

「訊太郎の両親って戦場カメラマン、ジャーナリストだっけ？　特殊な家庭環境だよね」

「訊太郎、そこは普ふ通つう人じんじゃないよな」

「それ以外はかなりの普通人だよね」

　俺のあだ名を口にして、クスクスと笑う親友たち。

　二人がタロは俺である、という結論にならなかったのに安心しつつも、どこか残念がっている自分もいる。親友のあいつらなら、姉のように『俺』だと気付いてくれるかもしれない、なんて淡い期待を勝手に抱いてる自分が嫌になる。

　しかも……二人が現実で変わり果ててしまった俺の姿を見て、受け入れてくれない未来を想像するとますます不安は募っていく。

「とにかくクラン・クランが訊太郎のいい気分転換になればいいよね」

「あぁ……今から訊太郎の家に行くか？」

「押しかけちゃう？」

　それだけはやめような？

　冷や汗が背を伝う。

「あ、でも、俺、夏休みの宿題終わらせないと」

「あはは、さすが晃夜は秀才だね。じゃあ訊太郎のお宅訪問は後日にしますか」

　ほっとしたのもつかの間で、二人の声がどんどん近づいてくる。

　というかコンビニ店内だっていうのにいつもより大きなボリュームで話してるな。普段は世間のみなさまに迷惑をかけるのを嫌がる、二人らしくない所業だ。

「夕輝も宿題やっておけよ」

「心配しないでよ。訊太郎じゃないんだから」

「確かに」

　おい。

　内心で不平をつぶやきつつも、俺はカップめんコーナーに身を隠しながら、二人の様子をこっそりと窺うかがった。二人は談笑しながらレジで、お会計をしている。

　そして何気なく観察するつもりだった俺の目に、とんでもない光景が映った。

　それは晃夜も夕輝も、イヤフォンをしているという事実だ。

　あのイヤフォンはまぎれもなく、クラン・クラン用のイヤフォンだ。コンタクトレンズも着用していたとしたら……ゲームにログインしながらコンビニに来ている事になる。

「ほんとに……ゲームをしながら現実でも問題なく行動ができるのか？」

　俺はまだ全く慣れていないため、あんな芸当は無理だ。でもあの二人はベータテスターなだけあって可能なのかもしれない。

　どうりでいつもより大きな声で会話をしていると思った……イヤフォンのせいだったのか。

　なんだか妙な違和感をぬぐえないまま、晃夜と夕輝が店を出ていくのをしばらく眺めていた。

「……俺も買い物をすませないと。お腹が減った」

　雑誌コーナーから二人がコンビニ周辺にいないことを確認し、俺は夕飯を選び、そそくさとレジへ持って行く。

「お預かりするでござる」

　ござる？　変な口調の店員だなと思いつつも、商品をレジに置く。

　俺の夕飯はグリルパスタサラダで決定だ。

　和風の小袋ドレッシングも添える。もともとパスタにドレッシングはついてくるのだが、俺は濃い味が好きなのだ。

　このコンボはお手軽価格の税込３６０円。

　商品をレジカウンターに置き、店員さんがパスタを手に取ったまでは良かったのだが、あろうことかパスタをボトっと手放した。

「てん……」

　しかも何かを言いかけ、一向にパスタを拾おうとしないので俺は店員さんを見た。

　見た目は普通の青年で、歳の頃は20歳になるかならないかだろう。

　どこにでもいそうな男性だ。そんな人が口をパクパクさせながら、こちらを見ている。

「天使……殿？」

「はい？」

　なんだかこの人変だな、と軽く首を傾げる。

「あ、いや……その」

　それから店員は口ごもった後に黙り込んだ。そそくさと代わりの商品を持ってきてくれ、普通にお会計を済ませる。その間、こちらを凝視していたのが気になって、ちょっとだけ居心地が悪かった。




　コンビニを素早く出て小さな溜ため息いきをこぼす。

「気をつけないといけないな……」

　誰に言うでもなく、俺は夕焼け空を眺めながら呟つぶやく。

　今の俺は、何かあっても対応できないかもしれない無力な少女なのだからと。




◇




〈クラン・クラン〉

【公式サイト　傭よう兵へいたちの宴会　掲示板】（ジャンル　生活系）




スレッド名　【美少女】ＮＰＣと傭兵プレイヤー【キャラ】




1：クラン・クランのＮＰＣって美人率高いよな

2：そんなわけで、おまいら。各自、自分好みのキャラのＳＳを貼っていけーい

3：ボクちんは断然、『剝製の白雪ブルーホワイト』きゃん推し

4：あのヤンデレっぽい奴？　俺は道具屋の魔女っ子キキちゃんだな




　この後、どの美少女ＮＰＣが一番なのかという論争が続く。




326：おい！　俺のフレンドが銀髪天使ちゃんのスクショを撮ったらしいぞ！

327：うおおおおお

328：ふぉっふぉっふぉ。ついにきたようじゃのぅ

329：ござっ、ござる!?

330：マジのガチ？

331：今、うｐる！




　そこには銀髪の美少女が、自身の身体の半分にも及ぶ大きめの釜を棒で一生懸命にかき混ぜている姿があった。どこかの店内らしく、カウンターには色黒アフロな店員がニコニコと微笑んでいる。




332：真剣に何かに打ち込むひたむきな姿勢。あぁ、麗しき姫は雨の日も、風の日も、決して折れない、芯の強い花に違いない……

333：これってなにしてるポ？

334：錬金術でござるな……

335：マジで!?　あのゴミスキルのガチ!?

336：うむぅ。幼いながらも険しい道を進むのぅ

337：困っていたら、貢いであげたい

338：待て待て。後ろで微笑んでるアフロの人物は『鉄血ジョージ』じゃないか？

339：マジ誰それ

340：む、確かに噂うわさ通りの風貌じゃのぅ

341：どんな強者でごわすか？

342：一部の男性傭兵プレイヤーの間で恐怖の対象になっている人物だ

343：確か……自分に相応しい男を探しにクラン・クランをやっているんじゃったかのぅ

344：力を認めた男性傭兵プレイヤーに問答無用でＰｖＰをふっかけて、その強さを見極めようとするらしい

345：無茶苦茶だぽ。男に襲われるとか嫌だっぽ

346：可か憐れんな花ならともかく、雑草に用はないな

347：強いのでござるか？

348：相当に強い。本職を装飾スキルにおいて、輝剣アーツ屋をきりもりしているだけの事はあって、傭兵プレイヤーが使用するスキルのアビリティを知りつくしているそうだ

349：じゃからＰｖＰでも、スキル・アビリティの先を取った動きで相手を翻弄して潰せるそうじゃのぅ……

350：堅く頑強な傭兵プレイヤーでも、襲われた者は全て漢おとこ泣きをして帰ってくるらしい

351：鉄より堅い棒を持っていようと、必ずプライドごとへし折る男、ジョージ……全男性傭兵プレイヤーの血涙を流させる男、ジョージ……

352：男などと呼んでみよ。キルされるわぃ

353：『風の狩人』に続いて、『鉄血ジョージ』と一緒にいる天使ちゃんって……

354：天使ちゃんは何者ぽ

355：さすが我が花にして姫。眠らずの魔導師であるボク同様に一筋縄ではいかない

356：迂う闊かつな行動は慎むべきでござるな……たとえ、目の前に彼女がいたとしても……

357：ふん、ボクには力がある。それを証明すれば、周りの目障りな連中は消えうせるだろう。さすれば姫とボクの、二人だけの楽園を築けよう

358：おいおい、なにすっか知らねえけど、天使ちゃんにだけは手を出すなよ？

369：わしも賛成じゃ。孫の成長を健やかに見届けるのもいいものじゃ

360：あんたの孫じゃないぷふ。でもボクちんも賛成～

361：天使殿が手の届く距離におわしたとしても、臣下として見守るのが義務でござるよ

362：はん、負け犬どもめ。まぁボクの華麗なる雄姿を見ているがいいさ




　こうして、天使ちゃんファンクラブ？は彼女の周囲にいる傭兵プレイヤーに恐怖していくのだった。





13話　カミングアウト







　夕飯のパスタサラダを食べ終えた俺は再びクラン・クランへとログインし、先駆都市ミケランジェロのとある場所に来ていた。

「ここが『天球まかせな時計台』か」

　その時計台は巨大な四角のオブジェを中心に、星を模した物体がふよふよと周回している。どんな原理で成り立っているのか定かではないが、なかなか幻想的な造形だ。

「なんだか人が多いなぁ」

　そんな独特な形をした建物のため、集合場所の目印にする傭兵プレイヤーも結構いるみたいだ。また、傭兵プレイヤーが集まりやすい場所だけに、彼ら同士の争いを鎮圧する青鎧ブルーメタルをまとった神兵デウスが８人で警備している。

　治安は良好のようだ。

　なぜ俺がこんな場所にいるかと言えば、クエストに行こうと夕ゆう輝きや晃こう夜や、シズクさんに誘われての集合場所がここだったからだ。ちなみにゆらちさんは不参加だそうだ……。

「まだ夕輝と晃夜たちは到着してないか……」

　錬金術でもするかな。

　自分の正体を親友たちに言えないモヤモヤとした気分をごまかすように、錬金術に没頭してゆく。周囲にいた傭兵プレイヤーたちが物珍しそうにこちらを凝視してくるが構うものか。

『翠玉エメラルドの涙』をしばらくせっせと生成していると、不意に声がかかった。

「……麗しき姫。キミはそこで何をしているんだい？」

　視線をそちらに向けてみると、そこには魔導師風のローブを着こんだ赤髪の、高校生ぐらいの少年がいた。

　さらに彼以外にもチラチラとこちらに視線を向けながら様子を窺うかがっている傭兵プレイヤーたちが何人かいる。

「あ、あいつ！　抜け駆けしやがった」

「なら、お前が話しかけにいけよ」

「いや、でもあんなに可愛い子に……」

　とか、コソコソしている。

　赤髪の魔導師くんと俺の成り行きが微妙に注目されているようだ。

「人を待っています」

　魔導師くんの質問には無難にそう答えておく。

「ふむぅ。こんなにも美しい雌花を、有象無象が闊かつ歩ぽする野原に放っておくなど言語道断だ」

「は、はい？」

「キミのような愛くるしい少女レデイを、待たせる輩やからはロクな奴じゃないと言っている」

「……は、はぁ」

「どうだろう、ここは『眠らずの魔導師』と謳うたわれるボクと一緒に、冒険をしてみないか？」

　なに、眠らずの魔導師とか。

　ちょっとかっこ…痛々しいわ。

「約束をしているので……すみません」

「なんたる心の清らかさ！　キミを待たせている、不ふ逞ていの輩に義理を通すその姿勢はまさに聖童女。時間がないのであればフレンド登録だけでもどうだろうか、我が姫？」

　そう畏まって膝をつき、キザったらしく目線を同じ位置に持ってくる魔導師くん。

「なっ。あいつフレンド申請しやがった」

「こうしちゃ、いられない！　俺も参戦だ」

「あ、あのっいい天気ですね？　ボクとフレンドになりませんか？」

　眠らずの魔導師君に続くように、傭兵プレイヤーたちが取り囲んできて一気にフレンド申請が飛んできた。

「な、なんだキミ達は！　今はこのボクが、天使な姫君と話しているのだぞ！　無粋な真似はやめたまえ！」

　眠らずの魔導師くんが抗議の声をあげるが、誰も聞く耳を持たない。彼らの勢いに気け圧おされ、どう対応すればいいのか迷ってしまう。

「え、えっと……」

　正直、迫って来る傭兵プレイヤーたちの体格はみな俺よりも大きく……壁が押し寄せてくるような圧迫感に恐怖を覚えた。動揺で視線が泳ぎがちになってしまい、どんどん視界が人間という名の壁で遮られる中、俺は一筋の光を見つけ出す。

「晃夜！　夕輝！」

　俺は群れる傭兵プレイヤーの輪から逃れたいがために、思わず叫んでしまった。

　すると二人は一瞬、驚いたように顔を見合わせ、頭の上にはてなマークを乗せたみたいな顔をしだす。

　周囲の傭兵プレイヤーたちも俺の視線の先を追いかけ、夕輝と晃夜を見やる。

　二人の容姿は端的に言い表すと、イケメンが夕輝でメガネイケメンが晃夜だ。そんな二人を品定めするように、周囲の傭兵プレイヤーがつぶやく。

「なんだ、あの二人が天使ちゃんを待たせていた奴らなのか？」

「なんか気に食わない顔だな」

　口々に二人へのディスりをまき散らす。

　唯一、反応が違ったのは、眠らずの魔導師君だった。

「そういうことか。そういうことなのか。これは宿命としか言いようがないな。くははっ」

　顔を右手で押さえながら、そうブツブツと呟つぶやき体を震わしている。

「世紀末の終しゆう焉えんを担うにふさわしい配役だな」

　かっこい…気味の悪い台詞を吐き、彼は盛大に侮蔑のこもった笑い声を上げた。

「くはははははははッ！　これはおもしろい！」

　颯さつ爽そうとローブを翻して、夕輝と晃夜へと歩を進めていく。

「可か憐れんな乙女を野蛮な野に放置している、不逞の輩やからは誰かと思っていたら。どうりで納得。【百騎夜行】のユウ、コウではないか。これは傑作だぁ」

　両手を広げ、大演説をするような身振りで二人に絡んでいった。

　なんとも挑発的なモノ言いに対し、夕輝と晃夜の二人は渋い顔をし出す。

「コウ、眠らずの魔導師さんは、何をわけのわからないことを言ってるんだろね？」

「放っておけばいい、ユウ。あいつの頭がおかしいのは周知の事実だ」

　二人も二人で、なかなか険のある対応をする。

「貴様らの愚かさには呆あきれるな。ボクの劫ごう火かに焼き尽くされないと、乙女を待ちぼうけさせた罪深さに気付けないらしい」

「【百鬼夜行】の団長、グレンさん。顔を合わせる度に、ボクらに悪絡みするのはやめてくれないかな？」

　夕輝が好戦的な魔導師くんに呆れ気味に発言を返す。

　あれ？　百鬼夜行ってどこかで聞いたような……そこで俺はピンときた。この魔導師くんは夕輝たちと敵対している傭ク兵ラ団ンの人だと。

「【百騎夜行】の俺らと、おまえの【百鬼夜行】という傭ク兵ラ団ンの名前が似ているだけで気に食わないとか……どっちが愚かなんだか」

　メガネをクイッと持ち上げて、表情を一切変えずに夕輝の発言に言葉を重ねていく晃夜。

「今はそんなことを言っているのではない。騎士気取りの愚か者共め」

　そう言い放ち、眠らずの魔導師くんはローブをはためかせる。

「人に仇あだなす子鬼がさえずるね」

「人語を解す知能すらない鬼さん、手のなるほうへー」

　夕輝は腰に携えている剣に手が伸び、晃夜は首をコキコキと鳴らし始める。

　双方の空気がかなり険悪なモノになっていく。

「燃えて後悔しろ」

「その少女に萌もえてたのは、お前のほうだろ？」

「貴様ら！」

　魔導師くんが長ちよう杖じようを構えるのに呼応して、夕輝と晃夜も戦闘体勢に入った。

　夕輝は盾と剣。晃夜は籠手ガントレツトを構える。

「おいおい、お前ら、ここでＰｖＰをするのか？」

「神兵デウスが８人もいるぞ……ペナルティどころか瞬殺されるぞ」

　一触即発な両者にざわつく外野。それに反応したのかガチャリと青鎧を鳴らすＮＰＣ、プレイヤー同士の戦いを察知すると制裁を下すという神兵デウスたち。

　なんだかよくわからないけど、このままじゃ二人が損を被りそうだ。こうなったのには俺にも責任があるし、なんとか解決できないものか。

　眠らずの魔導師くんは、何故か知らないけど俺を待たせてしまった夕輝と晃夜に怒っているわけだから……そもそも、このあどけない容姿のせいで招いた事態だ。

　ならば、この外見を利用して解決するのが得策……？

「待って！」

　俺はあらん限りの声を絞りながら、自分を取り囲む傭兵プレイヤーたちをかきわける。この突飛な行動に、臨戦態勢になっている三人がこちらへと目を向けてくれる。

　その一瞬弛し緩かんした空気を縫うように、そのまま夕輝と晃夜の傍に辿たどり着く。

「タロさん離れて。これはボクらの戦いだから」

「早い話、俺らの『戦争』に巻き込んじまうわけにはいかない」

　すまなそうに俺を遠ざける二人に対し、ふるふると首を横に振る。

　二人の反応にどうしようもない寂しさが込み上げてくる。いつもなら、学校でなら喜んで厄介事に俺を巻き込む二人が、今では赤の他人扱い。でも、こんな風にして距離を置かれるのも、遠慮されるのも、全部正体を隠した俺のせい。

　こんなのは……嫌だ。二人は俺の親友で、俺は二人の親友なんだ！

　だから、ガシッと晃夜の腰周りにしがみつく。

「夕輝おにいちゃんと、晃夜おにいちゃんをいじめちゃヤダ！」
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　必殺、純真無む垢くな少女こどもの叫び。ちびっ子ならこういう甘え方をするはずだ。

　みんな子供の願いを聞き届け、そして事態よ収束してくれ。

　しかし、俺の予想に反して、両者とも武器を収めてはくれない。

　夕輝と晃夜の二人に至ってはぽかんとしている。

「ぐぬぬぬぬ。許さんぞ貴様らぁ。美少女を盾にとるとは、卑ひ怯きよう千万だ！」

　なんか眠らず君とか、いっそう険しく獰どう猛もうな顔になってる。

　なぜだ。

　少なくとも俺だったら、子供にこんな感じで訴えられたら、子供側に加勢するか戦意など萎えてしまうのに。

「なんで美少女があんな奴らを庇かばうんだ？」

「なんか面白くねえな」

　美少女……そうだ。美少女が守ろうとしている者を一緒に守れば、美少女からの好感度だって上がるし、お近づきになれるかもしれないじゃないか。

　可愛い女子が大切だって訴えるモノは、万物共有の財産になるのではないのか？

　よし、もっと大切アピールすればいいんだな。絆きずなアピールが重要なのか！

　適当に思い出話を盛り込んで、この場を収めるのが上策だ。そうすれば二人も俺が訊じん太た郎ろうだって気付いてくれるかもだし、一石二鳥だ。

「ユウおにいちゃんは、プールで泳ぎ方を丁寧に教えてくれる優しいおにいちゃんなの！」

　夏季プールの授業で、ひらおよぎを如何に長くできるかのコツを教えてくれたよな。

「コウおにいちゃんは、おもしろいアニメとかマンガとか教えてくれるの！」

　あ、まだ借りたマンガ返してなかったわ。すまんな。

　とにかくこれで一件落着だ。

「おいおい、美少女とプールで、しかも泳ぎ方を手取り足取り指導だと？」

「うらやましすぎるぜ」

「美少女のスクミズ……まだ未成熟なボディ」

「死刑確定だな」

「俺はさりげなく自分好みのアニオタ調教してる、メガネの方が罪深い気がする」

「確かに。俺もあんな美少女と好きなアニメの会話に花を咲かせたい」

「………………」

「…………」

「……」

「「「「有罪ギルテイ！」」」」

　みなが一斉に親友二人へギラギラとした目付きを向けてゆく。それを見た俺は何かを間違えてしまったと悟る。

　いやいや待て待て。肝心の眠らずの魔導師くんの様子はどうだ？

　彼の方へそろりと視線を向ければ──。

　こめかみからビキビキと音が鳴りそうなぐらい、険しい顔をしていた。

「貴様らというやつは！　いたいけな少女になんてことを！　眠らずの魔導師グレンが、この不ふ埒らちな輩を成敗する！」

　なんでだ。

　周囲の反応に呆れ半分、どうしてこうなったと嘆き半分で、もうどうでも良くなってきた俺はいきり立つ眠らずの魔導師くんの前にシュタっと移動した。

　夕輝と晃夜を遮るように。

「愛しの姫。そこをどいてくれ。ボクにはやらねばならない使命があるんだ」

「ユウおにいちゃんと、コウおにいちゃんをいじめるの？」

　そうだ。いじめる。

　ここに解決のカギがあるはずだ。

「奴らはキミに、してはいけない事をしてしまったのだよ。成敗せねばならない」

「でも、眠らずの魔導師さんは強いのでしょ？」

　そうだ。こいつは自尊心が高そうだ。

「むっ。そ、そうだな」

「強くてかっこいい、眠らずの魔導師さんは弱い者いじめしない？」

　これだ。自尊心をくすぐる説得だ。

「かっこいい……だと？」

　何かに胸を射抜かれたかのように、魔導師くんは自身の胸を両手でつかみガクガクと震え出した。ちょっと、その様子は常軌を逸してて単純にひいた。

「はっ。ボクとしたことが……」

「眠らずの魔導師さんは……いい人？」

「あ、あぁ。ボクはキミの言う通り、強くてカッコイイ眠らずの魔導師グレンだ！」

「弱い者いじめもしない？」

「あぁ！　あぁ！　そうだとも！　【百騎夜行】の諸君は弱者だからな。今回は、ボクが制裁を加えるのはやめておこう」

　ん？　なにか引っ掛かりのある物言いだな？

　眠らずの魔導師くんは彼の横にいた数人の傭兵プレイヤーたちへ、顎をしゃくるような合図を飛ばした。上下関係を思わせるその所作に、俺の嫌な予感は的中する。

「騎士の処刑は【百鬼夜行】の副団長ユキオと、他の団員たちに任せるとしよう」

　ニヤリと笑った彼に呼応し、ローブを身に纏まとった青髪の少年が前に出て来た。さらにその少年を護衛するように５人以上の傭兵プレイヤーたちも近付いてくる。

　これは非常にまずい状況だと判断した俺はくるっと後ろにターンする。

「二人とも逃げるよ！」

「えっちょっと、タロさん？」

「お、おいおいっタロさん待てって」

　夕輝と晃夜の手を取って早々とこの場からの離脱を図る。

「あぁ、俺も美少女に手を引かれたい……」

　怨えん嗟さのような声を背後に取り残して、その場を移動した。




◇




「追って来てるな……数は、やっぱり７人か」

「シズクには連絡ついて、もうすぐ合流できそう。ゆらちの方は音信不通だね……」

『天球まかせな時計台』から離れた俺達は、路地裏の逃走劇へと転じていた。

「タロさん、もうこれ以上君を巻き込めない。狙いは君じゃなくてボク達なんだ」

「敵の傭ク兵ラ団ン【百鬼夜行】の規模は、うちの【百騎夜行】の10倍近いしな」

　だから、もう一緒にいられない。そう言い募る晃夜と夕輝に俺は意を決し、二人を順に指さしていく。

「朝あさ比ひ奈な夕輝、日ひ暮ぐれ晃夜、共に公立竹たけ花はな高校、通称花はな高こうに通う一年生」

　親友達はしばらく無言になり、走りながらもじっと俺を見つめてくる。

　そして数秒が経った後、ゆっくりと口を開いたのは夕輝の方だ。

「え、どうしてボク達の名前を……」

「……タロさん……まさか、お前、え？　でも、そんなはずは……だって女児……」

　震えそうになる声を抑え、ゆっくりと息を吐くように言葉を紡ぐ。

「ご、ごめん。実は俺、仏ふつ訊じん太た郎ろうなんだ」

「「は？」」

　全力疾走をしていながら、二人は器用に表情だけ硬直させてくる。

「えと、だから……その、バグみたいで、キャラクリが女子になってて……」

「はぁああ!?　スキャニングシステムの誤認識とか……ありうるのか？」

「って事は、なに!?　訊太郎、まさか今までボク達に黙ってたって事なの？」

　混乱、ここに極まる。といった風情で親友たちは奇声を上げながら路地裏を爆走。

「えへへ……」

「照れてもダメだぜ！　可愛いけどダメだな！」

「うん、可愛いけど許さないよ？」

　だよな……もっと早くに言うべきだったよな。

「その、言いだせなくて……騙だましてて、ごめんなさい！」

「どうせ顔を合わせ辛かったんでしょ？　告白の件でさ」

　それもあるけど、それだけじゃない。こんなキャラで、銀髪幼女な俺を受け入れてくれるのかがちょっと心配で……。

「ったくよー。それなら早く言えよ」

　親友たちがふと意地の悪い笑みを浮かべてくる。それを見て、やっぱり二人はかなりの御立腹かと思ってヒクッと喉を鳴らしてしまう。

「お前が訊太郎なら、遠慮なく巻き込んでやるぜ。感謝しろ」

「そうだね。ボクたちに秘密にしてた貸しは大きいよ？」

　だって、と二人の言葉が重なる。

「俺達、親友だろーが」

「ボク達、親友だしね？」

　やばい、目から塩水が出そうになってしまう。




◇




「ユウくん、コウくん、えっ!?　タロさんも大丈夫なの!?」

　合流を果たしたシズクちゃんは、開口一番に『こんな可愛くて小さな子を巻き込んで！』と親友たちに説教をし始めた。敵の追手はすぐそこまで迫ってきており、狭い路地裏で弓矢がビュンビュン飛んで来る状況なのに彼女は至極マイペースだった。

　そんな折、降り注いでいた矢が通り雨の如くパッと止む。

「シズ、説教は後にして欲しいかな？」

「あいつら、こっちに遠距離攻撃ができる魔法職が加わったとみて警戒してるぞ」

「ねぇ、チラッと物陰から見えたけど、相手には【百鬼夜行】の副団長さんもいるの？」

「あぁ。氷結魔法スキル持ちのユキオだ」

　氷結魔法スキル……確か、ジョージのお店で４万エソという値段がついていた高級品だ。そんな高額なスキルを手に入れられる程の上位傭兵プレイヤーが、俺達に戦闘をしかけているのだと思うと身体が自然と強張った。

「って、一斉射撃だ。めっちゃ飛んでくるぞ」

　今まで遮蔽物を駆使して敵の弓矢をかわしていたけれど、相手はどうやら遮蔽物が途切れるタイミングを狙って猛攻撃を仕掛けてきたようだ。

「みんな、ボクの後ろへ！」

　盾を前面に構える夕輝に隠れるように、みんなで身を寄せる。

「巨人の盾エル・エスクード」

　夕輝がアビリティを発動すると、持っていた盾が３倍以上に膨れ上がっていき、すっぽりと俺達が隠れられるサイズに巨大化したではないか。それに比例して重さが増したのか、夕輝はその盾を持っていることができず、地面に突き刺して支えるように構えた。

　それにともない、全員がしゃがんでいく。

「『巨人の盾』の効果は、最大２分もつ。だけど重すぎて動けないのが難点だよ。とにかく、その間にどうするか決めないと」

　キィンッと巨人の盾が矢を弾く音がする。俺はちょっとだけ身を縮めてしまうけど、親友たちは場ば馴なれしているようで怯ひるんだ様子すら見せない。

　トスッとすぐそばの地面に矢が突き刺さり、どうしてもピクッと身体が反応してしまう。

「接近してこないって事は、数の優位性を活かし遠距離攻撃でちまちまと削ってくる気だろうな……」

「私の魔法攻撃にも、ＭＰの関係で数に限りがあるし。相手の場を乱す必要があるかな？」

「弓兵を主軸にしたＰＴパーテイに、こっちから接近を試みるのは危険すぎる。ジリ貧だね……」

　そこで俺はとある事を思い出す。

「ねね、俺は15歳未満の傭兵プレイヤーに見えるんだろ？」

　俺の今の見た目は10歳そこらの少女だ。

「あぁ、だけどそれがどうしたんだ？」

「つまり、俺は攻撃されないから堂々と出て行って接近できるんじゃないか？」

「「「！」」」

　その場の誰もがハッとしたような顔になった。

「確かに……だが、15歳未満の傭兵プレイヤーが組んでいるＰＴメンバーが、つまり俺達が攻撃行動を開始した場合、15歳未満の傭兵プレイヤーも攻撃可能対象になるぞ」

「つまり、コウたちが仕掛けるまでは、無敵なんだよな？」

「だけど、タロ……」

　俺が15歳未満じゃないのを晃夜と夕輝は知っている。だからなのだろう、心配気な表情で俺を見つめる。でも、そもそもの狙いは俺じゃないのだから安全度も高いはず。

「迷っている暇はないんじゃないの？」

　一瞬の無言でのやり取り、『やれるのか？』という親友達の問いに『任せろ』と返事をする。付き合いの長い俺達ならではの共有力で見つめ合い、互いに頷うなずき合った。

「タロさん……単独行動はすごく危険だよ。あいつら相手じゃ、攻撃可能対象になった瞬間に即キルされかねないよ……」

　シズクちゃんの心配はありがたいが、思いつく限り有効手段はこれしかない。

「ユウたちは俺が相手を乱した瞬間から、特攻をかけて欲しい」

「タロの言う通りにするよ。それまでなんとか距離を縮めるから、任せて」

　夕輝が俺の意見にはっきりと賛同し、晃夜も凜り々りしく微笑んだ。

　シズクさんはそんな二人の態度に説得を諦め、心配そうにおろおろとしている。

　そんな三人の様子を見て、『あぁ、いいな。ＰＴ戦』と感じてしまう。窮きゆう地ちを共にし、それぞれが協力して役割を担う感覚。

　なにより、晃夜と夕輝、それにシズクさんの役に立てるかもしれないと思うと嬉うれしい。

「ユウ、いざとなったらこれを使って」

　俺はそう言って、全体回復に役立つ『結晶クオーツポーション』を夕輝に渡しておく。

「こ、これは……え？　ＨＰとＭＰの両方の回復、しかも複数人に!?」

　夕輝が『結晶ポーション』の説明欄を呼んで驚きよう愕がくしている。

　俺はここぞとばかりに、フフッと軽い笑みを漏らす。

　錬金術も捨てたもんじゃないだろ？　って。

「じゃあ、いってくる」

　俺は夕輝の庇ひ護ご下から飛び出した。あとは弓矢の飛んできた方向へとダッシュ。予想通り、弓矢は俺へと飛んでくる気配がなく、まるで矢が向こうから避けてくれるような無双感を味わえた。あちらも俺にはとっくに気付いているようだが、無視して夕輝たちに集中砲火。俺が15歳未満の傭兵プレイヤーだと判断し、攻撃が通らないと思いこんでいるのだろう。

「はじめまして、お嬢さん。ボクの名前はユキオだよ」

　ある程度近付くと、魔法使いの少年が悠長にも挨拶をしてきた。ふと彼らの頭上を見れば交戦中だからなのだろう、相手の名前とレベル、ＨＰバーが見える。




【ユキオLv11】【ぼびろんちょLv７】【ムキムキ兄Lv９】【ムニムニ弟Lv８】

【ロックオンLv７】【ストラトスLv７】【ぴゅう吉Lv６】




　うはぁ……かなりレベルが高い、というか名前がとても個性的だ。

「は、はじめまして。タロです」

　やはり、俺のことを15歳未満の傭兵プレイヤーだと判断しているようで、攻撃を仕掛けてくる気配が微み塵じんもない。

「キミはうちの団長のお気に入り『白銀の天使』ちゃんだねぇ」

「はく、てん、え？」

　俺が今のところは攻撃不可対象と思ってか、普通に話しかけてくるユキオ君。何気なく会話をしているが、その間にも弓矢は晃夜たちに放たれている。

「連中を心配しても無駄だよぉ。あっちは近づく事すらできないし、来れたとしてもボクの氷結魔法でカチンだ」

　勝ち誇った笑みを浮かべるユキオ君。

「キミ、どうやらアチラさんの『百騎夜行』には所属していないようだね？」

「……はい」

「ボクたちはねぇ、キミみたいなLv３の初心者さんをいじめるつもりはないんだ。どうかなぁ、この戦闘の後にでもウチの傭ク兵ラ団ンに入団してみては？」

　まさかの戦闘中に勧誘。

「うちに入団すればレべリングとか手伝うし、すぐに強くなれるよぉ？」

「…………」

　美味しいお誘いだが、親友達と敵対している傭ク兵ラ団ンに入るつもりは毛頭ない。

「まぁ悩むことも美徳だねぇ。ボクらの強さを見て参考にするといいよっと。それにしても団長の言う通り、キミは美しいね。まるでほら、この『氷雪を育む杖つえ』と同じぐらい、いやそれ以上に美しい」

　そう言って、ユキオ君は自分が装備している杖を自慢げに見せてくる。

　真っ白な杖の先端には、氷で生成された花の造形が施されており、確かに美しい。

「キミの大事なモノはなんだい？」

　ユキオ君の動向を警戒しつつＰＴメンバーのＨＰバーをチラリと確認すれば、かなりの惨状になっていた。ジリジリとこちらに近付いてくれたことで、ダメージを被ったのだろう。




　ユウ　　ＨＰ２１６／４１０　ＭＰ35／45

　コウ　　ＨＰ88／２３０　　ＭＰ50／50

　シズク　ＨＰ15／１５０　　ＭＰ１６０／１６０




「仲間、ですかね……」

「あはぁ、それじゃあ大事なモノを奪っちゃうことになるねぇ」

　下卑た表情で、俺を舐なめまわすように眺めてくるユキオ君。

「でもその前に、キミの仲間がボクらを攻撃してきた瞬間、ボクがキミ自身の命を奪っちゃうかもなぁ」

「いいですよ、俺は死んで」

　にっこりとユキオ君に笑みを飛ばす。キル覚悟の俺を見たユキオ君は、嗜し虐ぎやくの笑みを浮かべ、晃夜たちへと振り向き詠唱態勢に入った。

「凍結せし連結の楔くさびを──「ほんとは死にたくないです！」

　サクッと、詠唱中のユキオ君を背後から小太刀で突き刺す。
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　ブラフだ。ここまで頑張ってキルされていいはずがない。

　俺の手にがっつりと握られた小太刀『諫いさめの宵よい』の刀身は、ユキオ君の薄い胸板を貫通し、夕輝たちにその刃先を覗のぞかせているだろう。

「んなっ」

　ビックリしたユキオ君は詠唱を中断してしまった。

　Lv３という低火力おれが、自らの安全マージンを放棄して攻撃を仕掛けるという選択肢を選ぶとは予想外だったようだ。ＰｖＰに慣れきってるがゆえの油断、思い込み。それらを完全に利用させてもらったわけだ。

「ごめんなさい、仲間のためなんで。それとユウ！　使って！」

　ユキオ君が動揺した隙に、夕輝へと『結晶クオーツポーション』の使用を促す。彼が『結晶クオーツポーション』を砕くと、近くにいる晃夜、シズクちゃん、夕輝のＨＰとＭＰがグッと回復する。

「全員が同時に回復だと!?　あの一瞬で!?」

　ユキオ君が狼ろう狽ばいするのを見逃さなかった晃夜は、『飛ひ翔しよう脚きやく！』と叫びながら、移動系のアビリティ？を発動し一気に彼との距離を詰める。すごい跳躍力だと感心しつつも、晃夜を仕留めるためにお付きの弓使いが焦った様子で矢を射かけていった。

「くっ」

　２本の矢を受けた晃夜は、空中でバランスを崩し、着地に失敗。しかし横転しながらもユキオさんの真正面へとたどり着く。

　矢が命中する前に結晶クオーツポーションをつかっておいたおかげで、晃夜のＨＰ全損はなんとか免れたようだ。

「や、刃となりてっ」

　慌てて詠唱しようとするユキオ君に向かって、晃夜はアビリティを発動する。

「吹雪け、「『二に連れん桜おう華か』！」

　俺だけでなく今度は晃夜にまで詠唱中に攻撃を加えられ、魔法は発動せずに失敗に終わってしまう。晃夜が放つ二対の拳が、ユキオ君の片頰とお腹を激しく打ち付けた。

「くはっ」

　またもや詠唱途中でつぶされたユキオ君は、舞い落ちる桜のように、よろよろとへたりこむ。

　矢を放ち終わった二人の射手には、シズクさんが発動したであろう水の拳が被弾していた。

　夕輝は次々と飛来する弓矢からシズクさんを守っている。

「『六りつ花かの道』」

　更に六連撃の拳をおみまいされたユキオ君。

　魔法を発動しようにも、近距離攻撃を連続で受けて反撃の余地を封じられてしまっているようだ。

「くうっ」

　ユキオ君のＨＰバーはまだわずかに残っているとはいえ、晃夜の『二連桜華』と『六花の道』を叩たたき込まれた彼は、衝撃によって後方へと倒れゆく。

　そう、小太刀を構える俺の足元に。

「えいっ」

　額にプスッと、転倒した瞬間を狙って地面に突き立てるように俺はトドメをさした。




：ユキオLv11のキルを確認：

：ユキオより『氷雪を育む杖』がドロップしました：




　あ。

　さっき自慢してた装備が手に入った。

「大事なモノ、奪っちゃいました」

　愕がく然ぜんとするユキオ君に、申し訳なげに微笑んでおく。

　口をパクパクしながら消えていく彼に向かって、俺は南無とだけ合掌しておく。

「ぐっユキオさん！　ちきしょう、調子に乗るなよ、騎士気取りめ！」

　敵が唾を飛ばす勢いで吠ほえる中、夕輝が身体を張って守り続けたシズクさんも競うように詠唱を完成させる。

「『大球よ、大たい仇きゆうを焼き焦がせ』」

　そして数秒後。

「『空を舞う火球フアイアー・ボール』！」

　どうやら無事に魔法発動のための問題に答える事ができたようだ。

　３個の火球が敵傭兵プレイヤーたちに襲いかかり、その周囲すらも巻き添えにして炎が爆発する。その圧倒的な火力を目にして、やっぱ魔法すごーって感動してしまう。

「ＭＰがなくなっちゃった。あとはお願い！」

　しかし、シズクさんは何発か魔法を発動すると、その勢いはすぐに鎮火してしまう。一時は敵にまとまったダメージを叩き込めたが、人数的な不利がすぐに状況を厳しいものにした。だが、この狭い路地裏での混戦、ちびっこは有利だ。俺の存在を認め辛いのか、迅速に移動して味方をバックアップ。ここで素早さにステータスを振っていたのが活きる！

　晃夜や夕輝のＨＰが削られれば、すぐさま『翠玉エメラルドの涙』を使用。ぐっと彼らのＨＰは全快する。

「なっ、どこに回復役ヒーラーの魔法使いがいるんだっ」

「さっきから、詠唱にしたって早すぎるだろ!?」

　晃夜が回復するのを、驚愕の視線で見送る弓使いたち。

　回復がポーションによってもたらされたという解答がでてこないのが不満だったので、俺はわざと『翠玉エメラルドの涙』を新たに取り出し、ぷらぷらとビンを揺らしてみせる。

「なっ、あんな高級品をぽんぽんと使っていたのか!?」

「おい、よそ見してるヒマがあるのか？」

　敵の動揺に容赦なく付け込んで、素早い動きでパンチをかましていく晃夜。それを横目に俺はシズクさんへと駆け寄る。

「シズクさん、これを使って！」

　困惑するシズクさんの隣に寄り、『古ふる森もりの妖精薬』を渡す。




『古森の妖精薬』

【妖精たちが潜む古き森にしか存在しない妙薬。使用すると雫しずくのような蜜が一滴、花弁から垂れてくる。これを摂取するとＭＰを40回復する。使用限度は３回】




「その花から出る雫を飲んでシズクさん！」

「へ？　シズクがシズクを？」

　自分の顔を指さすシズクさん。

「早く！」

「う、うんっ」

　俺の切羽詰まった気迫に押し負けたシズクさんは、花を顔の上にもっていき、垂れた雫を飲んだ。

「これはっ、ＭＰ回復アイテム!?」

「そう！　あと２回飲めるから、ＭＰ足りなかったら、飲んで！」

「は、はいっ」

　続いてコクッと２滴目を飲みほしたシズクさんはニコリと笑った。

「ありがとね、タロちゃん」

　そう言って前方を睨にらみ据え、彼女は颯爽と杖を敵傭兵プレイヤーたちへと向ける。

「『水よ、我が拳となりて脅威を打ち砕け』」

　それから数秒間の沈黙、夕輝が身を以もつてシズクさんを敵の猛攻から庇う。

「『水聖踊る剛拳ウオータースプラツシユ』！」

　こうして次々と敵傭兵プレイヤーを晃夜が攪かく乱らんし、ガードの硬い夕輝がシズクさんを守り、決定打となる魔法攻撃によって敵は次々とキルされてゆく。

「ぐっ、この、うおおっ筋肉こそが力！　筋肉こそが神！」

　雄叫びを上げるムキムキ兄さんだったけど、晃夜と交戦している隙にシズクさんが完成させた火球の魔法によって沈んでいった。

　あばよ筋肉。




：ムキムキ兄Lv９のキルを確認：




「タロっ」

「タロちゃんっ」

「タロ、お前やるなぁ！」

　近くの敵を全滅させると、三人はそろって俺の傍に駆け寄ってきてくれた。

　俺を守るかのように囲んで、百騎夜行のメンバーはそれぞれの武器を構える。

「みんなこそ、さすが」

　ＰｖＰという初めての体験による、緊張と興奮が全身を包む。上気した頰は熱く、自然と口角がつり上がってしまう。

　どことなく、みんなも好戦的な笑みを浮かべていそうな雰囲気を感じる。

　一心同体ってやつだ。

「……これ、楽しい」

　正直な感想を述べると、仲間達はクスクスと笑い出した。

「だろ？」

「くせになるかな？」

「みんなと協力、いいよね」

　俺の感想に、それぞれが背を向けながら返してくれたので、やっぱり頰が緩んでしまう。

「タロちゃんの回復が間に合わなかったら、負けてたよ。ありがとね、タロちゃん」

　さりげなく、シズクさんの呼び方がタロさんから、タロちゃんに変わっていたことが気になったが、雰囲気的にツッこむのはやめておく。

　彼女なりの親密表現のあらわれなのだろう。

「シズクさんの方こそ、やっぱりすごい魔法でした」

　一緒に戦闘をくぐりぬけ、深まる友情。なんだかいい感じだ。

「シズクでいいよ」

　そんなことを言いながら、唐突にぎゅむっとハグをしてくるシズクさん。

　おお、いいかほり。というか感触が、その、柔らかくて緊張します。

「いや、でも……」

「シズク」

　微妙に眉間にしわを寄せながら、シズクさんは念押しをしてくる。

「……じゃ、じゃあ。シズクちゃんで」

　恥ずかしさのあまり、俯うつむきながら呼んでしまった。

「うふふータロちゃんっ」

　そんな俺達に晃夜と夕輝が近づいてきた。

「おおー、仲良さそうだな～？」

「それにしても、タロのポーションってすごいよね」

「タロちゃんの作るアイテムがあれば、もしかして無敵だったり？」

「ふふふ。これぐらい錬金術士として普通さ」

「あ、出たぞ普ふ通つう人じん？」

　う……つい、また口癖が。

「まぁまぁ、今回はタロのおかげでここまでの戦況にもっていけたし、いじるのは後でにしようか？」

「……結局、いじるんですか」

　すねる俺に、三人は肩を揺らす。

「でもさ、錬金術士ってもしかして……」

　……ピクリ。

「言われているほど弱くないんじゃ？」

　ヒクヒク。

「実はすごかったり？」

　……。

　ふっふっふーん。

「ねね、タロちゃんが良かったら何か錬金術みせてよ」

「ふむ？」

　全然いいよ？

「シズク、こんなところで錬金術はちょっと」

「なにか起きた場合、対処に遅れそうだよ……」

「いいじゃない。どーせ、グレン君は勝ったと思いこんで追手とかいないと思うの」

　そうだそうだ。

　素晴らしい錬金術を、ぜひ見ていくべきだよキミたち。

「それはそうだが……」

「それに二人も、タロちゃんの錬金術を見たいと思わないの？」

　どうだね。キミ達も未知の領域に足を踏み入れてみようではないか。

「うーん……気にならないと言えばウソになるかな」

「まぁシズクの言う通り心配は当分ないだろうしな……じゃあ、何かやってみせてくれよタロ」

　くふふふ。

　きたきた、ついに錬金術の素晴らしさを広める時が！

「みんながそこまで言うなら……」

　ここは錬金術の魅せどころだ。

　気の進まない態度を取ってはいるが、内心は嬉し過ぎて、突拍子もないお願いをしてきたシズクちゃんに感謝していたりする。

「じゃあ、みんなと出会ったミソラの森で手に入った『モクモク草』を使おうか」

　モフウサの好物である草。

「お、シズクの座っていた傍に生えてた、綿毛がくっついた植物か」

　晃夜が察し良く答えてくる。

「そうそう」

　銅の合成釜を取り出し、ぽちゃっと『モクモク草』を放り投げる。

　錬金術にせっかく興味を持ってくれた三人を前に、なるべく失敗はしたくない。だが、既存のアイテムを作っても味気ない。ならばみんなが共通で知っている素材を使うが上策。

　集中しつつ、２つ目の素材候補を順々に釜の前に掲げていく。

「星空を保てたのは……『石ころ』と『紅い瞳の石レツド・アイ』、各種フン系統……それにやっぱり『妖精の粉』か……ふむ」

「なんだかタロちゃん……本当に錬金術士みたい」

　両手を顔の前で組んで、キラキラとした眼差しを向けてくるシズクちゃんに堂々と頷く。

　ふっふっふ。

　俺はしばし迷った後、『石ころ』を投入することにした。

　今回はフン系統を混ぜるのは避けさせてもらおう。なぜなら、みんなのイメージがよろしくない。決してウン告コく白はくから来るトラウマではないのだ。

　さてさて『石ころ』を投入しているので、ここは強火といきたいところだが、植物の『モクモク草』にも配慮して、中火で煮込んでいこうか。

　釜内部は……濁った灰色か。

「釜の中の変化を見極めながら混ぜていくのか」

「そうだ」

　ふっ。だがそれだけではない。

　ぐつぐつと釜全体に十分な熱が行き渡ったことを確認した俺は、ここで錬金キット『ビーカー』を取り出しアビリティ『飽くなき探求』を発動。

　液体化させるは、モフウサから取れる『紅い瞳の石』だ。どんよりとした黒と赤の混ざった液体がビーカーの中に満たされる。

「えっ、今……赤い石が一瞬で液体になったよね？」

「これが錬金術なのだよ、ユウくん。フフフ」

　ドヤ顔で夕輝に言い放つ。

『紅い瞳の石』を釜にトポトポーっと追加投入。

　なぜ俺が２番目の素材を『紅い瞳の石』ではなく『石ころ』にしたのか。

　その理由は『紅い瞳の石』は元々、熱をもっていそうだったからだ。仮に『石ころ』を３番目に投入した場合、火力を上げて溶かさないといけないと判断し、その場合植物である『モクモク草』に悪い影響を与えるのではないかと踏んだのだ。

『紅い瞳の石』ならば元から熱そうだし、釜の温度を上げなくても上手く溶けて混ざり合うはず。だから投入の順番的に最適な気がした。

　釜の色が濁った灰色から薄いピンク色へと変化し、妙な匂いが鼻をつく。

「臭いな……」

　まるで火薬のような香り。

　かき混ぜ棒の重みは、鈍くも軽くもない。

　ゆっくりとかき混ぜてゆき、仕上げの『フラスコ』を取りだす。

『飽くなき探求』を再び発動し、金色の鱗りん粉ぷん『妖精の粉』を液体化。

「うわあぁ……綺き麗れい……」

　フラスコの中で、金色の粒が踊る液体を眺めたシズクちゃんが感嘆の吐息を漏らす。

　眩まばゆく光る液体を４つ目の素材として投入。

　変化はすぐに起こり、釜から青い煙がモクモクと上がった。




：『モクモク草』＋『石ころ』＋『紅い瞳の石』→『夕雲吹く玉』：

：『夕雲吹く玉＋３』が生成できました：




　む……ログを見る限り、『妖精の粉』は必要なかったようだ。

　だが生成できたアイテムの＋値が３と、今までで一番いいモノができた。

「お、なにかアイテムが作れたみたいだな」

　晃夜が俺の手に握られた玉っころを凝視しながら指摘してくる。

　スモークピンクな玉を片手で上へと軽く放り投げ、クールにキャッチ。

「『夕雲吹く玉』の完成だ」




『夕雲吹く玉』

【周囲に夕暮れ時の雲を発生させる。『雲吹き玉』の亜種で、一時的な目くらましに効果的】




「なんか目くらましに有効なアイテムらしい。俺も今初めて生成したアイテムだ」

「ケムリ玉……？　また新種のアイテムだね」

　夕輝が『雲吹き玉』を眺めながら、未知のアイテムだと言ってくる。

「しかし、錬金術とは不思議なもんだな」

「錬金術って、なんだか楽しそう」

『夕雲吹く玉』をポンポンしながら彼らに、キメ顔を向ける。

「おもしろいだろ？」

　うなる晃夜と、興味を抱いてくれたシズクちゃんにドヤる。

「あぁ。聞いていた錬金術スキルのイメージとはだいぶ違うな」

　しぶしぶと頷く晃夜と夕輝。

「あっ、ゆらちゃんからフレンドメッセージがきた」

　シズクちゃんは錬金術の結果に感動しつつも、唐突にかかってきたゆらちさんからの通信に対応し始める。しばらくコクコク頷きながら、口パクで何かを喋しやべっている仕草を見せるシズクちゃん。

　フレンドメッセージって傍はたから観察するとあんな感じなんだ。

「みんな……ゆらちゃんが大変なことになってるっぽい」

　フレンドメッセージを手早く終えたシズクちゃんの表情は暗かった。

「キルされたのか？」

「うん……それで、メイン武器が敵にドロップしちゃったらしく、その武器を返してほしければ『百鬼夜行』に入団しろって迫られてるらしいの……」

　マジか。けっこう強引な勧誘もしてるんだな。

「おいおい……１％の確率を相手さんは引き当てちゃったのかよ」

「ゆらちーのメイン武器って言ったら、両手剣でも屈指のレア武器『大たい輪りん火か斬ざん』だったよね」

「うはぁーご愁傷様だな」

　相手の傭ク兵ラ団ンに、ゆらちーが加入する心配をこれっぽっちもしていない二人にちょこっと疑念を覚える。

「ゆらちさんが『百鬼夜行』に入団するって可能性は？」

「ないね」

　即答だった。

「早い話が、ゆらちーは兄貴のグレンが大っ嫌いなんだよな」

「ゆらちと『百鬼夜行』の団長グレンさんはリアルで兄妹なんだよね」

　夕輝の言にちょっとだけ驚く。兄妹で同じネトゲをやってるとか珍しい。

「しっかし、武器を返して欲しければ入団が条件ねぇ」

「また一ひと悶もん着ちやくありそうだなぁ」

「ゆらちは『大輪火斬』を大事にしてたもんね……」

　ゆらちさんは感じが悪かったとはいえ、夕輝や晃夜の大事な傭ク兵ラ団ンメンバーっぽいし、何とかしてあげられるのなら、してあげたいけど……。

「ゆらちの『大輪火斬』への愛着、半端なかったもんなぁ」

　武器に対する愛着か。

　たしかに敵方の副団長ユキオ君も武器への愛着心とか強そうだったな。

　んん……まてよ、愛着か。俺は戦いの興奮と錬金術のお披露目で、重要な事が頭から抜け落ちていたと気付く。

「これ、交渉材料に使えたりする？」

　俺はおもむろに、ユキオ君からドロップした『氷雪を育む杖』を取りだした。

「「「なんでそんなレア武器もってるの!?」」」

『百騎夜行』三人の大声が路地に響いた。





[image: ]





[image: ]





14話　代理戦争







「本当に『百鬼夜行』の副団長、ユキオのメイン武器を持ってるの!?」

　武器を奪われたという、ゆらちさんは晃こう夜やに食いついていた。

　裏路地での戦闘を経た俺達は、奇襲を受けたゆらちさんといったん合流する事になったのだ。

「ユキオの武器をドロップしたのは、タロだ」

　晃夜が視線で俺を示すと、ゆらちさんは「え……」と固まる。

　俺を理由に素っ気なくＰＴパーテイを抜けたゆらちさんとしては、自分の武器が戻ってくるかもしれないという交渉のカギを握っているのが、俺だというのは決まりが悪いのだろう。

「そう、なんだ……」

　気まずげに俺を見つめる、ゆらちさん。

「あぁ。でも、タロが所持していてよかったな。交渉時はタロをアピールすればいい」

「確かにね。ボク達『百騎夜行』の誰かにドロップしていたら、あちらさんは死に物狂いで取り返しにくるだろうし。何回だってキルしてきそうな勢いで襲撃してくるよね」

　だって戦争中だしな、と夕ゆう輝きの意見に晃夜が賛同する。

「それにタロは15歳未満の傭兵プレイヤー……に見え……傭兵プレイヤーなわけで、タロから奴らを攻撃しなければ、タロはずっと攻撃不可対象だしな」

「そもそも、『百鬼夜行』のグレン君に気に入られてる節があるよね、タロは」

「タロちゃんでよかったぁ」

「で、『大たい輪りん火か斬ざん』と『氷雪を育む杖つえ』の取引、交換役もタロがするのか？」

　晃夜が具体的に話をまとめようとしたところで、ゆらちさんが『待った』をかけた。

「ちょっとちょっとストップ」

「なんだゆらちー」

「どうしたの？」

「ゆらちゃんなにー？」

　ゆらちさんは、もごもごと独りごちる。

「いや、なに自然に取引の話をしてるわけ。そ、その、ユキオの武器はタロさんにドロップしたんだから、タロさんが自由に扱うのが筋ってものでしょ？」

「俺は別にかまわないよ」

　交換に出してもいいと、はっきり意志表示をしておく。

「……なんで？」

　すると、ゆらちさんは顔を真っ赤にしながら俺に詰め寄ってきた。

　微妙に鼻息が荒い。

「あたしはアンタを邪魔者あつかい、お荷物あつかいしてＰＴを抜けたのよ。その『氷雪を育む杖』って装備は、『賞ウ金オ首ンとテ競ツ売ド』で高額で売れるわ。それを、アンタは……あたしなんかの『大輪火斬』のために……」

「どうしてって……」

　睨にらむようにジッと見てくるゆらちさんの視線に耐えかねて、俺はぽつぽつと答えていく。

「友達の友達が、大事にしてるモノを取り返せるチャンスなんだ。こ、こんなの普通……」

　晃夜や夕輝は俺の友達だ。ウン告コく白はくの時、俺は人としての尊厳を失いかけ、どん底に落ちた。そこから救い上げてくれた親友たちの仲間が困っているのなら、関係なくはない。晃夜達とこうして一緒にゲームできるのは楽しいし、出来る限り力になりたいって思うのは普通だろう。

「えと、は……？」

　ゆらちさんは俺の答えを聞いて、目をパチクリし口をちょこっと開けた。

　なんかポカンとしている。

「でたね、普ふ通つう人じんによる『普通』発言が」

「よっ普通人」

　しまった。

　またしても『普通』って口走ってしまった事を後悔する。

「見た目とか言動とか、全然普通じゃないし……」

「……ふつうじん？　どんなハードな頼み事も普通な顔でこなしちゃう？」

　ゆらちさんが俺のあだ名に疑問を抱き、シズクちゃんが納得のいかないような表情をしているなか、晃夜と夕輝は俺をからかうように肩を組んでくる。

　うっとうしい。

「うるさい、俺にふつーふつー言うな」

「最初に言ったのは普通人であるタロくんですよ？」

「そうですよ、普通人タロウくん？」

「だぁーもうわかったから。はいはい、普通ですよ普通」

「ってなわけで、こいつはこういう奴だから気にしないでいいぞ、ゆらちー」

「コウとユウは、少し気にしろ」

　むすっと晃夜と夕輝を睨む。

　せめてもの意趣返しに、じーっと、じーっと、じーっと見据える。

「うっ、な、なにかな」

「お、おい……」

　すると親友達は何故か普段とは違う、二人らしからぬ反応を見せ始めた。

　夕輝は居心地悪そうにソワソワとしだし、晃夜はしきりにメガネをいじっては目を合わせようとしない。いつもだったら、こんなジト目攻撃に折れず、からかい続けるのに。

　二人の妙な反応を疑問に思い、俺は問い掛けてみる。

「どうしたの、二人とも」

「あ、いや、その、ねぇ？」

「……あ、あぁ。ゆら達もいる事だしよ……」

　二人はなんとも気まずそうに、視線を合わせようとしない。

「なんだよ。はっきり言えよ」

「……今の、そのタロの見た目でスネられると、ね？　僕らにも体面ってものがね……」

「……早い話が、銀髪の美少女姿で睨むのは反則だ」

　ほっほう？

　二人の思わぬ動揺に、俺の嗜し虐ぎやく心しんは増す。

「くふふーっこの意地悪お兄ちゃんどもめっ」

　俺は二人に飛び付いた。

「うわっやめ、ちょ、タロっ」

「タロっ、わ、悪かった、俺達がわるかっ」

　彼らの制止も聞かず、俺はユウとコウの頭をポカポカと叩たたいていく。

　ふっふっふ、なんて一方的な蹂じゆう躙りん劇なんだろうか。清々しいぞ、ザマァ！

「あははっはっ」

　俺達の様子を呆ほうけて眺めていたゆらちさんが唐突に笑い出した。

「あははっなにそれ」

　あれ、この子。笑うとなかなか可愛いじゃないか。

　何にツボったのかわからないけど、その後しばらく彼女はお腹を抱えて笑い続けた。

　ようやく治まった頃に、ゆらちさんは涙をふく仕草をしながら握手を求めてきた。

「じゃあ改めてご挨拶。あたしはゆらち。さっきはごめんなさい。これからお世話になります。武器の件は、その、感謝してます。ありがとう」

「あ、はい、ゆらちさん。こちらこそよろしくお願いします」

　ギュッと互いの手を握る。

「シズみたいに、あたしのこともゆらって呼んでよ。あたしもタロちゃんって呼ぶわ」

　ニカっと微笑む彼女は、太陽みたいな娘こだと思った。
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　それから夕輝主導のもと、ゆらちは百鬼夜行のグレン君とフレンドメッセージで交渉をした。

　ゆらちとグレン君は一応、リアル兄妹という事もあってフレンド登録はしていたらしい。

「こちらの申し出に応じるようだね。あちらの要求はタロが『氷雪を育む杖』を持ってくるって事以外、特に条件はなかったよ。もちろんボク達も同行するっていう話だけど」

「これでゆらちゃんの武器も戻ってきて、傭ク兵ラ団ン勧誘の話もなかった事になりそうだね」

「タロは、グあレいンつに気に入られてるな」

　晃夜がニヤニヤしてくるのを、俺はスルーでかわす。

「タロちゃん。グレンはただの変態兄貴だから、相手にしない方がいいよ」

　ゆらちは肩をすくめて俺に忠告してくる。

「それはそうと、取引の場所は？」

「先駆都市ミケランジェロの『戦女神の隠れ家が』って酒場前の広場だ」

「えっと、それってつまり……」

　場所を聞いてシズクちゃんが妙に不安げな顔をする。

　疑問に思った俺は説明を夕輝や晃夜に求めるよう、じーっと見つめる。

「は、早い話が、酒場周辺は治安が悪いな」

「表通りから離れた位置に『戦女神の隠れ家』って酒場はあるんだ。つまり街内でＰｖＰを取り締まる神兵デウスがほとんどいない区域に相当するね」

「その分、傭兵プレイヤー同士のやり取りの幅が広がるから、酒場周辺ってわりと賑にぎわってるのよね……路地裏みたいにさ」

　ゆらちは腕を組み、むむっとうなる。

「グレン君か……」

　夕輝は緊張感のある表情で、敵傭ク兵ラ団ンの頭目の名を呟つぶやいた。スゥーッと深呼吸をし、敵を思い描く親友の顔は厳しい色を帯びている。

「その、ゆ、ゆらちのお兄さん、グレン君はどんな傭兵プレイヤーなの？」

「赤属性の魔法スキルを得意とする魔導師だね」

「赤ってことは火を扱う魔法？」

「グレン君は赤属性の魔法にボーナスを得る称号を持っていると噂うわさされているんだ」

「へぇ、称号持ちか」

　俺と同様、傭兵プレイヤーに何らかの効力を発揮する称号持ちか。

「シズクが魔法を発動するのを見ていたからわかると思うんだけど、魔法って失敗する時もあるでしょ？」

「うん」

「彼は赤属性に関してのみ、魔法の発動を失敗したことがないと言われている」

「それに加え、魔力極振りでな。魔法アビリティの威力や範囲は折り紙つきだ」

　強力な炎……。

「兄貴は妹であるあたしにも称号に関して教えてくれないしねー。ケチな奴なんだ」

　ふむ。宝石を生む森『クリステアリー』のように、称号取得条件を他人に言えない事情があるのかもしれない。

　何にせよ、炎か。

　それならば『火か護ごの粉ふん塵じん』が役に立つときがきたかもしれない。

　モフウサからドロップする『紅い瞳の石レツド・アイ』で赤属性ダメージを10％軽減するアイテムが作れたんだ。『紅い瞳の石レツド・アイ』の上位変換で生み出した『紅ぐ蓮れん石』なら、もっと強力なアイテムが作れるはずだ。

「失敗しない魔法とか強力すぎるんだ。正面から戦いを挑みたくない相手だね」

　夕輝の不安を聞きながら、俺は錬金術にこそ打開策があるのではと思い至る。しかし肝心の『紅蓮石』は希少な物だ。その合成結果を今から思考錯誤するには数が足りない。『紅蓮石』を作るのに大量の『紅い瞳の石レツド・アイ』を上位変換しなければならないが、俺がゲットした素材だけでは現状数個しか手元に残っていない。

「そんなに強者なら、できるだけの準備はしておきたいな……」

　思案する俺に、晃夜が興味深そうに問いかける。

「なにか秘策はあるのか？　錬金術士どの」

　俺はニヤッと笑いかける。『一人でダメならみんなで協力する』、それがＰＴ戦で俺が学んだ事だ。だから一同を見回し、その場で素材提供をお願いしてみる。

「石を恵んで欲しい」
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　俺の提案に『百騎夜行』のメンバーは快く『紅い瞳の石レツド・アイ』を譲渡してくれたので、後は集中して錬金術に打ち込むのみ。備えあれば憂いなしの心意気で、ひたすら『上位変換』にて『紅蓮石』を作成しまくる。

「なになに、これが錬金術なんだー？」

　ゆらちが興味深げに隣で経過を観察してくるので、俺はいい所を見せようと一層やる気をみなぎらせる。錬金術に対する負のイメージを払拭できるかもしれない。

　今一度、気持ちを引き締める。

　スゥーっと息を深く吸い、ハァーッと吐き出す。

「……やるか」

　ゴツゴツとした『紅蓮石』を合成釜にソッと入れる。

　相性の合う素材をじっくりと試してゆく。

　順番に釜の上に他の素材をかざしていき、唯一相性の良さそうなのは、『宝石を生む森クリステアリー』で最も採取量が少なかった『水晶のしずく』だった。

　無色透明なのに不思議な光をキラキラと放つ、そのしずくを投入。

「『生成の銀法』」

　合成の成功率を上げるアビリティを発動すれば、紅蓮石の赤とアビリティの銀が釜内の夜空を浸食し始める。決して汚い色ではなく、例えるなら宇宙の星雲のような交ざり輝き合った色あいを生み出している。

　釜の火力を中火にし、じっくりと内部を観察しながら棒で混ぜる。赤と銀をゆるやかに融合させ、順調にいけばこの小宇宙は薄い紅色になるだろうと予測する。

　だが、どうした事か、白くなり始めた。

　さらに粘り気が増して釜の中が急激に硬直していく。

「重いな……」

　火力は強火に変更するが、それでも手ごたえは固くなっていく一方で、おまけに霜が発生しだした。

「……ほう。ここに来て未知なる現象か、おもしろい」

　さらに棒が下から凍り始めたことに気付いた俺は、ここで『合成』の万能薬である『妖精の粉』を投入するべきだと判断する。

　急激に冷えていく釜を見つめ、俺の頭の中もクールダウンしていく。

　素早くビーカーに『妖精の粉』を入れ、黄金色の液体を合成釜に散布する。それでも氷がぼこぼこと出現し、どんどん凍っていくが諦めずに辛抱強くかき混ぜ棒を動かす。

「あきらめない……炎と水晶の真理を手にしてみせる……」

　動物は冬眠時期、辛抱強く春の訪れを待つと聞く。まさに俺の心境はソレそのものだった。焦らず、忍耐強く、成功の可能性が見えている限り諦めてはいけない。

　次第に合成釜から生じる氷の勢いは失われ、砕けていった。そんな氷粒だらけの中をジャリジャリと強火のまま回し続けると、ついに青い煙がもくもくと発生した。




：『紅蓮石』＋『水晶のしずく』＋『妖精の粉』　→　『火種を凍らせる水晶フラム・アイシエ・クアルソ』：




「ふぅ……」

　吐いた息が白かった。

　俺は生成した『火種を凍らせる水晶フラム・アイシエ・クアルソ』を取り出そうとして気付く。

　右腕に霜しもが降りており、動きが緩慢になっている。

「なんだこれ」

　ステータスを急いで確認すると【凍結・弱】のバッドステータスが付与されていた。

　身体の一部分の動きが鈍くなるそうで、時間は３分と短いが多少の違和感は拭えない。

　前に『合成』でダメージを負った事も驚きだったけど、これは戦闘中に小太刀を振るうのも難しそうだなと懸念する。

　とにかく、錬金術で創り上げたモノを観察する。

「綺き麗れいだ……」

　直径10センチの無色な氷塊には、揺らめく炎が封じ込められていた。同時に存在する事を許されていないはずの物体。禁じられているものがより魅惑的に映り、美しいと感じてしまうのは、果たして人間が背負いし業なのか、罪なのか、運命なのか。

「すばらしい」

「タロちゃん……宝石を作っちゃった!?」

　ゆらちも錬金術が誇る美しさに共感したのか、目をキラキラと輝かせていた。




『火種を凍らせる水晶フラム・アイシエ・クアルソ』

【水晶とぶつかった炎を氷結させる。妖精たちが森を火から守るために発生させる防護呪文と類似している。使用の際は、凍らせたい炎に水晶を接触させると、炎を無力化することが可能。ただし、ダメージ上限が５００以下の炎のみ】




　この水晶を炎に接触させると、自身に襲いかかる火から身を守れるということか？

　つまり、投とう擲てきして炎に当てれば良いという事なのだろうか。

　無力化という効果は絶大だが、なかなか使いどころは難しそうだ。そもそもダメージ上限が５００以下って、その辺の数値把握は戦闘を積み重ねて研究していくしかないのか。

　出来上がったアイテムが炎に対抗できる効果を持っていると満足した俺は、その後も一心不乱に『火種を凍らせる水晶フラム・アイシエ・クアルソ』を生成していく。

　ギチギチと身体の一部分が氷漬けになるのなんて構わない。

「ふふふ……この身が凍てつこうとも錬金術の輝きは失われない……」

　霜がつきまくった右腕で美しいアイテムを摘まんで眺める。

「火など、所詮は太古の人が発見した事象にすぎない。神の所業をあばく錬金術の前では無力なのだ。ふふふふ……」

　申し分ない成果を出せたと言えよう。

「タ、タロちゃん……な、なんだか、す、すごいね……」

　観察していたゆらちがそんな感想を漏らしていたのは嬉うれしかった。心なしか怯おびえの色が混じった声音だったような気もするけど、そんな事はあるはずがない。
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　百鬼夜行との待ち合わせ場所『戦女神の隠れ家』は、木造２階建てのそれなりに大きな酒場だった。

　正確な待ち合わせ場所は、酒場の前の広場ということだったが、俺達は約束の時間よりも少し早めに着いて、店内で周囲の様子を窺うかがっていた。

「問題は……特になさそうだね」

　不穏な空気は特になく、待ち伏せといった様子の傭兵プレイヤーの姿も見当たらない。

「ひゅぅー、珍しい顔ぶれだなぁ」

「『百騎夜行』さんかい。眠らずの魔導師グレンの奴とはどうなんだ？」

　夕輝や晃夜はここらでは、わりと顔が広いのか気さくに話しかけてくるオジさん達の相手をし始めた。二人は、出来る限り情報収集をここで行う魂胆なのだろう。

　酒の匂い、煙草の煙、薄暗い照明、人間特有の体温がこもった熱気。

　一癖も二癖もありそうな年配の傭兵たちがのさばり、喧けん噪そうと暴力が渦巻く空気はまさに酒場だ。

「おいおい、なんだ、このべっぴんちゃんは」

「嬢ちゃんみたいのが来る所じゃないぜぇ……特に子ガ供キはなぁ」

　俺に目をつけた数人の傭兵プレイヤーがジョッキを片手に絡んでくる。

「おいおい、そう邪険にすんなって」

「戦の女神さまだって、たまには人目を忍んで酒に浸りたい日もあるもんだわな。つっても嬢ちゃんは女神にしては乳臭ぇな」

「ゲハハハッ」

　そんな彼らからスッとかばってくれたのはゆらちーだった。

「まぁまぁ旦那たち、この子は今からアタシたちに協力してくれるんだ。一ひと悶もん着ちやくあるかもしれないから、よかったら酒の肴さかなに楽しんでよ。その際は応援よろしくー♪」

「おう？　なんだなんだ、おもしろそうじゃねぇか」

「おおん？　おまえさん、どっかで見た事あるな……たしか白銀の天……」

「天使殿ではござらんか！　こうしちゃおれぬ、みなを呼び集めなければ！」

「はいはい、どいてって。今からこの子は大事な用があるんだから散った散った！　セクシャルガード感知で通報するよ！」

　集まり始めた傭兵プレイヤーたちはゆらちーの物言いですぐに散開していくが、一部の傭兵プレイヤーたちは俺達がこれからどこに行くのかソワソワした様子でこっちを観察している。

「タロ、シズク、ゆらちー。そろそろ、時間だ。外に出よう」

　一通り、情報収集を終えたのか夕輝が声をかけてくる。

　いよいよか。俺は何が起きてもいいように、自身の戦力を確認しておく。




『翠玉エメラルドの涙＋２』×７。

【ＨＰを２００、即座に回復できる】

【※同じ傭兵への連続使用回数は２回まで。リキャストタイムは５分】




『結晶クオーツポーション』×２。

【使用すると中の結晶が瓶から溢あふれだし、拡散して体を包む。それらが発する光に触れた者のＨＰ２００とＭＰ20を即座に回復できる】

【※同じ傭兵へ、次に使用できるまでのリキャストタイムは５分】




『古ふる森もりの妖精薬』×２。

【使用して、花弁から流れ出る雫しずくを飲むとＭＰ40回復。使用限度は３回】




『過激なあめ玉』×３。

【使用すると、１分間だけ力＋10される】




『夕雲吹く玉＋２』×２　『夕雲吹く玉＋３』×１

【使用すると、紅い煙幕が発生する。＋値によって煙の量が増加する】




　そして今回の目玉、眠らずの魔導師グレン対策、炎耐性のアイテムは２つ。




『火護の粉塵』×５。

【使用するとＰＴ全員が１分間、赤属性のダメージを10％軽減できる】




『火種を凍らせる水晶フラム・アイシエ・クアルソ』×３。

【水晶とぶつかった炎を凍結させる。ただしダメージ上限が５００以下の炎に限る】




　数量的に不安はある。

　だが、これが現時点で準備できる限界だ。

　各アイテムストックの最終確認を手早く終えた俺は、夕輝と晃夜、シズクちゃんとゆらちの５人で『戦女神の隠れ家』を出た。
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　俺達が酒場前の広場に姿を現すと、既に『百鬼夜行』の面々は到着していた。

　ざっと15人以上はいて、その人数の多さにちょっとだけ圧倒されてしまう。しかも周囲には野次馬みたいな傭兵プレイヤーが集まり出しており、さっき酒場内にいた傭兵プレイヤーたちまでゾロゾロと俺達の後に続いて出てくるではないか。

『おう、何かおもしれー事が始まりそうだな』とニヤニヤしてたり、『大変でござる、早くみなを招集せねば』と慌てている傭兵プレイヤーも見受けられる。

　なんだか事が大きくなってるなぁと思いながら、敵である『百鬼夜行』の方へと目を向けると、一際目立つ人物が二人いた。

　一人は赤髪、一人は青髪。

『百鬼夜行』の団長にして眠らずの魔導師グレン君と、副団長のユキオ君だ。

　グレン君は俺を目視すると優雅に礼をして、挨拶の口上を述べてきた。

「見目麗しき花よ。無粋な招待に応じてくれ、この眠らずの魔導師グレン、感激の極み」

　花っていうのは俺のことじゃないよな……。

　グレン君は野次馬たちを意識しているのか、身ぶりがいちいち大仰だ。

「は、はぁ」

　反応に困っている俺を一早く察知した夕輝が、庇かばうようにスッと前に出てくれる。

「グレン君、こちらは約束通りユキオ君の主武器『氷雪を育む杖』を持ってきたよ。そちらもしっかりと、ゆらちの『大輪火斬』を持ってきているのかな？」

「まったく、挨拶の途中で口出しをしてくるとは、ユウ君は無粋で仕方ないね。ほら、ユキオ、疑り深いあいつらに見せてあげるがいい」

　グレン君が隣のユキオ君にそう命じれば、青髪の少年が片手を宙に掲げた。

　数瞬後、１・２メートルは超えそうな分厚い大剣を具現化させた。紅色の剣身は鈍い光沢を放ち、柄の部分は金の縁取りが施されていた。

「間違いないわ。あたしの『大輪火斬』だ」

　ゆらちが遠目で確認を取る。

「これで、満足かなぁ？　さて、つぎはそちらさんがボクの杖を見せてくれないと」

　大剣を地面に突き立てたユキオ君は、こちらにニヘラッと笑いかけてくる。

　俺は装備ストレージから『氷雪を育むを杖』を取り出し、ユキオ君の物だった真っ白な武器を見せる。

「そっちも間違いないなぁ。ボクの『氷雪を育む杖』だぁ」

「つつがなく双方の確認は終わった。これよりユキオと可か憐れんな天使、タロさん以外が近づくことを禁じ、二人が装備の取引をこの場で行うことで異論はないな？」

　グレン君の宣言に夕輝は返事をする。

「それでいいよ」

「では、ユキオ。行ってこい」

　グレン君にユキオ君が促され、俺もまた夕輝に背中をそっと押される。

「タロ、行っておいで」

　俺とユキオ君は一歩一歩、距離を縮めていく。その間、両陣営は異様な程に静かだった。

　なんだか、視線が俺達に集中して落ち着かない。

　高鳴る緊迫感と重圧に耐えながら、ユキオ君との距離が１メートルを切った、その時。




：ユキオLv11より取引が申請されています：

：受諾しますか？：




　と、システムログが流れる。俺は迷わず受諾をタップする。




：ユキオからトレード。『大輪火斬』が持ちかけられています：

：トレードする武具を選んでください……『氷雪を育む杖』をセットしました：

：ユキオが確認中です。あなたもこの交換内容で間違いないですか？：




　もう一度、ユキオ君が交換を持ちかけている武器名を確認する。『大輪火斬』、間違いない。




：トレードが成立しました……『大輪火斬』を手に入れました：




「ふぅ……」

「あはは、まさかキミにキルされるとは夢にも思わなかったなぁ。美しい花には棘があるとグレンさんはよく言っているけれど、あながち間違ってないかもなぁ」

　トレードを終えたユキオ君は手をひらひらとさせながら、背を向けて『百鬼夜行』の人達が集まる方へと戻っていく。

　俺も夕輝や晃夜の許もとへと戻る。

「じゃあ、取引はこれで終わりだね、グレン君」

「そんじゃあ俺達は帰るぜ。眠らずにログインぶっぱなお前みたいなヒマ人じゃないんでな」

　晃夜がさよならを告げ、表通りの方へと足を向けた瞬間。

　その進行方向を塞ぐように、百鬼夜行のメンバーが４人程移動を開始した。

　ん？　と怪け訝げんに思う俺達に、不気味な笑みを張りつけたグレン君が歩み寄って来る。

「さすがは偽善の剣を掲げる偽騎士なだけあって、無粋な発言ができるなぁ」

　グレン君は自分の前髪をいじりながら、夕輝と晃夜を見つめる。その視線からは、侮蔑とも憐あわれみとも言える感情が窺えた。

「そっちこそ。鬼のくせによく回る舌は、自分の知能の低さを隠すカモフラージュか？」

　晃夜はフフッと小馬鹿にしながらメガネをクイっといじる。

「はっ、他人を見下すその態度、騎士の風上にもおけんな」

　いつの間にか、俺達を包囲するような位置取りで、百鬼夜行のメンバーがさらに姿を現した。どこかに隠れていたようで、元からいた傭兵プレイヤーと合わせれば20人以上にもなる彼らは、初めから俺達を囲む算段だったのだ。

「まぁ、いい。愚かなる騎士もどき共よ。貴様らがいくら察しの悪い愚鈍だとしても、まさかこのまま終われるとは思っていまいな？」

「鬼は鬼らしく、野蛮に原始的に、稚ち拙せつな殴り合いがしたいって、さっさと言えばいいのにね？」

　夕輝が皮肉まじりに挑発する。

「だから、貴様らは救いようのない愚か者なのだ。ただのＰｖＰをこちらが提案するとでも？　我らが勝つのは目に見えているからつまらないだろうに」

　自信満々に言い放つグレン君に、晃夜はメガネをクイッと上げる。

「ま、寄ってたかって多勢に無勢。強者おれらを襲うのは弱者おまえらの常じよう套とう手段だしな？　こっちはいつも通りで構わないって意味だぜ？」

　晃夜はそう言って、俺を見る。

　それに釣られて、グレン君は俺を見て苦渋する。

「あのバカ兄。タロちゃんの前だから、いい恰かつ好こうしたいんでしょうね」

　ゆらちの横やりにグレン君は更に、剣けん吞のんな態度になる。

「ゆらは余計な口を挟むな」

「兄貴に命令されるいわれはありませーん」

　どこ吹く風といった感じでゆらちは実兄をあしらう。

「と、とにかく、どちらが優れたる傭ク兵ラ団ンか、４ｖｓ４のＰｖＰをしようじゃないか」

「４ｖｓ４か……」

「望むところだね」

　夕輝と晃夜が顔を見合わせ、頷うなずく。

「ただし、そちらの可憐な花も交えてな」

　そう言って、グレン君は俺に手を差し伸べるように指名してきた。

「なっ」

　それに驚いたのは夕輝だ。

「こちらはレベル差のハンデとして副団長であるユキオを参戦させない。それに加えて、そちらが４人で挑むことに対し、こちらは３人で戦闘に参加することを条件にだす。どうかな？　それとも騎士どのは一人の可憐な花を守ることすらできないとでも？」

「無関係の傭兵プレイヤーを巻き込むなんて、外道のすることだよ？」

「これはこれは、傭ク兵ラ団ンと無関係の傭兵プレイヤーに貴重なポーションを使わせた輩やからが吐ける言葉ではないなぁ」

　クハハッと笑う眠らずの魔導師。それに対し、無関係の野次馬たちも『おいおい、そりゃあねえな』とグレン君に賛同し始めた。

「我が団員のもたらした情報によると、そこな純真無む垢くなる少女から貴重なポーションを奪い取って使用し、見事に我が団員を撃退したようだな！」

「ちがうぞ、それは。アイテムはこいつから率先して使用してくれたんだ！」

「それにポーションの貴重性はしっかりと説明しているよ」

　晃夜の反論に、夕輝も弁明を加える。しかし、成り行きを見守っていた野次馬の傭兵プレイヤーたちはコソコソと囁ささやき合い、グレン君に同調しているような雰囲気がある。

「守るべき子女達にかばってもらう。やはり、騎士の風上にもおけんな。キミらは騎士と書いてヒモと読むのかね？」

　これには親友二人も言い返せずに黙ってしまった。そこで周囲の傭兵プレイヤーたちから『情けねえぞ！』『なんとか言ってみろや！』などと野次を飛ばされてしまっている。どうやらグレン君は完璧に周囲を味方に付けてしまったようだ。

「自分達が美しき花に相応しい事を力で証明してみせたまえ。そして彼女も交え、果たして彼女が率先してキミ達を救うためにアイテムを使うのか、見せてもらおうじゃないか！」

　グレン君が両手を広げ、天に向かって叫ぶ。それに応えるように周りの野次馬たちが『そうだそうだ！』『戦え！』などと興奮しながら賛同している。

　そんな周囲の反応に晃夜は溜ため息いきをつき、俺へと振り返る。

「……タロ、大丈夫か？」

「俺なんかで良ければ、一緒に戦うよ」

　夕輝は俺の言葉を耳に入れると、グレン君に宣言する。

「わかったよ。ならば３分もらおうか。こちらとしても、しっかりとＰＴ構成は確認しておきたい」

「３分と言わず、いくらでも待ってやろう。どうせ結果は変わらない」

　予告めいた口調で了承したグレン君は、周囲のメンバーに目配せをし、俺達から距離を空けるように指示を出した。それを見届けた夕輝と晃夜、それにシズクちゃん、ゆらち、俺は円陣を組むようにして顔を見合わせる。

「さて、妙な流れになったわけだけど」

　夕輝は声のボリュームを落として、ひそひそ話を始める。

「今回は癪しやくだが、グレンの配慮に感謝すべきかもしれないな」

　晃夜がよくわからないことを独りごちる。それに頷く百騎夜行のメンバー。

　どういうことだろう。アイテム取引だけのはずが、戦いをふっかけられているのに、なぜ感謝しなければならないんだ？

「なぜ？」

　俺の純粋な疑問にシズクちゃんが、ニコッと笑い答える。

「団員へのけじめ？って感じだと思うよ？」

「ボクたちは『戦争』中の傭ク兵ラ団ン同士なんだよ、タロ」

「そんな傭ク兵ラ団ンが顔を合わせれば、殺し合う。それがクラン・クラン、『ツキノテア』で生きる全傭兵プレイヤーの常識だ」

「己の剣と、魔法と、財産と、誇りを賭けて戦うの」

「早い話が、武器取引が終わった後はどうなると思う？」

　……無制限下で行われるＰｖＰか。

「それを、事前に団員の前で白黒つけると、わざわざルールを加えてまでＰｖＰを表明する」

「取引後の無差別な、人数差を活かしてのフルボッコを防いでくれたって話だ」

「まぁーあたしは、それだけじゃないと思うけどねー」

　ゆらちが呆あきれたようにぼやく。

「まっ、いつものグレン君なら、こんな手間かけてこないと思うけどね？」

　夕輝もにまっと笑ってくる。

　自然に『百騎夜行』のみんなは俺を見てくる。

「な、なに……？」

「あーあ。あのアホ兄貴はね、完璧に、タロちゃんにいいとこを見せたいだけなの」

　苦笑いをするゆらち。

「多分、戦闘中はタロちゃんに一切の攻撃をしないと思うよー」

　シズクちゃんも、乾いた笑みを浮かべる。

「前にもそんなことあったな？　確かシズクに対してだったか？」

「そういうところは律義なんだよねぇ、グレン君は男女で対応に差がありすぎ……」

　晃夜と夕輝は苦笑する。

　ふん。俺にだけは攻撃を仕掛けて来ないだって？

　なめてもらっては困るな。

　まぁ、あちらの方針がそうなのならば、それはそれで都合がいい。

　俺のレベルの低さから、一撃でもダメージをくらったらＨＰ全損は必至だろうし。

「仮に、タロちゃんがアイテムで回復しても、その回復量が追いつかない程のダメージを与える自信と力が兄貴にはあるから、やっぱりかっこつけたいだけなんだろうねー」

　ゆらちの意見に夕輝は真剣な面持ちで呟く。

「相手は３人か……」

「おそらく、遠距離攻撃タイプはグレン一人のみで、壁役と接近戦タイプの二人をＰＴメンバーに入れてくるのがセオリーだろうな」

「その二人はボクとコウが受け持つとして」

「グレンの対処役は赤属性に強い青属性魔法スキルを持つシズクと、錬金術士殿であるタロに決定だな」

　メガネを不気味に光らせる晃夜。

「え、ちょっ。あたしは？　……タロちゃんLv３だけど……大丈夫なの？」

　ゆらちは心配そうに俺を見る。

「まっ、とにかくさ。あっちが３人でいいなんて言ってるんだ」

　夕輝はニコッと爽やかな笑みを携え、ガチャリと剣と盾を鳴らす。

「そうだな。俺達がやるべきことはただ一つ」

　晃夜は凄みを見せて微笑み、両手の籠手ガントレツトを打ち響かせる。

「うん、そうだね」

　シズクちゃんはにこやかに、きゅっと杖を握りしめる。

「グレン君たちを、やっつける」

　俺が最後にポソッと宣言した。

　するとみんながより深く口角をつり上げた。

　自然と俺も好戦的な笑みが浮かんでしまう。

「え、あたしは!?」

　一人、おいてけぼりのゆらち。

「今回はタロがＰＴを組んだ経験のあるシズと、ボク、コウの４人でいくのが安定でしょ？」

　それをたしなめるリーダーの夕輝。

「恨むなら、クエストに参加しなかった自分を恨め、ゆらちー」

　晃夜はクックッと笑う。

「うわあああぁん。シズぅタロちゃぁん。ユウとコウがいじわるするうう」

　涙目になるゆらちの頭をシズクちゃんがポンポンとする。

「ゆらちゃんの分まで頑張ってくるよっ」

　俺も親指を突きたてる。

「ゆらち、ここは俺に任せて」

　そんなこんなで作戦会議とは言えない作戦会議が終わった。

　いよいよ戦闘だと気を引き締め、改めて周囲を見渡すと……何故か小さなお祭りに匹敵する賑わいにまで盛り上がっていた。集まった野次馬たちが『百騎夜行に２００エソを賭ける！』『おいおい冗談だろ、俺は百鬼夜行に５００エソ！』なんて賭け事を始めているし。

「グレン君！　こちらの準備はできたよ！」

　夕輝が声高らかに、宣戦布告の合図を敵に送る。

　対する敵陣は……晃夜の予想通り、遠距離攻撃型はグレン君のみ。彼の傍らに佇たたずむは、槍やりを両手に構えた軽装の傭兵プレイヤーが一人。そして背中に一本の長剣を背負ったがっちりとした重装備フルプレートの傭兵プレイヤーが一人。

　宣言どおり、総勢３人の敵戦力を確認。

　グレン君はその赤髪をかき分け、杖を地にカツンと突く。

「ボクの劫ごう火かで葬れない者などいない」

　そして、『百鬼夜行』の団長は、『百騎夜行』の団長である夕輝に杖の先端を差し向ける。

「覚悟しろ。その偽善の皮ごと、燃やし尽くしてやろう」
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「言っておくが、俺達もポーションをたっぷり持っている」

　兜かぶとで顔の見えない、甲かつ冑ちゆう姿すがたの敵傭兵プレイヤーはくぐもった声でそう告げると、背中の長剣を鞘さやからゆっくりと抜き放つ。

「そこらの下級傭兵プレイヤーと一緒にするなよ？」

　両脚を大きく開き、腰を落として槍やりの穂先をむけてくる傭兵プレイヤーも、俺がどんなにポーションを持っていようが無駄だと示唆してくる。

「グレンはＭＰと魔力にレベルポイントを極振りしているはずだよ」

「ＨＰはかなり低いはずだ。アビリティをまともに一発でもぶちこめば、速攻でキルできるかもしれないぜ」

　夕ゆう輝きと晃こう夜やは、敵の牽けん制せいを無視してこっそりと呟つぶやく。

「何をコソコソと！　ゆけっ！　お前達！」

　そんな俺達にグレン君が眉をひそめながら、前衛二人に突進を命令する。

「よし、ボクらもいくか！」

「おう！」

　こちらの前衛達も戦意万全といった様子で、長剣さんと槍君を迎え撃とうと踏み出した。

「まって」

　そんなアクセル全開な二人に制止をかけたのは、俺。

「俺を信じて、突っ込むフリをしてくれ」

　突然の申し出に、二人は一瞬いぶかしむようにこちらを見た。

　一時の静寂が流れる戦場で、俺は二人をジッと見つめ返す。

　この二人なら、信じてくれるはずだ。

　そんな思いが伝わったのか、親友たちはゆっくりと頷うなずいてくれた。短いやり取りを終え、その体を再び前進させる二人の背中を見て、思わず笑みを浮かべてしまう。

「鬼退治としゃれこみますか！」

「鬼は外ってな！」

　敵を挑発するように夕輝たちは叫び、双方の距離が縮まっていく。

　両陣営の接触が迫れば迫るほど、外野も含め、場の空気がピンっと張りつめていくのを肌に感じる。

　これが不特定多数の人々に見られるＰｖＰか。周囲の静けさとは反比例するように、野次馬の血に飢えたプレッシャーや熱気が全身を粟あわ立だたせる。

　緊張が最高潮に達し、いよいよ互いの前衛がぶつかり合う数瞬前。

　両者の接近に水を差すべく、俺は動いた。

「ふふっ。禁忌の領域に足を踏み入れたな」

　絶好のタイミングを見計らって、敵前衛の進行地点に『夕雲吹く玉＋３』を投げ込む。

「な、なんだ!?　オレンジ、いやピンク!?」

「ケムリか!?」

　自身の視界が急に淡い桃色の煙幕に支配され、動揺する長剣さんと槍君。

　そこに夕輝と晃夜が突っ込むふりをして再び、声をあげる。

「まずはキミたちから始末させてもらうよ！」

「鬼の角ってヤツをへし折ってやるぜ！」

　ケムリへと距離を詰めていく二人。

　それに呼応するように、グレン君の焦りの色が含まれた叫び声が飛ぶ。

「おちつけ、おまえたち！　ポーションの用意をするのだ！」

　ここで夕輝と晃夜は俺の指示通り、煙の目前でＵターンをして後退し始める。

「『燃えゆく魂は人の背負いし運命さだめ。その儚はかなき炎に一瞬の煌きらめきを宿してみせよ』」

　朗々と詠唱を紡ぐのは眠らずの魔導師。

　その響きには、幾度となく練習していなければ出せないような流りゆう暢ちようさと気品が確かにあった。終始、高慢な態度の彼だが、魔法においてはそれなりに努力したのだろう。その声には自信が満ち溢あふれていた。

「『咲かるる炎フレア』！」

　グレン君の魔法は、シズクちゃんとは比べようもない速度で発動した。

　彼の杖つえからは真っ赤な炎が吹き荒れ、ケムリを吹き飛ばすようにピンクが赤に蹂じゆう躙りんされていく。

　どうやらグレン君は自身が発する炎で、ケムリも含めて晃夜と夕輝を一斉に燃やす魂胆だったらしい。もちろん、味方ごとだ。

　仲間が自分の炎に耐えると踏んでの掃討作戦であり、そのためにポーション使用の準備を指示したってわけか。

　その炎は広範囲にわたり、後退する晃夜達にも届きそうな勢いを誇っていた。

　紅の魔手が親友たちを捕まえそうだと判断した俺は、アイテムストレージを確認する。

「ていッッ！」
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　すかさず、煙から飛び出て来た炎めがけて『火種を凍らせる水晶フラム・アイシエ・クアルソ』を投とう擲てき。

　無造作に広がる炎は水晶が接触した部分から瞬時に、その形を凝固させていく。パキパキッと音を鳴らし、無形の紅が有形の青に支配され、一瞬にして氷へと昇華されたのだ。

　よかった、なんとかなった……。

　俺は透き通った氷塊を満足した気持ちで眺め、ホッと安あん堵どの息をつく。

「今、なにが起こったよ」

　ある意味、美しいと言えるこの光景に周囲がざわつき始める。

「おい、今のはなんだ？」

「氷？」

「何が、どうなった？」

「そ、そんな。グレンさんの炎を凍らせた？　このボクでもできない芸当を一体誰が？」

　敵の副団長であるユキオ君が、驚きよう愕がくの顔で氷を眺めている。

　戦闘を観察していた外野たちには、炎の威力でケムリが霧散した瞬間、巨大で歪いびつな氷が生成されていったように映ったのだろう。

　そして、もちろん、氷の中には。

「くそっ」

「動けない……」

　炎を浴びていた、敵の長剣さんと槍君がいた。グレン君の発動させた火が氷になっているわけなのだから、彼らの身は大変な事になっている。

　全身が氷漬けというわけではないが、長剣さんは腰から下と左腕が、槍君は顔を除いた上半身と右足首が、炎の範囲、つまり氷に包まれていた。

「なにを、した？」

　グレン君は青属性魔法スキルを使えるシズクちゃんの仕業だと思っているのか、彼女を睨にらんでいる。そんな彼の動向はスルーして、俺は素早く敵前衛二人の様子を観察しておく。ＨＰが全損していない事から、おそらく凍結状態になっているだけだろう。

　効果は十分で、あの様子ではしばらくは身動きがとれないはずだ。

　だが拘束できる時間は少ないかもしれない。

　二人の凍結が解かれる前に、グレンを仕留めなければ。

「た、タロ、お前がやったのか？」

「タロちゃん、どうやったの？」

　味方である晃夜もビックリしていて、シズクちゃんもポカーンとしている。

　そういえば『火種を凍らせる水晶フラム・アイシエ・クアルソ』に関しては、宝石みたいに綺き麗れいな石ができた！　と、ゆらちと騒いだだけで、詳しいアイテムの効果説明をするのを忘れてたな。

「いろいろ聞きたいことはあるけど、今はこのチャンスを活かそう」

　リーダーである夕輝はこの絶好の機会を逃さないように、速やかにメンバーを促す。

「たぶん、あの氷は長くはもたない。前衛が動けない間に、グレンくんを倒しきらないと」

　俺が３人に意見すると、百騎夜行のメンバーは一様に頷き即座に動きだそうとする。だが、しばしの制止をかけるのを忘れない。

「少しだけ待って」

　みんなが散らばる前にヒモで縛られた小さな麻袋を取り出し、その中に入ってる粉を仲間にふりまいておく。すると、ＰＴパーテイメンバー全員に火の粉が宿ったかのように、赤く煌めく粒子が彼らの身体を包んだ。




：『火か護ごの粉ふん塵じん』を使用：

：これより１分間、赤属性のダメージを10％カット：




　ログから効果がしっかりと付与された事を確認する。

「これは……」

　夕輝が自身にまとわりつく火の加護を確認しながら、俺に目を向ける。

「火の用心ってな」

　ニコッと笑う俺に対して、晃夜が敵に向かって飛び出す。

「なるほど、お守りってわけか」

　背中で語る晃夜に続き、夕輝も盾を前面に掲げながら走りだした。

「シズ、頼むよ！」

　夕輝の短い合図に、少女の声がこだまする。

「『水よ、我が拳となりて脅威を打ち砕け』」

　シズクちゃんが詠唱に入ったのだ。

「『大球よ、大たい仇きゆうを焼き焦がせ』」

　それを覆い潰すようにグレン君も詠唱を諳じ始めた。そして間かん髪ぱつをいれずに彼の杖が紅い光を帯びたのを目にして、脅威を感じた。

「あれが、眠らずの魔導師……」

　思わず感嘆の意を込めて独り言をつぶやいてしまう。

　だって、シズクちゃんが詠唱し終わってからグレンが文言を発したにも拘わらず、眠らずの魔導師の方が先に魔法を発動させようとしているのだ。

「『空を舞う火球フアイアー・ボール』！」

　彼が打ち放った高熱の玉は、岩ほどの大きさがあった。

　以前にシズクちゃんが見せてくれた『火球』の２倍はある。しかも、その炎弾は５つであり、グレン君へと距離をつめる夕輝と晃夜めがけて飛んでゆく。

　あんな迫力のあるものが自分に向けて放たれたら、けっこう怖い。

　そんな風に身震いしていると、隣で少女の力強い声が響いた。

「『水聖踊る剛拳ウオータースプラツシユ』！」

　シズクちゃんも見事、魔法発動のための問題に正解したようだ。彼女の杖から、水によって生成された拳が３つ、グレン君の火へと衝突していった。

　光球と拳を模かたどった水の殴打が互いの身を削って爆散する。

　ボフンっと水蒸気爆発にも似た激しい轟ごう音おんと共に、魔法と魔法はぶつかり合った。結果は水がはじけ一瞬で蒸発し、火は消え去った。

　相性的には火より水が有利なはずなのに、相殺。

　グレン君、どんだけ魔力が高いんですかね。

「『飛ひ翔しよう脚きやく』」

　俺が悠長に感心している間に、晃夜は一気にグレン君の許もとへと移動するためにアビリティを活かして空中を駆かけていた。

　グレン君のそばへと辿たどりついた晃夜は、両の籠手ガントレツトで拳を放つ。

　しかし、眠らずの魔導師さまは杖で見事に受けきった。よくよく注視すると、彼の装備している杖は、赤銅色の金属製であり頑丈そうな造りだ。

　殴られたら、痛そう。

「『硝しよう煙えんと、血と、火を望みし者に、裁きの炎えん槌ついを』」

　晃夜の攻撃をガードした杖から、ガキッと激しい金属音が響くと、すかさずグレン君の詠唱も始まった。

　彼は受けた衝撃を活かすように、そのまま後方へと回避していく。

　そして、グレン君は動きながら、魔法を発動させたのだ。

「打ち鳴らす火鎚エイラ・スイング」

　魔導師の杖先に小さな火が灯ったと思った直後、彼はバットのように晃夜へとソレを横振りした。まるで野球のバッターがするようなフルスイングで。

　とっさに片手でガードをした晃夜だが、杖が触れた瞬間、真紅の炎が爆散した。

「くっ」

　あまりの勢いに、晃夜は火を絡ませながら吹き飛び、地面をズザザーッと全身で滑る。

　コウのＨＰが２１０から１０３へと半減したのを目にし、不安がよぎる。

　晃夜のレベルで……一撃で半分以上の威力とか……。

　対するグレン君も無傷ではないようで、緑のＨＰバーがわずかに減っている。

　そこでようやく夕輝がグレン君へとたどり着き、剣撃を浴びせようと接近する。

「『硝煙と血と火を望みし者に、裁きの炎槌を』」

　眠らずの魔導師はなんとか剣を杖で受けきり、またもや詠唱を始めた。

「『打ち鳴らす火鎚』」

　晃夜を吹き飛ばしたのと同じように杖で炎を叩たたきつけるグレン君に対し、夕輝はとっさに身を低くし盾で受け止めようとする。

「くると思ったよ、『巨人の盾エル・エスクード』」

　瞬時にして面積を膨らませた盾を、夕輝は前面に押しこむようにしてしゃがむ。その重みに耐えかねて、地面につける形になってしまったけれど、グレン君の近距離爆散魔法を受けきるには十分な防御力を有していたようだ。

　ユウのＨＰは４１０から３８０へと、多少のダメージしか受けていない。

「ふんっ」

　グレン君はユウの行動を鼻で笑い、さらにバックステップで後方に下がっていく。

「『遠く、遠く、生命の源である水を届けよ』」

　おれはシズクちゃんが詠唱に入ったのを聞きつつ、地面に横たわる晃夜の許へと駆け寄り、すばやく『翠玉エメラルドの涙』を使用してＨＰを回復させる。

「『咎とが人びとに処すは業火の焼印。熱に悶もだえよ、汝なんじの罪は苦しみを以て償え』」

　グレン君は追撃にかかる夕輝の剣を杖で受け止めつつ、詠唱を完成させる。さっきからずっと動きながらの魔法発動を連発している……息つく間もなく優雅に魔法を行使するその姿には驚嘆せざるを得ない。

　感心している場合ではないけれど、どうしても高レベル傭兵というものが、どんなものなのか観察してしまう。それがレベルもステータスも低い俺にできる、唯一の戦略なのだと自分に言い聞かせる。下手に近付いて一発でキルされてしまったら、みんなの援護ができなくなってしまうからだ。

「だめっ、こっちは失敗！」

　どうやらシズクちゃんは魔法を失敗してしまったようだ。しかし相手は待ってはくれなかった。

「『獄徒の道フレイム・ロード』」

　グレン君の杖から、直径１メートルにも及ぶ炎が渦巻きながら出現したかと思うと、そのまま螺ら旋せん状に伸び、直線に放たれた。

　まさに、生きた火の道が夕輝を襲う。

　その獄炎は夕輝にとどまることなく、俺の隣にいる晃夜にまで伸びてきた。

「くっ」

　咄とつ嗟さに晃夜が俺を突き飛ばし、巻き込まれるのを回避してくれた。だけど夕輝と晃夜は炎に焼かれ、地面に横たわりながら苦しそうに悶もん絶ぜつしている。

「ぐぅう……」

「は、はぁ、はぁ……」

　二人のＨＰを確認すれば、

　ユウ　ＨＰ２６３／４１０

　コウ　ＨＰ67／２１０

　と、かなりのダメージを被っていた。

　友人たちが無様にのたうち回っているのを見て、俺はわなわなと震えてしまう。

　なんとか、しなくては。

「フハハハハッ！」

　炎の道に飲まれた二人ともだちを、あざ笑うようにグレン君は言った。

「ボクの炎の前では全てが無力なのだよ」

　その言葉にカチンと来たのは言うまでもない。

　だが、怒りの感情に身をゆだねて、判断力を低下させるのは愚の骨頂と言える。

　ならば、と。冷静な眼で敵を見据える他ない。

　グレン君は杖を頭上に持ち上げ、再び詠唱をつぶやき始めている。

「『憎悪の黒炎よ、戒いましめの鎖を破って喰くらい尽くせ』！」

　その大仰な仕草、その不遜な振る舞い、嬉々として詠唱を語る彼の表情。その全てがとどめを刺そうとしている、クライマックスを匂わせた。

　完全な勝利を万に一つも疑っていない。

「させない……」

　今、俺にできること。それは──

　錬金術士として絶好のタイミングで、数に限りのあるアイテムを使っていくだけだ。

「ユウ、コウ！　俺を信じて突っ込め！」

　俺はグレン君の詠唱中に夕輝たちに叫ぶ。

　二人は幼女の高い声に反応し、フラつく体を𠮟しつ咤たしながら立ち上がった。

「行くしかないね……ウチの錬金術士のご命令とあらば」

「ったく。人使いが荒あれえな……ウチの錬金術士殿はよ」

　二人は呟き、そしてなんの躊躇ためらいもなく、俺の指示通り駆け出した。

　同時に、グレン君が魔法を発動させる。

「『獄炎の三頭番犬ハウンド・ケルべロス』」

　彼の掲げる杖から、３筋の黒い炎が噴き出た。

　その形は禍まが々まがしい巨大な犬の顔をかたどっており、それぞれが意志をもって大口を開け、夕輝、晃夜、シズクちゃんへと蛇のごとく放たれた。

　彼らにこれ以上のダメージは受けさせない。

「てい！」

　俺は黒炎を放出し続けるグレン君の頭上、杖の上へと『火種を凍らせる水晶フラム・アイシエ・クアルソ』を投げつけた。その狙いは寸分違わず、水晶が黒い炎にふれた。

　瞬間。

　熱の根幹を成す杖の先端はみるみる間に凍てつき、氷が黒い炎をまたたく間に浸食していく。その様は、瞬時に氷の彫刻を生成していくようで圧巻だった。

　だが、それは青く透き通ったモノではない。

　バキバキと太い音を発しながら、黒曜石のような鈍く輝く水晶へと変化したのだった。黒い炎の特性が原因なのかもしれない。数秒も経つ頃には、３頭の獰どう猛もうな犬の頭を模した炎は完全に氷結し、アーチのように弧を描いて中空で停止した。

「な、なんだと!?」

　その風景は、見るもの全てに畏怖と美しさを、その胸に染みこませただろう。

　ふっと内心で笑う。

「俺の錬金術の前では、全ての炎が無力なのだよ」

　グレン君の台詞を真似して、豪語と共にドヤ顔を放つ。

「また凍ったぞ……」

「あれは一体なんなんだ」

　見学者たちは一様に驚いているようだ。

　グレン君も今回こそは例にもれず、起きた現象がとても信じられないとでもいうかのように、俺を穴があくほど見つめている。

「き、キミだったのか……」

「『入り交る水よ、彼かの者の自由を束縛せよ』」

　そんな隙あり状態を衝つくように、シズクちゃんが素早く詠唱を発した。

　夕輝と晃夜も俺を信じてくれていたようで、走り続けていた。そして、グレンとの空いた距離を詰め、各々の武器を握りしめて振りかぶっていく。

「くっ騎士ごときに、このボクが！　『穿うがて、貫つら縫ぬい火』」

　グレンは目前に迫った『百騎夜行』の二人に向けて、詠唱を放つ。

「『水沼ペインド』！」

　しかし、シズクちゃんの魔法が折りよく発動し、グレンの足元に突如として小さな沼が出現する。

　茶色で粘着性のありそうな水たまりに足をとられ、体勢をくずしたグレンは数瞬遅れを取ってしまう。

「『二連桜花』！」

　晃夜の拳が、たたらを踏んだ眠らずの魔導師の顔面と腹部にめりこむ。

　彼の表情は歪ゆがみに歪んだが、その衝撃にひるむことなく魔法を発動させてきた。

「『火矢グニル』！」

　グレン君の杖から２本の、燃える矢がビュンっと晃夜と夕輝を襲う。

　だが、沼でもつれた足のせいで照準が合わなかったのか、どちらにも命中はしなかった。

「『十字剣クロスソード』」

　そのまま即座に、夕輝が十字斬りをグレン君におみまいしていく。そこであっけなく彼のＨＰバーが消失した。

「鬼退治、成功っと」

　剣をフォンッと振り、グレン君が消えゆくのを眺めながら夕輝は爽やかスマイルと共に勝利宣言をした。

「やったぜ！」

「やったね！　タロちゃん！」

　晃夜とシズクちゃんが俺の許に駆け寄ってくる。俺も３人に応えるべく、ガッツポーズをかましてみせる。

「タロウ？　あの子はタロウって名前なのか」

「百鬼夜行の団長を、まさか無力化するとは……」

「鬼、退治……」

「桃太郎みたいな子、だな」

「なんだよ、百騎夜行の３人が猿に犬にキジとでも言いてぇのか？」

「あの子は女の子だぜ？」

「そ、それもそうか」

「彼女は白銀の天使殿でござるよ」

　ギャラリーが俺に注目しているので、なんだか空気的にぺこりとお辞儀をしてしまった。すると野次馬たちがどっと歓声を上げ出す。その勢いにビックリして、後ずさりをしていれば──

「おいおい、普ふ通つう人じんタロが天使扱いされてるぞ」

　晃夜が近づいてきては、俺の頰を人差し指でつついてきた。

「ふにゃぉ!?　ちょっ、こんな人前でつっつくなって」

　晃夜の行いだと、今の俺の見た目からして完全に子供扱いじゃないか。

「しかし、今回は間違いなくタロの活躍のおかげだね」

「タロちゃんの錬金術って本当にすごい……」

　夕輝とシズクちゃんの手放しな称賛に、俺はエッヘンと手を腰に当て偉そうにのけぞってみる。

　錬金術を崇めてくれてもいいんだぜ？

「なにそれ、タロ。本当に子供みたいだよ？」

「早い話が、黒歴史を更新中だな」

「かわいいじゃない」

　ワイワイと、俺たちに弛し緩かんした空気が流れた。そして、俺達はグレンを倒したことでスッカリ油断していた、というか失念していた事があった。

「おい、俺らを忘れてないか？」

「『死突の槍フリーランス』！」

　急に声をかけられ、振り向こうとした刹那。それより早く、晃夜の胸に槍が深々と刺さっていることに気付く。

「くはっ」

　晃夜があっけなくくずおれ、俺達に動揺が走る。

　グレンのＰＴ、槍君が投球したようなポーズをしていることから、槍を投げての遠距離アビリティを晃夜に命中させた？

　凍結で身動きが取れなかった敵の二人が、復帰したのを見逃してしまったのだ……。

　晃夜のＨＰは全損し、消滅していった。

　おっふ……。

「ゆ、油断してしまったね」

　夕輝は悔しそうに呟き、盾を構える。

　投げられた槍は魔法のように吸い寄せられ、槍君の手元へと戻っていく。

　それを見計らった長剣さんが、ガチャリと甲冑を鳴らしながらこちらに向かって来た。

「く、来るよ！　みんな戦闘態勢！」

　夕輝の号令に背中を押され、先程まで緩んでいた気を俺はしっかりと引き締める。

　そして敵を観察すると、長剣さんの移動スピードはさして速くはないと判断できた。

　おれは急いで、『翠玉エメラルドの涙』を夕輝に使い、ＨＰを全快させる。

「ユウ、これなめて」

　そして、俺は夕輝の口に『過激なあめ玉』を放り込む。ついでに自分の口にも入れて、１分間の力＋10というステータスアップの恩恵を受けておく。

「おい、今、ＨＰが一瞬で回復しなかったか？」

「美幼女にアメ玉を口に入れてもらうとか、ご褒美ぽ……」

　変な声が聞こえたが今は戦闘に集中だ。

　晃夜がいない以上、シズクちゃんが魔法を発動するまで、俺と夕輝で戦線を維持する必要がある。力を上昇させれば、俺も一応は接近戦ができる、と思う。

「うわ、なにこれ、まずい……何味？」

「イモムシ味」

「うぇ……」

　我慢しろ。俺もイモムシ味に耐えてるんだから。

　シズクちゃんもＭＰを回復するために、『古ふる森もりの妖精薬』から蜜の雫しずくを飲んでいた。

「こっちは甘いよ？」

　などと、言ってくる彼女には少し笑えた。

　とにかく準備は整った、いざ近接戦だ！　と、意気込んだは良かったのだけど、長剣さんが突然アビリティを発動してきた。

「『猛進チヤージ！』」

　先ほどまでの鎧よろいによる重たそうな動きはどこへいったのか、踏み込む一歩がやけに大きくなり、夕輝の前へ忽こつ然ぜんと距離を詰めてきた。

　長剣を振り抜くように、右から左へと豪風をまとった剣筋が生成されていく。その横よこ薙なぎによる一振りは夕輝を含め、俺も攻撃範囲に含まれている。

　なんとか夕輝は盾で受けることができたが、その衝撃は相当に重かったのだろう。盾を持つ左腕ごと弾かれていた。

「悪いな嬢ちゃん。団長がやられたとなったら、こちらも容赦しない」

　夕輝を通過して迫る剣撃を、俺は小太刀で受け止めることすらできずに吹き飛んだ。

　長剣の絶大なリーチ、攻撃範囲の広さを思い知った重い斬撃。

「あ、ぅ……」

　と、同時にＨＰが０になり、俺はキルされた。

　レベル差的にもステータス差的にも当然の結末。

　それが一撃死。




：『翠玉エメラルドの涙』をドロップしました：

：17エソ、奪われました：




　そんなログが流れていく。

「おいおい、あんな可愛い子をキルするとか、なんて野郎だ！」

「やっちまえ！　俺らも参戦だ！」

「て、て、天使殿!?　そ、そ某それがしも参るでござる！」

「マジのガチでたたッ切る！」

「まず仕置きが必要なのはあやつじゃのぉ」

「ぽほおおおお天使ちゃんの仇かたきぽおおおお！」

「なんだ、お前ら！　我らが『百鬼夜行』に盾突く気か！」

「んなもん知るか！　ここは暴力うずまく傭よう兵へいの世界だ！」

「言葉で語るより、拳で語れ」

　何やら、関係のない外野が次々と罵声をあげているようだ。

　傭兵プレイヤーたちの喧けん騒そうを聞き取ったのを最後に、視界がぼやけ真っ黒になった。

　これがキルされる感覚か。そう納得すると、不意に暗闇の中にログが浮かぶ。




：あなたはキルされました：

：ゲームを再開、ログインするのに10分の時間を要します：

：お疲れ様でした。ログアウトしてください：




　こうして、俺はクラン・クラン初のプレイヤーキルを体験したのだった。





16話　ゲーム







「お、戻ってきたな」

　キルによって強制ログアウトを味わい、再びログインした俺を一番に迎えてくれたのは晃こう夜やだ。

「ここは……」

「酒場の前だ。俺もキルされちまったから詳しくは見てないが、タロがキルされた後は大変だったらしいぞ？」

　晃夜がニカッと笑いながら、俺達が戦闘していた場を指差す。そこは、火に吞のまれる者、岩に砕かれる者、風に飛ばされる者、水に流される者、切り合いに興じる者、様々な傭兵プレイヤーたちが争いを繰り広げ、激しい戦場と化していた。

「いや、現在進行形でやばくない？」

　啞あ然ぜんとする俺に晃夜は屈託なく笑う。

　いやいやいや、そこは笑ってる場合かよ。どうしてこうなったんだ？

「あ、タロ！　戻って来てたんだ！」

　夕ゆう輝きが俺達に気付き、酒場の方から顔をひょっこりと出す。てっきり夕輝はあの乱闘の真っ只ただ中なかにいると思っていたけど、どうやら無事のようだ。夕輝に続いてシズクちゃんやゆらちも酒場から顔を出し駆けつけてきてくれる。




「タロちゃぁぁん！　ごめんね、わたしのせいでっキルされちゃって」

「あのクソ兄貴を倒してくれてありがとッ！　タロちゃんよくやった！」

　なんてシズクちゃんは半泣きになりながら俺に抱きつき、ゆらちはシズクちゃんごとぎゅーっとしては、俺の頭をなでりこなでりこしてくる。

「わっ、ちょ、ちょっと二人とも!?」
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　彼女達の激しいスキンシップに俺はたじろぐ。こっちは中身男子ですから、俺は男ですから！　童貞にこの仕打ちは刺激が強過ぎますって！

　視線を泳がせ、助けを求めて親友たちを見れば……心の内で興奮と絶叫を迸ほとばしらせている俺の姿を見てニヤニヤしていた。この状況を何とかしろ！　と、親友たちに目だけで救援を訴えてもクスクスと笑うばかりだ。

「タロがキルされてから大変だったんだよね。特に強力な傭兵さんたちが参戦してから、あの通りすごく激しい抗争になっちゃって」

「早い話が、当事者の俺らはお払い箱ってわけか」

「『百鬼夜行』と『野次馬』の構図になっちゃったってわけ」

　いやいや、なにがどうしてそうなった？　と、ゆらちとシズクちゃんにぐにゃぐにゃされるがままに戦場を見つめる。

「私の太郎にちょっかいを出す者は全員、死にさらせ！」

　うん？　この聞き慣れた声は……気になって振り返れば、鬼神の如き勢いで周囲の傭兵プレイヤーをばったばったと切り捨てる姉がこちらに猛然と近づいて来ている。

　おやー、あれは相当にお怒りのご様子ですな。あーなった姉は手が付けられないので、俺は他人のフリをして事なきを得よう。ゲーム内でまで説教されたくないし。

「天使ちゅわんを穢けがすぅんイケない雄おすは、あちきがオ・シ・オ・キよぉん！」

　ジョージまでもがアフロ頭を駆使して、周囲の傭兵プレイヤーを変則的な動きで薙ないでいた。あのマリモって人を吹き飛ばす程の弾力性があったの!?

　知り合いが中心となって引き起こした騒動に俺が驚きよう愕がくしていると、酒場から更に傭兵プレイヤーたちが集まって来ちゃったし……。

「おー、主役の嬢ちゃんがキル復帰したか～！」

「ッしゃーおまえら、主役が戻ってきたぞ！　ガンガン飲めい！」

　グレン達と戦う前にちょこっと絡んだおじさん達だ。

　彼らはただ騒ぎたいだけのようで、酒の肴さかなである俺を見つけて目を輝かせていた。晃夜や夕輝を太い腕でガシッと肩を組み、一緒に飲めやと強引に誘っている。

「って、おい！　こっちにヤバい奴が向かって来てるぞ！」

「ヒィッ！　鉄血ジョージと狩人のシンじゃねえか！」

「なんでこっちにくるんだぁぁ!?」

　なんだろう、本来ならこのうるさくてドタバタしている空間に辟へき易えきするはずなのに、不思議とそんな感情は生まれない。むしろ、どこか暖かい気さえする。

　人が叫び、憤怒し、慄おののき、そして笑っている。

「おい、タロ」

「ねぇ、タロ」

　ひどく騒がしいのに、親友ふたりの声はハッキリと俺の耳に届いた。

　晃夜も夕輝も、そして俺もこんな混こん沌とんとした状況下で笑い合っている。

「どうだ？　いい気晴らしになったろ？」

「どうかな？　少しは元気でた？」

　親友たちの問いに、俺はじわりと胸が熱くなる。

　本当は何をしていても、黒い粘り気が俺の頭の片隅にはあった。ウン告コく白はくをかました瞬間からずっと、好きな人が驚愕に染まった顔で硬直し、倒れるシーンが何度も脳裏でフラッシュバックしてた……。

　それは重い鉛が胃に押し込められているような、そんな感覚だ。親友たちはきっと、それを見透かしていたのだろう。

　だから、二人の優しさに自然と涙が出そうになる。

「ふ、むぅ……」

　親友たちだけじゃない。俺はこのゲームでジョージの思いやりに触れ、姉に面倒を見てもらい、シズクちゃんやゆらちに認められる喜びを教えてもらった。周囲の喧けん騒そうに耳を澄ませば、全く関係ない傭兵プレイヤーたちが、俺がキルされた事に憤って戦いを仕掛けた事も理解できて、やっぱり胸の奥がじんわりとしてしまう。

「タ、タロちゃん!?」

「キツくむぎゅーしすぎた!?」

　慌てるシズクちゃんやゆらちにふるふると首を横に振る。俺の心情を察してくれたのか、夕輝と晃夜がオジさん達の手の内からすり抜け、傍へとやって来ては片膝をついてくれる。

　視線の高さが合って、俺達の対等な関係性を示唆する行為に、つい嬉うれしくなってしまう。

「なぁ……俺、フラれちゃったんだなぁ……」

　だから素直に……ずっと胸につかえていた事実を、ゆっくりと口から吐き出していく。

「あぁ……」

「そうだね……」

　そんな俺からの言葉を嚙かみ締めるように親友達は頷うなずく。そのまま二人は、涙が溢あふれそうになる俺の眼から視線を逸らさずに、じっと見つめている。晃夜も夕輝も無言だけれど、その沈黙から『俺達がいる』と言われているような気がした。

「うぅ……うぇっ…………」

　二人の態度から伝わる温かみを感じ、心にのしかかっていたモノが少しだけ軽くなった。すると途端に堰せきを切って涙がこぼれてしまった。

「えっと、タロちゃんを泣かしたの？」

「え、ちょっとあんたら、タロちゃんをフッたの!?」

　俺達のやり取りを傍で見守っていたシズクちゃんとゆらちが、そんな驚きの声を上げる。するとそれを聞き付けたジョージが、姉が、なぜか周囲のおじさんたちが、光の速さで俺達を囲みはじめた。

「私の太郎に手を出すとはいい度胸だな、ええ？」

「あらん、あちきってばイイ男を鳴かすのが、大好きなのぉん♪」

「つづけえおまえらああ！　美少女を泣かすモテメンに神罰を下す時がきたあああ！」

　夕輝と晃夜が傭兵プレイヤーたちの波に押し流されていく。

　俺は涙をふきとり、慌ててみんなを止めようとする。

「ちょっと、みんな。ちがくてっ」

　親友たちを庇かばう俺の声は、傭兵プレイヤーたちの雄叫びによってかき消されてしまう。

　晃夜も夕輝も必死の形相でこちらに助けを求めて来ていて、なんだかもう、めちゃくちゃだ。

「あははっ」

　親友ふたりの無様な姿を見て、みんなのお祭り騒ぎを見て、思わず笑みがこぼれてしまう。

「そのバグはいつ直るんだろうね!?」

　夕輝が一瞬だけ荒くれ者どもの輪から顔を出し、俺の少女姿のバグについて言及してくる。本当はこのキャラ、ゲームシステムのバグなんかじゃないんだけど……それを今正直に言える状況ではないので、代わりに別の返事を大声でする。

「心のバグは少し治った！」

　すると今度は、晃夜がもみくちゃにされながらも質問を浴びせて来た。

「ッ誰のおかげだ!?　それで今、どんな気分よ？」

　親友の問いに、『それはもちろん、お前ら二人と、ゲーム内で出会った人達のおかげ』と答えそうになるが、口をつぐむ。だって、ボロボロなはずの親友たちの顔には、誇らしそうな微笑が浮かんでいるのだ。

　二人の表情が、明らかに自分達のおかげだと言わせる気満々だし……妙に照れくさい。




「普通だ、バカヤロォー……ひどいお兄ちゃんたちめ……」

　目から流れた涙と呟つぶやきに呼応して、親友二人への猛攻が激しさを増した気がするけれど、なんだかんだでみんなは楽しそうだった。それはきっと俺も含めてだ。




　ゲームをしてても現実は何一つ変わらない。

　当たり前だ。

　でも、今、俺は心の底から笑えている。




　俺はクラン・クランのみんなを通して、やっと茜あかねちゃんにフラれた事実を受け入れられた。きっと、ウン告コく白はくも笑い話にできる日がくるって思えた。




「みんな、ありがとう」




　よく、ゲームは時間を無駄にすると言われているけれど。

　俺にとっては失恋と向き合うだけの時間をくれた。







「聞いたか!?　天使ちゃんが俺達にお礼を言ったぞ!?」

「モテメンへの報復に礼なんていらねえぜ！」

「よし、このままイケメン二人を血祭りに上げろ！」




　あ……やらかしたかも。





あとがき




　この本を手に取ったあなたは、新しい世界に目覚めてしまうかもしれませんし、目覚めないかもしれません。その一歩を踏み出すかどうかはあなた次第です。




　初めまして。人間のゴミ屑くずこと、作者の星屑ぽんぽんと申します。

　ＷＥＢで公開していた作品『美少女になったけど、ネトゲ廃人やってます。』を元に、運物命語と世設界定に多大な変革を施し、魔法素材加筆・修正をぶちこみ、完全物質大幅な改稿となったのが本書です。そう、これぞ鉄を純金へと変化させ、神々の定めた法を侵す禁忌の領域、錬金術なのです。

　寂しさや不安、悔しい思い、辛いことや悲しい過去。そんな暗い感情は錬金術でごちゃごちゃに混ぜて、新しい自分に変換してしまえ。読んでくださった方々がそんな気持ちになってくれたらいいな、という思いで本書を執筆しました。

　このお話の主人公も、残酷な現実を突きつけられた普通の男子高校生です。さらに彼の身体は突然、銀髪の美少女へと変化してしまいます。苦悩と不安から逃げるように、心の拠り所を求めてゲームの世界へと旅立つ……誰もが起こしそうな行動に、誰にでも起きない現象がプラスされたお話ですね。

　現実とはままならないもので、高難易度イベント盛りだくさんのクソゲーです。その事実はいくらネットゲームの世界に逃げ込んだとしても変わらず、暗い気持ちは心の片隅でずっと燻くすぶり続けています。

　美幼女となった主人公が不遇と言われた錬金術をゲーム内で駆使し、コツコツと新しいアイテムを創造する姿は……現実で、日々何かを積み上げてゆく私達の姿に重なります。

　学校、勉強、部活、会社、労働、怠惰、快楽、娯楽。

　いろんなものが積み重なって今の自分があるけど、どうにも自分が好きになれない。満足できない。私はそういう常時ネガティブなバッドステータス付きのゴミ屑みたいな人間です。しかし、星屑みたいに輝きたいとも思っています。

　なので本書を通して、少しでも前向きな気持ちになってもらえたらなぁ……と希望を込めてます。むーん。




　さてさて、重い話になってしまいましたが、本書はゆるーくほんわか、地味にゲームを楽しむ美少女（元男の子）のお話です。色んなプレイヤー達との出会いをきっかけに、主人公の心境が少しずつ変化しては成長していきます。思春期特有のアレな発言も、変な勘違いも、性転化した主人公がすれば、色々と面白い事態になってしまいますね。

　果たして性別が逆転しても、それまでの人間関係はそのままでいられるのか？　男友達との関係は？　好きな女性への想いは？　錬金術に夢中になるあまり、いずれは国をも取る最強の錬金姫になるかもしれません。書いている作者自身、今後が楽しみで仕方ないです。

　こんな風に私が思えるのも、一重に本書に携わってくださったみなさまのおかげです。

　ですのでここからは謝辞を贈らせてください。




　初めて尽くしで混乱しがちな私に、心のこもったアドバイスやご対応、多方面で便宜を図ってくださった担当の宮島様。数々の美麗な絵で本作の世界を彩り、可愛いさ溢あふれる主人公を描いてくださった、イラスト担当のネコメガネ様。

　たくさんの添削をしてくださった校正・校閲担当様。出版に伴ってお世話になった印刷所やデザイナーの方々。

　ネットゲームを通じて知り合い、幻想の世界を一緒に遊んでくれた友達。

　本作に関するアイディア提供や、アドバイスをしてくれた学友のＭ氏。

　ちっちゃな夢だけど、お互いの大切な夢を語り合ったチャム氏。

　泥沼を歩き続けるようなこの三年間、私を支え続けてくれたＯ氏。

　アニメや漫画、ライトノベルやゲームを楽しめる環境で育ててくれた両親。

　ＷＥＢ版での『美少女になったけど、ネトゲ廃人やってます。』を様々な形で応援してくださった方々。時に厳しく、時に優しく、適切なご指摘や嬉うれしい感想をくださりましたね。話を更新する度に反応してくださったり、キャラ名投票なども楽しかったです。また、ツイッター等での交流も忘れません。

　月並みな言葉ですが、読んでくださる方々がいたからこそ本書はここにあります。正直なところ、本作をＷＥＢで掲載し始めてから、幾度となく筆を折りかけました。その度、脳裏に浮かんだのは読者さまの存在とご声援です。

　本書の血肉となってくださったみなさま、誠にありがとうございます。




　そして最後に。

　この本を買って、読んでくださっているあなたにお伝えしたい事があります。




　ともにまだ見ぬ完全物質を創造しようではないか！

　→　訳『心より愛しています。結婚してください』




　実は完全物質なんてのは、到底作れる物じゃありません。なので、作れるまで一生一緒にいてくださいって意味がありまして……。

　私とあなたが結婚したら、２巻の錬金術では予測不可能な暗黒物質ダークマターが生まれてしまうかもしれません。それもまた一興ですね。

　こんな痛い作者ですが、末永くよろしくお願い致します。




　２０１９年４月１日
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本作品は、二〇一九年四月、小社より単行本として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







Ｋラノベブックス

美び少しよう女じよになったけど、ネトゲ廃はい人じんやってます。




二〇一九年五月一日発行

星ほし屑くずぽんぽん

©Ponpon Hoshikuzu 2019


発行者　森田浩章

発行所　株式会社講談社

　　　　東京都文京区音羽二‐一二‐二一

　　　　〒112-8001






◎本電子書籍は、購入者個人の閲覧の目的のためにのみ、ファイルの閲覧が許諾されています。私的利用の範囲をこえる行為は著作権法上、禁じられています。
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